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    　はいこんにちは。


    　おうじさまと、ちえのおうじょさまと、ゆうきのおうじょさまのおはなしには、まだつづきがありました。


    　……え？　もう、めでたしめでたし、でおわったんじゃないのかって？


    　いえいえ。じんせいがつづくかぎり、ものがたりもつづくのです。


    　きいてみたいですか？
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    　霧きり山やま真ま之の斗とは目を醒さました。


    　ベッドの中から窓を見上げると、カーテン越しにうっすらと雪が積もっているのが見えた。


    　いつもなら、寒くて布ふ団とんの中に改めて頭を潜り込ませているが、今は違う。


    「真之斗……」


    　優しい声がして、同じベッドの毛布の中、ぎゅっと白い腕が少年を抱き寄せる。


    　右手に装着されたままの装具が小さく音を立てた。


    　白い肌からほのかに立ちのぼる僅わずかな汗の匂におい、そして、いつもの香水の匂い。


    「おはよう、セイ姉ねえ」


    　真之斗はその女性のふくよかなふたつの丘に顔を埋うずめながら呟つぶやいた。


    　ほんのひと月前までは絶対に手が届かない、また伸ばす資格も自分にはない、と思い込んでいた、柔らかで、温かくて、しなやかな身体からだ。


    「おはよう、真之斗」


    　そう言って、小こ日向ひなた世せ衣いは、真之斗と唇くちびるを重ねた。


    　長い、長い「大人のキス」。


    　ふたりの唇が離れて、真之斗は息を整える。


    　週末、世衣と真之斗がこんな朝を迎えるようになったのはひと月近く前のことにさかのぼる。


    



    



    「海ほたる」を舞台にした「Ｆ」こと山やま崎ざき四し郎ろうの引き起こした事件の決着が付いた次の日の夜。


    　極度の疲労と大食による満腹感もあって、学校を休み、夕方まで泥のように眠っていた真之斗は、台所から料理の匂いがしてきて目を醒ました。


    　不思議に思って下りてみると、世衣が忙せわしく真之斗のための料理を作っている最中で、声をかけるとニッコリと微ほほ笑えみ「今夜は、ここで」と言われた。


    　世衣は真之斗の父から家の鍵かぎを預かっているから、不思議ではないがちょっと驚いた。


    　スマホを見ると何度も鳴らしたという通知記録が残っていた。


    「どうして？」


    　と尋ねると


    「明日は、その、だって、お休みでしょ？」


    　と世衣は妙にぎこちない言葉と、いつもと変わらぬ笑顔で返した。


    　そのうち亜あ世ず砂さも来て、霧きり山やま家においては珍しい、数人での食事をした。


    　食後、しばらくまだ疲れが残ってうつらうつらとソファで半分眠りそうになっている真ま之の斗とへ、不意に亜世砂が「じゃオレ帰るね」と片手を上げた。


    　真之斗はてっきり「世せ衣いも後片付けをしたら帰るのだろう」と思って、それを手伝おうと台所を覗のぞくと、もう片付けは終わっていた。


    「お風呂、入ったら？」


    　エプロンを畳みながらにっこり微ほほ笑えむ世衣の言葉に首を傾かしげつつ、言われるままに風呂場に入り、いつの間にか沸かされていた湯の中にいると、


    「い、一緒に入っても、いい？」


    　という声がして、風呂場と脱衣所を仕切るサッシが開けられた。


    　バスタオルを身体からだに巻きつけただけの世衣が立っていて、唖あ然ぜんとしている真之斗のそばに、世衣はぎくしゃくと硬い動きで近づいてきた。


    「あの……せ、セイ姉ねえ？」


    　世衣はタイルに膝ひざをつき、浴槽内の真之斗の頭を抱き寄せるようにして口づけをした。


    　それが、真之斗の知る初めての長い、長い「大人のキス」。


    　口の中から快楽が広がることを、真之斗は初めて知って、陶とう然ぜんとなった。


    「真之斗」


    　世衣は顔を真っ赤にしながら言った。


    「わたしを、全部、真之斗の、ものにして」


    　ぎこちない、だが、決死の言葉に対し、頷うなずく以外の選択肢は真之斗になかった。


    　それからふたりは風呂場でたくさんの「大人のキス」をかわし、抱き合うようにして真之斗の部屋に行って、結ばれた。


    　真之斗が中に入るとき、世衣が苦痛の叫びを小さくあげたが、やがてふたりは蕩とろけるような時間に没入し──これまでの想い、切なさ、寂しさ、嬉しさ……互いの心の中にある全ての欠落を埋め合うように、朝まで求め合った。


    



    



    　それ以来、真之斗と世衣は週末、必ずこうして朝を迎え、目覚めればまた求め合って、そのまま昼まで過ごすが、今日は違う。


    「シャワー、浴びなくちゃ」


    　身を起こす真之斗を、世衣は後ろから抱きしめた。


    　ふたつの柔らかい膨ふくらみが、温かく真之斗の背中で潰つぶれて広がる感触。


    　そして、真之斗の滑らかな太ふと腿ももに触れる世衣の右手、未いまだに装着されたままの装具の冷たい感触は、火ほ照てりの残る肌に心ここ地ちよい。


    　世せ衣いの身体からだからは、いつもの、いい匂においがした。


    「どうしても？」


    　悪戯いたずらっぽく世衣が耳元で囁ささやいた。


    「だ、だってそのままじゃ、その……汗臭いし、他にも、その、匂いが……」


    「私はこの真ま之の斗との匂い、好きよ、私たちが混じり合った匂いも」


    　艶あでやかな声。あの清せい楚そな世衣の声なのに、こうして聞く世衣の声は、驚くほどに真之斗の中にある「けもの」の部分をかき立てる。


    「だめ……また……したくなるから」


    　耳まで真っ赤にして、ようやく真之斗は理性を振り絞って声にした。


    「わかったわ、決めたんだものね」


    　くすっと笑った世衣の声は、いつもの清楚で、凛りんとした声だった。


    「じゃあ、シャワー、浴びましょうか？」


    「さ、先に使うねっ！」


    　そう言って真之斗は世衣の腕から何とか逃のがれ、パジャマの下だけを穿はいて部屋を出た。

  


  [image: ]


  
    　部屋からあたふたと出ていく真之斗の細い、以前の事故で受けた手術跡も生々しい背中を見ながら、世せ衣いはクスクスと笑った。


    　嬉しい。


    　そして、楽しい。


    　真ま之の斗とが世衣を自分のものにしてくれたと同時に、真之斗は世衣のものになった。


    　初めての痛みがすぐに悦楽に転じたのは、ずっと心も身体からだも待ち望んでいたからだ、と思う。


    　ずっと毎日こうしていられたら、といつの間にか自分が思っていることに、世衣は不思議な安らぎと驚きをおぼえている。


    　肉体的な快楽を、彼女はこれまでずっと忌き避ひして考えてきた。


    　母が他に男を作って家を出て行ったことが今でも「疵きず」になっていたのだ。


    　自分が、母のようになってしまうのではないか、という恐おそれ。


    　それが、実際に真之斗と肌を合わせてしまうと、喜びだけがあった。


    　真之斗もまた積極的に自分と肌を合わせたがってくれているのが嬉しい。


    　一応避妊用のピルは飲んでいるし、避妊具も使ってはいるけれど、万が一のことがあれば、真之斗の子供なら宿しても構わない、と世衣は本気で思っている。


    （幸せで浮かれすぎてるわね、私）


    　とは思うが、なにしろ、長年の想いがようやく叶かなったのだから仕方がない。


    　壁の時計を見る。


    　まだ約束の時間まで大分余裕があった。


    　正直、これから自分たちを待っている「仕事」に世衣は未いまだに納得しきってはいない。


    　だが、真之斗が危険に向かうのに放置することなど、世衣にはできなかった。


    （だから、少しぐらい……もうちょっと……いいわよね？）


    　そんな言い訳を自分の中で完成させ、真之斗とシャワーを一緒に浴びようと、世衣はベッドの下に畳んでおいたネグリジェを着けた。


    



    



    　ふたりでシャワーを浴び、交互に髪の毛を拭ふいてまた部屋に戻る。


    　世衣の長い髪は、ただバスタオルで拭くのではなく、水を吸わせるようにしてそっと掌てのひらで押さえる、というやりかたをもう真之斗は学習していた。


    　戻ると、真之斗は手早く服を着替えた。


    　といっても普段着でもなければ学校の制服でもない。


    　濃紺のベストとパンツ。


    　あちこちに四角柱状のものを幾つも横に繋つなげた青いプラスティックのパウチとペットボトルホルダーをベルクロで装着した防弾ベスト、喉のどに巻くスロートマイク。


    　手早く着替えた真之斗は、後始末をするために遅れて部屋に入ってきた世衣が、こちらに背を向けて同じものを身に纏まとっていくのを、ベッドに腰掛けてじっと見つめた。


    「……どうしたの？」


    　肌を合わせる仲になったのに、未いまだに世せ衣いは真ま之の斗とに着替えを見られるのを嫌がる。


    　そんな彼女が可愛かわいくて、真之斗は素直に言った。


    「やっぱりセイ姉ねえ、綺き麗れいだ」


    　言われた途端、世衣がうなじから耳まで真っ赤になる。


    「か、からかわないのっ！」


    　身体からだの前に上着を盾たてのようにかざし、身をよじって世衣は真之斗の視線から隠れようとした。


    「あ、あんまり見ないでっ！」


    「いいよ、気にしないで。僕、もう少しセイ姉の裸、見ていたいな」


    　真之斗は笑みが浮かぶのを抑えきれない。


    　あの沈着冷静で清せい楚そな世衣が、ここまで慌てた表情をするのを、恐らく双子の妹の亜あ世ず砂さだって滅多に見たことはないだろう。


    　自分だけが知っている、世衣の顔。


    　それがとても嬉しかった。


    「ダメ！　先に下に行ってて！」


    「やだ」


    「恥ずかしいのっ！」


    　そんなやりとりが暫しばらく続く。


    



    



    「……さて、と」


    　真之斗と世衣が着替えを巡って甘くて微ほほ笑えましいやりとりを始めた頃、隣にある小こ日向ひなた家のリビングでは、世衣の双子の妹、小日向亜世砂が同じ着替えを、こちらはもう終えていた。


    　リビングに散らかったコンビニ弁当の容器をゴミ袋に詰め、半分に減ったチョコスプレッドの瓶をキッチンに戻す。


    　脱ぎ捨てた服もまとめて洗濯カゴに放り込んだ。


    　そして玄関へ出て、靴くつ箱の中から、ピカピカのブーツを取り出す。


    　重傷を負って、PARANO=ERパラノエルと呼ばれる新薬の投与を受けた亜世砂と世衣、そして真之斗たちはその副作用によって、失われていた身体機能を拡張、増幅する能力者、EXMODエクスモツドと呼ばれる存在になった。


    　亜世砂が得たのは常人の数百倍のスピードとジャンプ力である。


    　二週間前にとある施設で計測したが、予想最高時速は時速四〇〇キロ、最高垂直ジャンプ高度は四〇メートルだった。


    　速度が「予想」なのは、バイクの速度を測定するためのベルトコンベア型の計測装置がちょっと本気を出しただけで数秒で煙を上げて故障したためだ。


    　かなり便利な能力なのだが、困ったことに一般人類向けに作られた大抵の靴くつは、その速度と、同時に発生する摩ま擦さつ熱に耐えられない。


    　このブーツは特殊な新素材で作られている──提供元は政府の特務機関「黄昏たそがれ」のクラタという女性だが、彼女によると「このブーツ一足で新車のベンツが三台は買える」らしい。


    　このブーツの底と同じ素材でできたスニーカーも二足貰もらった。


    　こっちはこっちで、ベンツ一台分相当だそうだ。


    　亜あ世ず砂さたちがEXMODエクスモツドになってから、せいぜい一か月少々。亜世砂の足形とデータを取って二週間もしないうちに作られたというのに、しっかりした作りで、どんなに走っても靴底が燃え上がることも、すり減りすぎてグリップが利かない、ということもない。


    　姉の世せ衣いは「多分、真ま之の斗とをアテにして、前から色々準備してたのよ」と怒っていた。


    （姉貴……か）


    　ぽつん、と亜世砂は思い、溜ため息いきをついた。


    　真之斗の家に子供時代とは意味の違う「お泊まり」をすると姉に打ち明けられたとき、亜世砂はやっぱり笑って「頑張れよ、姉貴」と言った。


    　諦あきらめて、吹っ切るつもりだった。


    　それなのに、隣家に面した自室の窓から見える、真之斗の家の明かりが消えるのを見ると、足早にリビングへ下り、テレビをつけっぱなしにして毛布を被かぶって眠った。


    　以来、亜世砂は姉が真之斗の家に行く日にはリビングで眠るようにしている。


    （これでいいんだ、これで。相思相愛なんだから）


    　理屈的には正しいと思っていることを繰り返しながら、亜世砂は未いまだに頭を切り換えられない自分に苛いら立だたしさを覚えていた。


    （……オレ、こんなに未練がましい女だったっけ？）


    　そう思うと、どうしても一〇年前、自分たちを浮気相手に「売った」母親のことを思い出す。


    「ああ、くそっ！」


    　小さく罵ば声せいを吐きながら、亜世砂は壁を殴ろうとして思いとどまる。


    「……寂しいなぁ」


    　ぽつん、と呟つぶやく。


    　学校で孤立したりすることはあっても、真之斗と世衣から距離を置くことになるなんて、これまで考えたことさえなかった。


    　そして今は、そういう状況なのだ。


    　亜世砂の思いを断ち切るように、スマホが鳴った──クラタからだ。


    「はい、小こ日向ひなたです、今出ます」


    　短く答えてすぐに切った。


    　スマホをマナーモードに切り換え、財さい布ふではなく、書類用のクリップで留めた千円札数枚を尻ポケットに入れる。


    　後はイアン・ノット式でブーツの紐ひもを結び、上からコートを羽は織おった。


    　革のコートだったら様さまになるのだが、これは地味めのグリーンの布コートだ。


    　でも、デザインがシンプルな上に保温性と通気性が抜群で、そこは気に入ってる。


    　亜あ世ず砂さは外に出て、鍵かぎをかけた。


    



    



    　真ま之の斗とと世せ衣いがようやく外に出ると、小こ日向ひなた家と霧きり山やま家の前には大型のバンが停まっていた。


    　そのスライドドアの奥から、オールバック風にした髪型の、いかにも切れ者然とした細身の女性がにやにや笑ってふたりを見ている。


    「もう少し、遅れてきたほうがよかったかな？　……おはよう、霧山真之斗君、小日向世衣君」


    　黒いパンツスーツの似合うこの女性が、真之斗たちの能力の正体を教え、そして利用している「黄昏たそがれ」のリーダー、クラタ・マスミだ。


    「おはようございます、遅れました」


    　とだけ世衣はいつも通りの清せい楚そさで、しかし少々突き放すように言いながら軽く頭を下げる。
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    「すみません、ちょっと僕が手間取っちゃって」


    　顔を赤くしながら真ま之の斗とが頭をさげる。


    　スライドドアが自動で閉まる中、真之斗は少々頬ほおを赤らめ、世せ衣いはすました顔でシートベルトを装着し、対面に座ったクラタは緩めたシートベルトを締め直す。


    「一五分遅刻」


    　溜ため息いき交じりに、一番奥の席で腕組みしていた亜あ世ず砂さが言うと、そのときだけ、世衣は「ごめんなさい」と素直に頭を下げた。


    　以前だったら「なんでまた」と尋ねるところだが、亜世砂はそれ以上何も言わず、世衣も自ら説明する愚かさとは無縁だ。


    「さ、とりあえず新しい『燃料』だ」


    　そう言ってクラタが助手席に座った部下から受け取った段ボール箱を開けた。


    　中身は全てエネルギーバーだ。


    　カロリーバーとも呼ばれる、高カロリー、高栄養のいわゆる行動食の一種である。


    　何も書かれていない真っ白なパッケージなので、亜世砂が首を傾かしげた。


    「これ、どこの製品？」


    「ウチが独自に発注した某社の製品だ。中身は高カロリービスケットとチョコスプレッド。包装はトウモロコシの繊せん維いでできていて、食べられるから剥むく手間がない」


    「それは、確かにありがたいッスけどね……」


    　受け取って防弾ベストのプラスティックのホルダーに納めていきながら亜世砂が少々躊躇ためらう言葉と表情を見せたが、真之斗は構わずに自分のパウチに詰め込めるだけエネルギーバーを詰め込むと、それを右に座った世衣に渡した。


    　世衣の表情は硬く、凛りんとしたいつもの「生徒会長の小こ日向ひなた世衣」になって同じように自分のパウチにカロリーバーを納める。


    　これから行う「仕事」が彼女にとっては気乗りしないものであるからだ。


    　暴走したEXMODエクスモツド能力者──通常、EXMODとだけ呼ばれることが多いが──の捕獲。


    　にもかかわらず、「真之斗だけでは危ない」ということで付き合っている。


    　それは自分の右側にいる亜世砂も同じだ。


    　それほどの大量発生はないものの、突如として発症し、瞬く間に「おかしく」なるEXMODは後を絶たない。


    　一八歳未満にのみ発生するEXMOD、その候補者はまだ一〇〇〇人以上残っている。


    　真之斗たちがEXMODになる前、渋谷駅の地下で大量に発生したEXMOD数百人による大規模抗争があったが、これからはそれどころではない数が出てくることをクラタは予想しており、「Ｆ」事件から数日後、再び真之斗と世衣たちの前に現れて正式にこの仕事を依頼した。


    　EXMODにはEXMODしか立ち向かえない、と。


    「お断りします」


    　きっぱりと三人の代表である世せ衣いは言い切り、家に戻った後、渡されたクラタの名刺を破いてくずかごに棄すてた。


    　しかし三日たって、高層ビルの真ん中を文字通り「蹴けり壊す」少年の映像と、それによる怪け我が人の様子がネットニュースに流れたとき、真ま之の斗とは迷い、そして翌朝、破り捨ててくずかごに放り込まれていたクラタの名刺を取り出してつなぎ合わせ、電話をかけていた。


    　ふたりに決意を打ち明けると、当然、世衣も亜あ世ず砂さも反対した。


    　だから真之斗は、ふたりを説得して手伝ってもらおうとは思わなかった。


    　だが、真之斗の家の前にクラタのバンが横付けされたとき、不平不満を隠そうともしない顔ではあったが、亜世砂と世衣が真之斗を呼び止め「私たちも行く」と言ってくれた。


    「ただし、一回のお仕事ごとに一〇〇万円頂きます」


    　と堂々と世衣が人差し指を一本立てたのには驚いたが、それを受けたクラタが、


    「なるほど、三人で一〇〇万円か、それは安い！」


    　と正々堂々と値切ってきたのにはもっと驚いたが。


    　さらに、真之斗以外のふたりのための装備も用意していたことにも。


    　その日の夕方、真之斗たちはビルを蹴り砕いていた元空手部員のEXMODエクスモツドと対決。


    　強烈なローキックを放つ足下を、亜世砂に抱かかえられて高速移動してきた世衣の「声」で崩し、真之斗がマウントを取って殴りつけることで決着をつけた。


    　その次は肺を損傷したことから風速数十メートルの突風を口から吹き出せるようになった少女で、高速道路の真ん中、大渋じゆう滞たいにあった全ての車を吹き飛ばそうとしていた。


    　彼女の場合は大騒動になる前に真之斗たちが間に合った。


    　高速バスを真之斗が受け止め、亜世砂が周囲を回って相手の体力切れを待って捕らえた。


    　どちらの暴走EXMODも精神が安定するように治療を重ねることになるが、人ひと死じにを出す前に停めることができた。


    　それからさらにふたりの暴走したEXMODを「確保」している。


    （ふたりには申し訳ないけど）


    　真之斗はパウチの蓋ふたのボタンを留めながら改めて思う。


    （でも……嬉しいな、うん）


    　前回「Ｆ」こと山やま崎ざき四し郎ろうの起こした幾つもの事件において、真之斗たちは彼の命と肉体は救ったものの、それを事前に知り得なかったとはいえ、四郎の──正確にはその無意識下イドの怪物が──引き起こした大量殺人を止めることはできず、結果、山崎四郎は現在も厳重監視下に置かれる囚人として関東某所に留置監禁されている。


    　このことがずっと真之斗の負い目になっているのだ。


    ──もっとも、この少年の中にある「負い目」は山崎四郎が原点になっているのではない。


    　能力を得るきっかけになった列車事故で救えなかった親子、さらに昔へ遡さかのぼれば、今はもうこの世にいない、彼の母の死に際に関係しているのだが。


    



    



    「まあ、いざというとき包装紙剥むくのもめんどいけど……これ、熱で溶けたりしない？」


    　亜あ世ず砂さが新しいエネルギーバーを一本手にしたまま尋ねると、


    「そこは大丈夫だ」


    　とクラタは請け合った。


    「少なくともそのホルダーの中に入ってる限り溶けない。君が音速を超えて移動したら話は別だが、そうなったら今度は服も何もかもが摩ま擦さつ熱で燃えるだろうしな」


    「音速ねえ……」


    「さすがにそこまでEXMODエクスモツドの能力が肉体を補正するとは思えんが、まあとにかく理論的には『お口で溶けて、手で溶けない』のは間違いない」


    「はあ」


    「……なんだ、知らないのか、このキャッチコピー」


    「？」


    　本気で亜世砂は首を傾かしげた。


    「Ｍ＆Ｍ[image: ]Ｓチョコのキャッチコピーだ。見たことないか？　キャンディコートされてる小さな粒状のチョコレートだ」


    「ああ、あれですか」


    　頷うなずきながら亜世砂はそのエネルギーバーを胸のパウチに滑り込ませる。


    　はたから見ると口の悪いアルバイトとバイト先の店長の仲のいい会話のようにしか見えない。


    　亜世砂たちからすれば、自分たちがEXMODという存在になったのは望んだからではない。


    「Ｆ」の巻き起こした列車事故により、身体からだの一部の能力が失われ、それを補うという「願い」が偶然、PARANO=ERパラノエルの副作用と合致したというだけのことだ。


    　にもかかわらず、このクラタは頭から亜世砂や真ま之の斗とたちを「部下」として使うことに躊躇ためらいも後ろめたさもなく、最初の事件では半ば脅おどすようにして事件に引きずり込んだ。


    　事実、今でも世せ衣いが「半分敵」としてクラタを認識しているのは、目線も合わせないことからも明らかだ。


    　だが、亜世砂にとっては、こうして他愛たあいのない会話を振ってきてくれるクラタのおかげで、真之斗と世衣のほうを見ないですむ、というありがたさがある。


    　今も視界の隅で、ふたりがそっと手を握り合っているのが見えたがそれを無視できる。


    「一本あたり何キロカロリーですか」


    「そういえばこれ、そうだな、大体二〇〇〇キロカロリーってところだな」


    　この数字は、デスクワークの成人男子の一日の必要摂取カロリーとほぼ同じである。


    「了解」


    　以前なら目を剥むく数字だが、今の亜あ世ず砂さには「まあそんなところだろうな」と頷うなずいた。


    　この前の測定で判明したが、EXMODエクスモツドの能力を発動して動けなくなるまでにおよそ最大一〇分。消費カロリーは二〇〇〇から一五〇〇〇キロカロリーにも及ぶ。


    　胸のパウチに六本、腰のポーチに六本、今日の「仕事」には十分すぎる量だろう。


    「ほい」


    　とさりげなく亜世砂は自分の分を取った残りの箱を、なんとなく真ま之の斗とに戻した。


    「うん」


    　受け取る真之斗と手が重なり、さみしさが亜世砂の胸を一瞬突き刺した。


    　どうしても「この手は、世せ衣いのものだ」と意識してしまう。


    　そんな考えを、緊急無線のビープ音がかき消した。


    「どうした？」


    　助手席の部下が手渡した無線のマイクをＯＮにしてクラタが問うと、


    『対象、動き出しました。思ったよりも眠りが浅いようです』


    　という緊迫した監視班の声が聞こえてきた。


    『移動手段は変化なくバイク、ガソリンはスタンドを襲って満タンなはずですから、あと一時間ほどで高速で都内に入ってきます』


    「了解だ、都内に入れるな。予定を繰り上げて高速を封鎖するように県警に要請、報道規制開始、一般人のカメラとネットの監視体制をレベル３に引き上げ」


    　テキパキとクラタは指示を飛ばすと、ナイフのような鋭い雰囲気を身に纏まとって真之斗たちを見た。


    「お聞きの通りだ。ちょっと大急ぎになる」


    



    



    　都心へ続く高速道路を、白と青の鮮烈なカラーリングを施ほどこされたＢＭＷ／Ｓ１０００ＲＲが甲かん高だかい独特のエンジン音を響かせながら疾走する。


    　車体の重量配分などが素晴らしく、調整次第によっては道に貼り付いたような走りができる、という評判のバイクだ。


    　同時にショートストローク、高圧縮エンジンから導き出されるハイトルクなパワーは「究極の電子制御を施された」といわれるシステムをもってしても、素人しろうとではフロントタイヤが上がるという代物でもある。


    　ところがそれを操る一六歳の少年は、後ろに少女を乗せたままそれを易やす々やすと抑え込み、恐ろしく正確なコーナリングと加速でこのスーパースポーツモデルを操っていた。


    　バイクが通れるギリギリの隙すき間まに潜り込み、全てのタイミングを計算したアクセルワークと重心移動で駆け抜けていく。


    　糸を投げて針の穴に通すようなピーキーな速度と動きではあるが、正確すぎるその動きに、すり抜けされた車やバイクは、反応する暇さえ与えられない。


    　それどころか、絶望的な幅寄せが起こると、数百キロの車体が軽々と宙を飛び、トラックの側面を、あるいは高速道路の壁面を走って危険をあっさり回避する様さまは、まるでＣＧＩのような現実感のなさがあった。


    「いっ、しゃぁ！　快調っ！」


    　バイクは再び地面に戻り、フルフェイスヘルメットの内側で、ＢＭＷの乗り手が叫んだ。


    　いささかサイズの合わない大きめの革ツナギを身に纏まとったその少年……麻ま実み沢ざわ切きり人との両目の側面、つまりこめかみから背筋、手足の先端にかけて、うっすらと金色の煙のような光が覆おおっている。


    「ひゃっはー！　とっばせええ！」


    　その後ろのシートで彼に掴つかまりながら声をあげているのは一一月の寒空にタンクトップとローライズのホットパンツという露出度の高い服装の少女だ。


    　片手にアーチェリーの弓を握り、背負った、ガムテープで三つ束ねた矢筒の中には数十本の矢が納まっている。


    　彼女は真ま理り崎ざき果か歩ほ花か。背中の真ん中から左右の指先に金色の光がまとわりついている。


    　切人は今年の頭に交通事故で三半規管と眼球を損傷、果歩花は部活におけるいじめを苦にして、校舎から身を投げて脊せき椎ついの一部を損傷し、両腕が動かなくなっていた。


    　どちらも同じ病院に入院し、そしてPARANO=ERパラノエルの処置を受け、EXMODエクスモツドの能力が発動した。


    　切人は動体視力と神経と筋肉の反射速度の強化を、果歩花は驚くべき速さで腕から指先を動かせるため、アーチェリーと組み合わさるとマシンガンのように速射し、しかも高性能ライフルのように百発百中で標的に当てることができる。


    　ふたりはそれぞれ、東北の病院に入院していたが、同時に能力が目覚めたことから意気投合し、「標的」のいる東京を目指していた。


    



    



    「黄昏たそがれ」機関のバンの中、クラタの持ってるタブレットＰＣにそんな暴走バイクの映像が監視カメラから送られてきていた。


    「本当にあいつら、捕まえる必要あるのか？　タダの暴走族じゃん」


    　亜あ世ず砂さは呆あきれ顔だ。


    「放っておけばそのうちに腹減らすか、ガソリン切れて捕まるんじゃネエの？」


    「そうはいかんのだ」


    　クラタが苦笑しながら言った。


    「あのバイクで三台目だが、バイクを乗り換えるためにバイクショップやガソリンスタンドで騒動を起こしてる」


    　クラタがタブレットを操作すると、画面が切り替わり、高い天井から見下ろす防犯カメラからの映像になった。


    　コンビニにいきなりバイクごと突っ込んできたふたりが、驚く店員に刃物とアーチェリーを向けて現金と弁当を洗いざらい持ち去る動画。


    　さらにガソリンスタンドでも同じ行為をし、追跡する白バイ警官を、いきなりＵターンした勢いで壁を走って逆走することで、追跡をあっさりかわす動画もあった。


    「白バイ警官が追跡できないほどのテクニックとバイクの排気量、および真ま理り崎ざき果か歩ほ花かのアーチェリーが正確無比にタイヤを撃ち抜きパトカーの追跡を止めたりする程度で、今のところ、被害に遭った店の店員、客も含めて死傷者はない」


    　クラタはタブレットに今回の「保護対象」である少年と少女の顔写真を提示して話を続ける。


    「目撃者と被害に遭った関係者の証言でも、『殺すつもりはないが動けば殺す』と発言していたということから、本人たちも積極的に殺すつもりはないようだ──だが、暴走したEXMODエクスモツドの感情の針は、自分が害されると止まらなくなることはこれまでの経験から君たちがよく知ってるだろう？」


    　クラタの言うことはもっともだった。


    　暴走EXMODは当初こそ理性的に行動できるが、次第に感情が優先され、安定さを欠くようになり、ちょっとしたことがあれば、容易たやすく怒り、暴力を振るうことに躊ちゆう躇ちよがなくなる。


    「オマケにふたりとも行く先々で、ことあるごとに両親をぶっ殺すと息巻いてる……彼らがEXMODじゃなければこういうことは家族と警察の仕事だが、仕方がない」


    「その『ぶっ殺す』相手になる、彼らのご両親は？」


    　世せ衣いが訊きいた。


    「警察によって東京のとある場所に隔離避難してはいるが、どうも自分たちの子供が壊れた上に自分たちを恨んでいるとは信じたくないらしい」


    「そういえば……このふたりの名字、ニュースで見たことがあるんですけど」


    　世衣は少し首を傾かしげてクラタを見た。


    「与党の大物に麻ま実み沢ざわさんって国会議員の方がいましたよね、あと真理崎という野党の超党派をまとめてる、という方も……それに今、臨時国会の会期中でしたよね、確か？」


    　クラタはにやりと笑った。


    「ノーコメントだ。ただ彼らは長男長女ではなく、それぞれ三男と次女になる……それだけに両親は自分たちの仕事の後継ぎではないことから可愛かわいがっているつもりだったそうだ」


    　表向きは回避しているが、実際は世衣の質問への答えも同然だった。


    「なるほど、つまりいいとこのボンボンとお嬢様ってわけか」


    　亜あ世ず砂さが鼻を鳴らした。


    「……生まれがどうあれ、助けないと」


    　大おお真ま面じ目めに言う真ま之の斗との頭越しに、亜世砂と世せ衣いは視線を交わして小さな苦笑を浮かべた。


    　結局このふたりは、間に挟んだ少年の真まっ直すぐさに付き合うしかないのだった。


    



    



    　高速道路の都心へと至るジャンクションを警察が封鎖し、ほとんどの車はパーキングエリアに避難させたため、道路は休日だというのにがらんとしていた。


    「黄昏たそがれ」機関のバンが停車する。


    　スライドドアを開けて、真之斗たちは外に出た。


    　三人とも、ヘッドセットを兼ねたヘッドギアのスイッチを入れているので、顔を赤外線を発する特殊なＬＥＤが照らしている。


    　この装置のお陰で彼らの顔は普通の携帯電話などのカメラで撮影しても輪郭がはっきりとはわからないようになっているのだ。


    　世衣は顔だけ日焼けするようなこの装置を今でも嫌がっているが、普段の生活を保つためには仕方がないと諦あきらめてもいた。


    「対象者遭遇まであと五分だ」


    　クラタが三人の背中に声をかける。


    「相手は素早い上に武装つきだ、慎重にな！　いざとなれば我々に引き継げ！」


    「なるべくそうしないようにします」


    　ちらりと振り向いて真之斗は答えた。


    　世衣は真っ直ぐに「敵」の来る彼方かなたを見み据すえ、亜世砂は思いっきり伸びをしたあと、屈伸運動を始める。


    　バンが安全地帯まで走り去った。


    「……あと三分」


    　支給されたゴツい腕時計を一いち瞥べつして、世衣が告げた。


    「おっし、そろそろ始めっか！」


    　屈伸運動をやめて、亜世砂がにかっと笑う。


    「うん」


    　真之斗は頷うなずいて軽く目を閉じ、腕を組みながら、左右の親指で上腕二頭筋のあたりを押した。


    　世衣も目を閉じて左右のこめかみを強く親指で押し、それから喉のどを、未いまだに装具の取れない右手の人差し指と親指で押した。


    　亜世砂は太ふと腿ももの真ん中を押して意識を集中する。


    「99problemsナインテイ・ナイン・プロブレムス」


    　真ま之の斗との口からJAY-Zの曲のタイトルが漏れた。


    「In a gadda da vidaイン・ア・ガツダ・ダ・ヴイダ」


    　亜あ世ず砂さの口からアイアン・バタフライの曲名が、最後に世せ衣いが、


    「Sweet Dreamsスウィート・ドリームス」


    　ユーズリミックスのヒット曲名を口にした。


    　それぞれに与えられた自己暗示のキーワードである。


    　以前は注射を使ってEXMODエクスモツドの能力を活性化させていたが、二週間前から、それに代わってメンタルトレーニングによる発動へ徐々に切り替えてきている。


    　クラタたちに雇われたメンタルトレーナーは「特別な力を使う、集中するときのキーワードには、これぐらい理解できて普段使わない言葉が並ぶことが重要なの」だといっていた。


    　実際、三人とも、使いこなせるようになった今ではトレーナーの言葉は正しいと思っている。


    　普段使わない言葉は確かに、一般生活から、EXMOD能力を発動して戦う世界への切り替えのキーワードとしてはもってこいだった。


    　世衣は曲名の意味を理解して少々渋い顔ではあったのだが。


    　三人のそれぞれEXMODで強化された部位……真之斗の両腕、亜世砂の両脚、世衣の声帯と両耳の能力が発動をしめす金色の光に包まれた。


    「近いわ……あと一分足らずで、来る」


    　世衣の言葉を裏付けるように、真之斗たちの耳にも甲かん高だかいエンジン音が聞こえ始めた。


    「いつものパターンでいいな？」


    　亜世砂の確認に、世衣と真之斗が頷うなずく。


    　やがて、青と白に塗り分けられた巨大なバイクと、それに見合わない体格と身長の少年と少女が真まっ直すぐやってくる。


    「いくらなんでも寒くねえのかな？」


    　一二月頭の空気の中、亜世砂がぽつんと呟つぶやいた──実際にはEXMODの能力が発動している間は亜世砂たちも体温は上昇している。だが、暴走したEXMODはそれ以上だ。


    　切きり人とが革ツナギをつけているのは美学の問題だろう。果か歩ほ花かはあのタンクトップとホットパンツでも十分暖かいはずだ。


    　みるみるバイクは近づいてくるが、それがいきなり急停止した。


    　タイヤが煙を上げ、前輪が滑り始め、車体そのものが傾くのを切人は見事な体重移動とハンドルさばきでこれを制御し、真之斗たちの四〇メートルほど手前で巨大なバイクを停めた。


    



    



    　切人はフルフェイスヘルメットの、チンガードと一体化したバイザーを跳ね上げた。


    　真ま之の斗とたちと同年代の顔が露あらわになり、切きり人とはタンクバッグが膨ふくらむほど詰め込んだチョコレートを、口の中いっぱいに頬ほお張ばってクチャクチャと噛かみ、飲み込んだ。


    　果か歩ほ花かもバイクの後ろに固定したサドルバッグから太い、チョコスプレッドの「ヌテラ」の一キロチューブを取りだして一気に吸う……通常なら、一本で四人家族が数か月使う分量だ。


    「あんたら、俺たちと同類だな？」


    　口元についたチョコを革手袋をした手の甲で拭ぬぐい、暴走したEXMODエクスモツド特有の血走った目が真之斗たちに向けられる。


    「同じ光が見えるぜ」


    「そうです」


    　真之斗は一歩前に進み出て、声を張り上げた。


    　以前は荒っぽいことが起こりそうな場所そのものへ、近寄ろうともしなかった気弱な少年は、胸を張って言う。


    「身体からだの調子がおかしくないですか？　何かをずっと食べ続けてないといけないぐらい、異様にお腹が空すいたり、怒りっぽくなったり」


    　真之斗の言葉に切人は「ほう？」という顔になった。


    「……その能力に目覚めてから、ずっと眠れていないんじゃないですか？」


    「よくわかるな。お前たちは眠れるのか？」


    「ええ、一応」


    　と真之斗は頷うなずいた。


    「それは特別な力が暴走してるんです。今、ある程度治療しないと、その力で飢え死にします」


    「治療するとどうなる？」


    「ちゃんと満腹になります、それと眠れるようになります」


    「で、この能力は消えちまうんだろう？」


    「制御できるようになります、僕たちみたいに」


    　まだ、成功例は今のところないが、真之斗たちにはそう言うほかない。


    「そうか、お前らいい奴らなんだな」


    　切人は頬に歪ゆがめた笑いを浮かべた。


    「でもな、俺たちは親父とお袋をぶっ殺したいんだ！　それは今じゃないとできない、治療して元の俺たちに戻ったら、生涯あいつらの思うままのお人形だ！」


    　血を吐くような声だった。


    「お前にわかるか？　勝手に家を継がないんだと決めつけられて、学校も何もかも適当で、兄貴にばかり兄貴にばかり！　兄貴にばっかり期待をかけやがって！　何もかもあの家は兄貴のためだ！　俺なんかどうせいなくなる、そういうふうに決めつけてるんだ！」


    　切人の目から涙が溢あふれる。


    　感情の制御ができなくなっているだけでなく、同じ言葉を繰り返すのは言語中枢と運動中枢にまで抑えが利かなくなり始めた兆候だった。


    「俺が事故ったとき、親父とお袋が見舞いに来たあと、廊下でなんて言ってたと思う？　兄貴じゃなくてよかった、だ！」


    「あたしのところもそうよ！」


    　四本目のチョコスプレッドのチューブを棄すてながら果か歩ほ花かが叫ぶ。


    「家の財産は全部お姉ちゃんたちとその婚約者のもの！　父さんも母さんも、私なんかどうでもいいのよ！　いじめ相談の三者面談に、家政婦を学校に行かせる親なのよ！」


    　失望とやりきれなさと怒りが、切きり人とと果歩花を突き動かしていた。


    　真ま之の斗とはその激しさに一瞬愕がく然ぜんとする。


    　幼い頃に母を失い、男手ひとつで自分を育てた父に感謝している真之斗にとって、両親をそこまで憎むという状況は理解できても、どう説得すればいいのか、分からない。


    「殺しても、何もならないわよ」


    　言葉を失った真之斗の横から世せ衣いが前に出た。


    「親は、棄すてるものだから」


    　キッパリと言いきった──理性を失いつつある切人たちが一瞬たじろぐほどに。


    「人のクズみたいな親でも、殺せば犯罪になる。あなたたちも不幸になる」


    「あんたたちの知ったことか！」


    　果歩花が言うなりその両腕がかき消えた。


    　一〇本の矢が次の瞬間、真之斗たちの周囲に突き立つ。


    「随ずい分ぶんと手が早いんだな」


    　いつの間にか真之斗の前に出て、右脚を高々と蹴けり上げた格好のまま、亜あ世ず砂さが果歩花を睨にらみつけた。


    「足癖の悪い女だねえ」


    　ぞろりと歯を剥むき出して果歩花が笑う。


    「すげえ、その速さで動けるのかよ、あんた」


    　切人が口笛を吹く。


    　真之斗たちの頭と胸を目がけて一瞬で放たれた一〇本の矢を、それ以上の速度で亜世砂が蹴り落としたと、果歩花は射手として、切人は動体視力のEXMODエクスモツド能力で理解していた。


    「オレたちを舐なめるなよ」


    　ゆっくりと片足を地面に下ろしながら亜世砂は真まっ直すぐふたりを睨む。


    「真之斗、やっぱりこいつらとは話し合いは無理だ」


    「……うん」


    　真之斗は最初の二件の暴走EXMOD捕獲まで実力行使に切り替えるのを渋っていたが、そのたびに酷ひどい目に遭いかけたし、今回は武器で襲われたという事実で諦あきらめがついていた。


    　次の瞬間、亜あ世ず砂さが消え、背後にいた真ま之の斗とは思いっきりアスファルトの地面を殴り砕いた。


    　衝撃波と破片が切きり人とと果か歩ほ花かを襲う。


    　このやり方はこの一か月で真之斗が自分で編み出した。


    　拳の角度で、破片と衝撃波を前後左右、あるいは自分の周囲三六〇度に飛ばせる。


    　だが切人はその抜群の動体視力と神経伝達速度で、果歩花とともにバイクの陰に隠れ、破片を防ぎながら、アクセルを開けた。


    　バイクが走り出し、ブーツの底が煙を上げる中、切人は破片の雨から抜け出つつ、果歩花とともにシートに戻り、走り出す。


    　そこへ世せ衣いが「声」を撃ち込んだ。


    　この一か月の訓練で、無機物、有機物を分けて攻撃できるようになった世衣の「声」は一瞬でバイクを振動させ、全ての部品の結合部分、特に負荷のかかる部分のネジや、薄い金属でできたチューブ類と、その接合金具を破壊した。


    　さらに言えば、ＢＭＷ／Ｓ１０００ＲＲは電子機器の塊である。


    　それらが一瞬でスパークし、機能を失った。


    　しかも切人は知識のなさからライディングモードを「レース」に合わせたままにしてあった。


    　当然、プロでさえ制御の難しい、二〇〇馬力にも及ぶ出力を誇るハイトルクのエンジンは、その番人コントロールシステムを失って暴走する。


    　恐ろしい勢いで青と白のバイクが壁に向けて疾走するが、切人の動体視力と身体能力はそれでもこの総重量二〇〇キロ以上の暴走マシンを制御した。


    　衝突して砕け散る寸前、バイクが再び壁を上り、真之斗たちの後ろに着地……した瞬間、それまで与えられていた振動で強度が著しく下がっていたフレームが砕け散った。


    　左右で形の違う非対称のヘッドライトを納めたカウルが砂のように飛び散り、エンジンブロックがアスファルトを跳ねてバラバラになりながら世衣のほうへ転がっていく。


    　咄とつ嗟さに真之斗が世衣の前に出て両手をアスファルトの地面に打ち込み、アスファルトをめくりあげて盾たてにした。


    　その盾にエンジンブロックがぶち当たると同時に、次々とアーチェリーの矢が突き立ち、先端の鏃やじりの部分までが貫通する。


    「この野郎！　死んじゃえ、しんじゃええっ！」


    　恐慌状態になった果歩花は、アーチェリーの矢をマシンガンのように乱射してきていた。


    　真之斗の頬ほおを矢が掠かすめた。


    「セイ姉ねえ！」


    　叫んで振り向く。


    「大丈夫、それたわ！」


    　世せ衣いが答えると少年は頷うなずいて、めくり上げたアスファルトの半ばに片手を置き、前に倒しつつ根元からへし折ると、自分の身長とそれに倍する幅の歪ゆがんだ板状になったアスファルトを盾たてにして突き進む。


    　真ま之の斗とがそれを微妙に揺らすことで、それ以後のアーチェリーの矢は貫通力を失い、盾にしたアスファルトの表面に突き立つか、跳ね返るかになった。


    「危ねえだろうが、ばか！」


    　果か歩ほ花かの背後に瞬時に駆け寄った亜あ世ず砂さが、手にした麻酔薬入りの簡易注射器をその首のつけ根に突き立てる。


    「この野郎、果歩花に何しやがる！」


    　叫んだ切きり人とが、腰の後ろからナイフを引き抜いて亜世砂に襲いかかろうとするのを、後ろから真之斗が手首を掴つかんで持ち上げ、受け身が取れるように一瞬の間を置いてから叩たたきつけた。


    「ぎゅゃっ！」


    　肺の中の息が一気に吐き出されるカエルの断末魔のような声をひとつあげて、切人はナイフを放り出してぴくぴくと痙けい攣れんした。


    「これでおしまい」


    　とやってきた世衣が少年の革ツナギの前を開け、汗臭いＴシャツの胸に簡易注射器を押し当てボタンを押した。


    　圧あつ搾さく空気の抜ける音とともに、中の麻酔薬が注入され少年はぐったりと大人しくなる。


    「さあ、クラタさんを呼んでさっさと帰りましょう」


    　世衣がぱん、と手を叩いて明るく言った。


    「だな……案外早くカタがついてよかった……アイアン・バタフライ……能力終了、っと」


    　言いながら亜世砂は能力を使用し始めたときと同じく、両方の太ふと腿ももを指で押して能力発動のときに唱えた曲の歌手という「終了の呪じゆ文もん」を唱えると、胸のパウチからエネルギーバーを取りだして齧かじる。


    「……」


    　真之斗だけが、じっと果歩花を見下ろしていた。


    　彫像のように、動かない。


    「どうしたの、真之斗」


    　いつもなら「そうだね」と明るい顔を見せる少年に世衣が声をかけると、


    「いや、何でもない」


    　世衣に背中を向けたまま、真之斗は軽く首を横に振った。


    　いつの間にか、その拳が固く握られているのを見て、世衣は一瞬、不安を感じた。


    「大丈夫だから、私は」


    　そう言って世衣は真之斗を背後から抱きしめた。


    　案の定、真ま之の斗との身体からだは強こわ張ばっている──その理由に気がついて、世せ衣いは不謹慎だと理解しつつ、思わず笑みを浮かべてしまった。


    　真之斗は怒っているのだ。世衣が傷つけられそうになったから。


    　それが嬉しかった。


    　同時に、怖くもある。


    　自分たちが何な故ぜ、これまで出てきたEXMODエクスモツド能力者の中で暴走状態にならず、正気を保っていられるのか、クラタたちにも分からないという。


    　一瞬、切きり人とたちのように暴れる真之斗という、いやな妄想が世衣の脳裏に浮かんだ。


    （いいえ、そんなことは、ないわ）


    　軽く頭を振ってその考えを追い出す。


    「ほら真之斗、能力終了させて、クラタさんに連絡しましょう」


    「あ、うん」


    　ようやく少年の身体から強張りが取れ、拳が広げられて数秒中に握りしめたものを振り払うようにして、左右の腕を交差させ、親指で両肩を押しながら「JAY-Z」という「終了の呪じゆ文もん」を唱え、細い肩から腕にかけての金色の光が消える。


    　世衣も同じように自分の喉のどとこめかみに指を当てて「終了の呪文」であるユーズリミックスの名前を唱えた。


    　真之斗はそれからヘッドセットのマイクをＯＮにして、「確保完了しました、回収してください」とクラタに告げる。


    「さあ、倒れないように食べておきましょ」


    　そう言って世衣は真之斗の肩に手を置いて自分のほうに向かせた。


    「ね？」


    　と微ほほ笑えみかけたその顔が強張る。


    「真之斗、血が出てる！」


    「え？」


    　今まで気づかなかったが、ＬＥＤに照らされた少年の頬ほおから、汗ではない赤いものがつうっと滴したたっている──世衣は顔色を変えた。


    「だだだだだ大丈夫？　痛くない？　毒か何かの兆候は？」


    「いや、え？」


    　世衣が防弾ベストの内側からハンカチを取り出して慌てて頬を押さえて、ようやく真之斗も自分が怪け我がをしたのだと気づいたらしい。


    「痛くない？　本当に痛くない？」


    「あ、いや大丈夫、きっとさっきの矢が頬を掠かすっただけだから」


    「とととにかくそこに座って、毒が塗ってあったりしたら動かないほうがいいわ、真之斗、呼吸をゆっくり、楽にして、私に合わせて、ほら、すーっ、はーっ」


    　戸惑う真ま之の斗とをそのままアスファルトの上に座らせ自分もその横に座って深呼吸を続ける世せ衣いを見て、亜あ世ず砂さは苦笑いを浮かべた。


    　どう考えても果か歩ほ花かが弓矢に毒を塗るとは思えないが、世衣にしてみれば真之斗の怪け我がなのだから大騒ぎするのも当然だった。


    　それが、少しだけ羨うらやましい──だから余計なひと言を投げかける。


    「んなの、絆ばん創そう膏こう貼っとけば治るって」


    「馬鹿言わないで！　万が一ってことがあるでしょう！」


    　案の状な世衣の返事に、亜世砂は苦笑いと微笑の間にある表情になった。


    



    



    　やがて、クラタたちのバンと、EXMODエクスモツド専用の頑丈なコンテナトレーラーがやって来た。


    　切きり人とと果歩花はそのまま手足を頑丈な革のバンドと鋼鉄のリングで拘こう束そくされ、チタンを削り出して作られたベッドに寝かせられてトレーラーに収納された。


    　これから彼らは関東某所にある収容施設に送られて、不安定になった精神が安定するように治療を受けることになる。


    「さて三人とも、ご苦労様」


    　と走り出したバンの中、クラタは唇くちびるの端をつり上げて皮肉な笑みを浮かべながら眼鏡を直しつつ、タブレットＰＣを取りだして操作すると「ちゃりん」という電子決済の音が鳴った。


    「今回分の仕事料は振り込んだ。明日の午後一〇時以後には確認ができるだろう、問題があれば連絡をしてくれ」


    　返事はない。


    　クラタが視線を上げると、真之斗は世衣に、亜世砂は真之斗にもたれかかるようにして寝息を立て、世衣はドアにもたれかかるようにして同じように眠っていた。


    　カロリーバーで消費カロリーを補っても肉体疲労は残る。当然、眠る必要があった。


    　クラタは軽く眉まゆを上げ、タブレットＰＣの報告書用資料を読み込もうとしたが、それよりも先に胸ポケットで彼女のスマホが震ふるえた。


    「君か。何があった」


    　胸ポケットから取り出しざまに見えた電話番号で、クラタは相手を特定していた。


    『相変わらず時節の挨あい拶さつなしか、変わらんね君は』


    　苦笑しながら電話の相手は早速話を切り出した。


    『今日、うちの上のほうにアメリカ大使館経由で「希望」が届いた。EXMOD関係の実体資料を一時預かりたい、とな』


    「──どういうことだ？　あれの資料は全部渡したはずだが」


    『実体資料、と言っただろう？　……表向きは留学ということで納めるそうだ』


    「で、そっちの上の判断は？──いや、この国が宗主国に逆らえるはずはないか」


    『ご名答。そもそもPARANO=ERパラノエル自体がアメリカじゃほとんど金持ちの年寄りに投与されただけだったからな……それでも五人ほど出現したらしいが、ひとりを除いて全員射殺されている』


    「あの国の医療制度では、PARANO=ERはアンプル一本が確か三万ドルか。確かに金持ちの子供じゃなければ投与はされないだろう。しかしほぼ全員射殺か、そこも含めてあの国らしい」


    　クラタの溜ため息いきに、電話の相手は苦笑しながら続けた。


    『だからこそ、君が抱かかえている三人をよこせというわけだ。何しろPARANO=ERの構造データは開発チームの主任が改かい竄ざんした上、彼自身、台風による水害で行方不明ときた……再生産ができない以上、状況の再現もできん。日本の廃棄保管分も倉庫の火事で焼失、だろう？』


    「ああ、そうだ──で、アメリカのどのあたりだ？　ＤＣワシントンはこういう、何が出るか分からんびっくり箱みたいなものに関わりたいとは思うまい」


    『アメリカでびっくり箱が大好きな組織はふたつしかなかろう？』


    「アメリカ国防高等研究計画局ＤＡＲＰＡとアメリカ国家安全保障局ＮＳＡか」


    『最近、そこが非常時にのみ創設する時限立法の組織ができた、「黒騎士アイヴアンホー」というそうだ』


    「そういえばロビンフッドは泥棒だったな、用心することにしよう」


    『そうしたまえ。騎士道精神だの武士道だのを声高に口にする馬鹿は実行力があるだけに始末に負えない』


    「わかった、こちらから向こうには改めてこれまでの全データの提出を続けよう。内閣情報会議のほうにも『議題』として出してもらうようにする」


    『気をつけろ、何しろアメリカだ。「ないものはない」は通じないかもしれん。ではまた』


    　そして相手は官僚らしく、ひと呼吸待ってから電話を切った。


    「やれやれ……あの国相手に『悪魔の証明』か」


    　溜息をついてクラタは眼鏡を外し、いささか鋭い印象の鼻のつけ根を親指と人差し指で挟むようにして揉もんだ。


    　そんな彼女の会話を知らず、目の前の「実体資料」三人は仲良く眠っている。


    



    



    　夜の成田国際空港の到着ロビーには行き交う人もまばらな時間帯になっていた。


    　海外からの到着ゲートが見える位置に置かれたソファに、ひとりの中東系の顔立ちと白い肌の少女が腰掛けている。


    　右手だけでスマホを操って音を消したゲームを続けていた。


    　羽は織おったジャンパーの左ひだり袖そでは肩口から先がだらりと垂れていて、ジーンズの右みぎ裾すそも途中から中身がなく、ぺたりと平たくなっている。


    　そばに置かれたボストンバッグの口が開いていて、アメリカ合衆国のパスポートが見えた。


    　パスポートに重ねて、軍服を着けた少女の顔写真が貼られた胸につけるタイプのＩＤカードがあり、そこには「マリー・Ｒ」と書かれている。


    　少女──マリーが続けているのは、単純なアクションゲーム。


    　一度もミスることなく、二四のステージをクリアした頃、入国ゲートから背の高い、金髪をベリーショートにした女性が、軍用コートを翻ひるがえしてやってくる。


    「ロマナ！　少佐！」


    　その足音が聞こえた瞬間、彼女はぱっと顔を輝かせ頭を上げた。


    「ごめんね、遅くなったわ……あなたの手脚の通関書類の確認に手間取ったの」


    　英語でそう言って、二〇代半ばに見える女性は、手に提げていたふたつの旅行鞄かばんのうち、ひとつを開いた。


    　中身は黒いクッションが敷き詰められ、そこに一本の腕と脚が納まっている。


    　通りがかった客が中を偶然見て思わずぎょっとして立ち止まり、構わず女性はサムソナイト製の旅行鞄の中から少女の左腕と右脚を取り出した。


    　どう見ても生身のそれにしか見えないが、断面には金属の輝きがある──産毛まで生えているこの腕と脚は、精密にできた義手と義足なのだ。


    「繋つなぐわよ」


    「ええ」


    　少女はニッコリ笑ってジャンパーを脱いで、Ｔシャツから伸びる途中までの腕を見せた。


    　義手義足と同じ断面が空港の照明に煌きらめく。


    　金髪の白人女性が左腕を断面に合わせると、磁石のようにそれは互いに引き合うようにして密着し、一瞬少女は痛みに眉まゆをひそめるがすぐに元の表情に戻った。


    　そうなると腕と義手の接合部分は消えてしまい、腕の周囲を金色の煙のような光が覆おおうと、僅わずかに白い肌だった義手にほんのりと赤みが差してきた。


    　少女は義手には思えない滑らかな動きで左腕を曲げ伸ばしし、指を開いたり閉じたりする。


    　彼女のもつ特殊能力──EXMODエクスモツドによって、失われた手足を補う義手義足が本物と同じ、あるいはそれ以上の能力をもって「拡張」された証拠だった。


    　右脚は裾を通すため少し戸惑ったが、同じようにすぐに接合し、脚全体だけではなく足指までが動くようになった。


    　そして少女は立ち上がった。とても義手義足を装着しているとは思えない自然な動きだ。


    「ねえねえ、少佐」


    　少女はひょい、と恋人がするように金髪の女性の腕に自分の腕を絡めて微ほほ笑えんだ。


    「まだオフタイムだからロマナでいいわ」


    　女性はそう言ってややきつめの美び貌ぼうを笑顔で緩めた。


    　彼女の名前はロマナ・ギャリソン。現在はＮＳＡに所属する元・アメリカ海兵隊特殊部隊の少佐である。


    「考えたんだけど、最初に連れてくのはこの子がいいな」


    　少女はそう言いながら素早く片手でスマホを操作し、おっとりした雰囲気の少年の写真をかざして見せた。


    「そいつは厄やつ介かいね。彼はハルクみたいなものよ？」


    　くすりとロマナ、あるいは少佐と呼ばれた金髪の女性は笑った。


    「彼？　男なの、この子？　なあんだ……じゃあ、こっちがいい。前に見た日本人形ジヤパニーズドールそっくりだもの」


    　そう言って、少女はその次に登録されていた、長い髪の少女の写真を見せた。


    「賢い選択ね、マリー」


    「でしょ？」


    　少佐は微ほほ笑えみ、マリーと呼ばれた少女は満足げに胸を張る。


    「……で、やっぱり『狩り』になるの？」


    　マリーの言葉に少佐は頷うなずく。


    「なるわね。マスミ・クラタは良心的な役人だもの、結局我々の出番になると思うわ」


    　前を向いた少佐の顔は勇ゆう猛もうな獅し子しのそれだった。
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    　それは、ちえのおうじょさまがおうじさまに「すきです」とじぶんのきもちをつたえて、ひとつきぐらいたったころから、はじまります。


    　ぜんかいのことから、おうじさまとちえのおうじょさまはとてもなかよくなりました。


    　ゆうきのおうじょさまはそんなふたりをにこにこしながらみまもっていました。


    　そんなあるひ、うみのむこうから、れいこくなじょおうと、くろいおんなきしが、くろいぐんたいをつれてやってきました。


    



    　　　　　★


    



    　ここしばらく、真ま之の斗とたちの通う学校は戸惑いの中にある。


    　理由は、かつて足を怪け我がした陸上部のレコードブレイカー、小こ日向ひなた亜あ世ず砂さが復活し、小日向世せ衣いもあの歌声をとり戻したという事実だ。


    　亜あ世ず砂さは体育の授業で「うっかり」走った。


    　EXMODエクスモツドの能力を使わずとも、彼女は自己最高記録を更新した。


    　世せ衣いは普段の話し声が元に戻っていることで「ひょっとしたら」という予想は流れていたが、ある日、選択した音楽の授業で「唄いたい」と自ら志願してその歌声が復活したことを示した。


    　その栄光と、そこからの転落を誰もが見ているだけに華麗すぎる復活劇に、戸惑いを隠せず──特に亜世砂を切り捨てた陸上部の部員と顧問、世衣の入学を音楽大学の有名な教授たちに請われて舞い上がり、彼女を勝手に女王のように扱っていたが、事故の途端に掌てのひらを返した音楽担当の教師と学年主任は文字通り──合わせる顔がない状態になっていた。


    　もっとも、戸惑っているのは周囲だけで、本人たちは飄ひよう々ひようとしたものである。


    　高速道路でのEXMOD対象者捕獲の翌日も、そんなわけでまだ学校内はざわついていたが、いつものように真ま之の斗とと小こ日向ひなた姉妹は途中の階で別れた。


    「しっかしまあ、天才が能力を失った途端、世間が掌返したようになる、ってのを実際に見るとは思わなかったけどさ、もう一回逆転がある、なんて目の前で見ることになるとはなー」


    　と、真之斗のクラスメイトで、丸刈りでがっしりした長身といういかにも体育会系の外見ながらアイドルオタク、という香か川がわタカシが感慨深い顔で言った。


    「そういう意味じゃ、霧きり山やまのほうが凄すごいけどな、あのパワードスーツみたいなのがなきゃ、全然動かなかった腕が指先までちゃんと動くようになったんだから」


    　同じくクラスメイトの那な野の謙けん太たが笑って真之斗の肩を叩たたいた。


    　こちらは眼鏡をかけていて、理系とオタ系の間にいるような容よう貌ぼうである。


    「しかしまあ、昔のお前見たことがなかったら、ちょっと信じられない話だよなあ」


    「まあね、僕も驚いてるよ」


    　友人たちにもEXMODのことは伏せていなければならないから、真之斗は曖あい昧まいな微ほほ笑えみで謙太の言葉を受け流した。


    「でも、凄くありがたい。ネクタイ結ぶのって装具つけたままだと凄くストレスだったから」


    「まあ、単純な結び目じゃなくて、ネクタイ同士をくぐらせる、って動きが入るもんなあ」


    「着脱のたんびにドタバタするしさ……外見はともかく、装具あれ自体はやっぱり重いし、冷たいし……冬になる前に外れ……いや外せるようになってよかったよ」


    「確かになあ」


    「そういえばタカシ、宮崎のまににゃんのコンサートはどうだった？」


    　真之斗がさりげなく話題を変えると、タカシは目を輝かせて食いついてきた。


    「おお、聞いてくれるか！　宮崎県、いいところだったぞ！」


    　タカシの旅行体験を聞きながら、真之斗はちらりと窓の外を見た。


    　見慣れたクラタの部下、玉たま谷や純じゆんと麻あさ野のあすかの姿が、校舎近くの駐車場に見えた。


    　最初はわからなかったが、今となっては、この学校の周辺にクラタたちの部下が何人も貼りついて自分たちを警護しているのがわかるようになった。


    「黄昏たそがれ」は大所帯だが人員は常に不足している。だからこれまでの暴走EXMODエクスモツド捕獲に際して、真ま之の斗とたちはそのうち、恐らく半数とは無線のやりとりなどで口を利いてもいる。


    　どの人たちも、真之斗たちに対して親切で丁てい寧ねいな対応をしてくれた。


    　クラタの命令もあるのだろうが、彼らが本来善良な人間だからだ、と真之斗は感じていた。


    　だから監視されているというより守られている、という風に真之斗は素直に考えている。


    （でも……いつもより、人が多いような？）


    　いつもは一台だけの車が、今日は少し離れた別の路地、ビルの陰などに、少なくとも三台はあるように思えた。


    



    



    「黄昏」機関の本部の一室で、クラタは鮫さめが笑うような冷たい笑みを浮かべながら、彼女を訪ねてきた政府の「上」と呼ばれる類たぐいの人々を前にソファの上で、優雅に脚を組み直した。


    「なるほど、小こ日向ひなた世せ衣い、亜あ世ず砂さ、そして霧きり山やま真之斗をアメリカに留学させろと？」


    「そうだ、米べい国こくへ、だ」


    　アメリカを「米国」と呼ぶのは彼ら内閣官房関係者の慣例で、国内に三人いる内閣官房の副長官補のひとりは、「アメリカ」という単語を使うクラタへ、苦い顔をしながら頷うなずいた。


    　内閣官房とは、内閣総理大臣を直接に補佐・支援する組織である。


    　日本の内閣の長、総理大臣に対し、重要政策の企画立案・総合調整、情報の収集調査などを行い、直接意見を述べる立場にある。


    　クラタのいる部屋にはそこのナンバー３である内閣官房副長官の秘書官と、その下で内閣官房副長官を直接サポートする副長官補が二名来て差し向かいに腰を下ろしている。


    　官僚としては日本の国政においてほぼトップにある存在と言ってよい。


    　だが、クラタはそのトップを前に欠片かけらも緊張していなかった。


    「今すぐ、ではない。まず最初に小日向姉妹を高校を卒業すると同時にカルフォルニアのバークレー大学に進学させる。学科は好きなものを選ばせるそうだ……英語教育も含め、言葉の問題、コミュニケーションの問題、全てあちらが責任を持って引き受ける」


    「悪い話ではないと思うのだがね」


    　内閣官房副長官の秘書が宥なだめるように目を細めたが、クラタは動じず、鮫が笑うような、冷たい目の笑顔でこう返した。


    「馬鹿言っちゃいけませんよ」


    　そして、眼鏡の奥ですっと切れ長の目を冷酷に細めた。


    「帰ってこないものを留学とはいわんでしょう。高級官僚なのに馬鹿ですか、あんた方」


    　歯を剥むき出しにした笑顔なだけに、言うことはかなり強烈だった。


    　さすがに官僚たちの血相が変わるのを、副長官秘書が腕を伸ばして制した。


    　クラタは「失礼」と言葉遣いの非を詫びたものの、真まっ直すぐに彼らを見て続ける。


    「彼らは国の宝ではありますが、政府の備品ではありません。しかも未成年です。まさか我が政府は国益のためなら、子供たちを平然と差し出せとおっしゃるんですか？」


    「貴様！」


    　副長官補のひとりが再度激高しそうになるが、その腕を秘書がさらに掴つかんで制した。


    「だがね、君」


    　内閣官房副長官の秘書はその鮫さめの笑顔と、同時に繰り出された暴言に怯ひるまない。


    「帰ってこないと何な故ぜ言えるかね？」


    「ほぼ帰ってこないでしょう。あの国で唯一生きて捕獲されたEXMODエクスモツドがどういう状態か、あなたたちも資料でご存じのはずです」


    「あれはやむを得ない処置と言える。暴走EXMODだったんだ。他の暴走EXMODたちのように、射殺されなかったが重傷を負った、そういうことだろう？」


    「あの国が、小こ日向ひなた姉妹と霧きり山やま真ま之の斗との三人に、同じ処置を行うはずがない、という確信はどこにありますか？　また彼らの消息が掴めなくなって、帰国しなかったら？」


    　クラタの言葉は辛しん辣らつだった。


    「この国の外務省も政府も、自分の国から出て行った者が旅行者であれボランティアであれ、外国で誘ゆう拐かいにあった場合、追いかけて取りもどす気概も仕組みも存在しませんよ？　──ましてアメリカを相手に」


    「……わかっているだろう？　これは高度な外交上の問題でもあるんだ、感情論に流されるのはやめたまえ、君らしくもない」


    「では内閣官房の皆さんは国益というものをどうお考えですか？」


    　クラタの口元から辛かろうじて浮かべていた笑みさえも消え、無表情に椅い子すから立ち上がる。


    　スローイングナイフを思わせるような痩身で、かつ上背が一七〇センチを超える彼女の迫力に、思わず官僚たちが後あと退ずさった。


    「君はあの三人を手元に置けば我々が米国の先に立てる、などと妄もう言げんを吐くつもりかね？」


    「いいえ。我々が頷うなずいてしまえば国内でEXMODの存在を隠し通すことは不可能になる、ということです──暴走EXMODが隠しようもなく暴れ回り、幻の新薬PARANO=ERパラノエルが、実は超人を生み出し、しかもその超人のほとんどが精神バランスを欠いた怪物になり得る、という状況が世間に漏れた場合、厚生労働省、認可した大臣、それを看過した官僚、政府閣僚、ひいては与野党のバランスシートが崩れ、国が乱れますが、それでも三人を引き渡しますか？」


    「PARANO=ER投与者を全員監視下に置けばよい」


    「それが無理だということはこれまで何度もご説明したはずです、秘書官」


    　クラタはあくまでも冷徹に続ける。


    「PARANO=ERパラノエルの投与者は基本、緊急搬送されてきた患者です。まして一八歳未満の数は一〇〇〇人以上。現在調査中ですが、前回の山やま崎ざき四し郎ろうのような『例外』の可能性があるとしたらさらに増えるでしょう──これだけの人間を監視し、あるいはどこかに拘禁するとして、その予算と、人員をどこから捻ひねり出すんですか？　法律的な名目は？」


    「それに関しては伝染病とか、色々と後づけはできる」


    「なるほど、ではそうしたとしましょう」


    　クラタは怯ひるまない。


    「それに現状、週一回の割合で暴走したEXMODエクスモツド能力者は出ていますが、これが週に三回になったら？　いえ、一度に一〇人、二〇人になった場合、どう対処しますか？　これまで暴走EXMOD能力者を我々だけで捕らえるのに、二個中隊の武器弾薬と半日が必要でした。これは予算に直すと、破壊された家屋や器物などの保証、及び部下たちの社会補償費用も含め、一二時間で二億九○〇〇万以上になります──が、これまであの三人に依頼した場合の予算は一回の出動につき、人件費を入れて平均七〇〇万、これから彼ら抜きの状態で、三人以上の暴走EXMOD能力者が出現した場合、想定される予算とその発生確率は」


    「わかった、もういい」


    　秘書は手を振った。


    「確かにあの三人なしでは、我々は将来Ｆ35戦闘機数機分の予算を失うだろう。それでも、だ」


    　秘書はクラタの目を真まっ直すぐに見た。


    「我が国の隣に赤く強大な国がある以上、米国との友好関係を崩すことはできない。そもそもだ、国内においてEXMODとPARANO=ERの解析は進んでいない。彼らに全て委託したほうが、迅速だという考えもある……そしてクラタ君、いくら『黄昏たそがれ』が超法規的活動を目的として作られた組織とはいえ、本来は厚生労働省管理下の生物兵器対策室にすぎない。これは国際政治と国防が絡んだ問題だ」


    「で、私に三人が連れて行かれるのを黙って見てろと？」


    「彼らが動くとしても霧きり山やま真ま之の斗とが高校を卒業する二年後だ、今すぐというわけではない」


    「嘘うそをつかれるなら、もう少し上う手まい嘘のをおっしゃるべきですね、秘書官」


    　クラタの目がますます冷たさを増した。


    「彼らは、今日明日にでも、あの三人を連れていくつもりでしょう？」


    「そんなことはないだろう」


    　秘書官がクラタを見つめ返す目線はぶれず、瞳どう孔こうも開かない。首から下も、人間が嘘をつくときに起こす自己防衛の仕草はなにもなかった。


    　この初老の男性も、海千山千の政治の世界をくぐってきたという証拠だ。


    「『アイヴァンホー』」


    　だが、クラタの口にした単語に、背後に控えていた副長官補ふたりの顔色が変わった。


    「やっぱりご存じのようですね」


    「どこからその名前を」


    「かまをかけてみたんですよ」


    　クラタはしれっと嘘うそをついた。


    「やっぱり彼らが来てるんですね」


    「そうだ、君の個人的感情で日米の関係を悪化させるな」


    　苛いら立だたしげに秘書官が言った。


    「これ以上抵抗すれば『黄昏たそがれ』の存続にも関わることになる」


    「──なるほど」


    　と一瞬、クラタは態度を軟化させた。


    「分かりました、では彼らに引き渡すために正式な手続きをお願いします」


    　そう言うと彼女は机の上のラップトップを軽快に操作し、そこに繋つながれている静脈認証システムに掌てのひらを置いた。


    　スキャニングの光がクラタの右掌の上下左右に走査する。


    　内閣府のマークのついた最重要機密書類の書式がモニタに現れた。


    　タイトルは「アメリカ政府と日本政府間におけるEXMODエクスモツド共同研究における人材引き渡しについて」。


    　中身が空っぽのハッタリ書類でないことは、ひと目見ればわかった。


    　彼らがここへ入室した時間までがタイムスタンプに打刻されていて、執務室内のカメラは彼らの顔を記録している──「黄昏」の書類作成は、細菌兵器による関係者の突然死などの非常事態に備え、それで許可される仕組みになっていた。


    　クラタが掌をスキャニングし、この書類が表示された時点で、彼らの「裏工作」は一方的に終わり、「公式名交渉ごとの下準備」に変化した。


    　今の時点をもって、彼らは根回しではなく「直接交渉」をしに来たことになる。


    　誰もこの書類にサインをせずに外に出たとしても、クラタがこれを「皆さんサインし忘れた状態ですが」と上梓すれば、そうではない、という証明をするために根回しという名の圧力があったことを口にせねばならない。


    「貴様……こんな書類をいつの間に用意していた！」


    　官僚のひとりが怒鳴った。これは霞ヶ関の人間の「仁義」を裏切ったことでもある。


    「最初から、我々との話し合いには応じるつもりはなかった、ということかね」


    　さすがに秘書官の目が冷たくなった。


    「いえ、裏工作など皆さんがするはずはないと思いましたので、お時間を煩わずらわせるのもいけないと考え、あらかじめ書類を用意しておりました」


    　しれっとクラタは言い放つ。


    「これから先は我々『黄昏たそがれ』とアメリカ政府の使者との直接交渉になります、秘書官、ご署名をお願いします」


    「……」


    　官僚たちは怒りと憎悪の眼まな差ざしをクラタに向けたが、秘書官だけは半分感心したような溜ため息いきをついて、クラタが机の上で向きを変えさせた指紋認証システムに手を置いた。


    「ありがとうございます──さて、国家間交渉ですから。我々もちゃんと処理をし、小こ日向ひなた姉妹と霧きり山やま真ま之の斗とがいなくなった後の準備をしてから引き渡す必要があります──アメリカに彼女たちが渡ってしまった場合、我々だけで対処せねばなりませんから」


    　クラタは直立不動になって頭を下げた。


    「……」


    　秘書官は溜息をつき、「では、君らに任せよう」とソファから立ち上がった。


    「引き上げよう。君の書類作成の邪魔をするわけにはいかないからね」


    　官僚たちは部屋を去る。


    　そして、最後に秘書官は立ち止まり、振り向いて言った。


    「君たちの組織は、犠牲を払う覚悟がある、ということでいいんだね？」


    「『黄昏』は常にそれを求められる機関ですので」


    　クラタは静かに頷うなずいた。


    「総理には私から直接文書を上げることにする……採決には一か月から二か月かかるだろう」


    「だと思います」


    「その間の『交渉』は君に一任する。我々はもう関係ない」


    　投げ捨てるように秘書官は言い、クラタは深々と頭を下げた。


    　ドアが閉まる。


    　彼らの足跡が去っていくのをしっかり確認してから、クラタは頭を上げた。


    「さて──忙しくなってきた。やはり彼を呼び戻さなきゃならんなぁ」


    　呟つぶやいたクラタの顔に、珍しく逡しゆん巡じゆんの色がある。


    



    



    「あの女、どういうつもりなんですか？」


    「黄昏」機関のビルの廊下を歩きながら内閣官房の副長官補の片方が秘書官に、憤ふん懣まんやるかたない口調で訊きいた。


    「事を大きくしないために我々が来たというのに、国益をなんだと思っているのか！」


    「仕方がない」


    　前を見て真まっ直すぐ歩きながら秘書官は言う。


    「彼女とその前任者には我々も、現総理、前総理も借りがある……いいじゃないか、彼女に任せよう。彼女は我々を使って書類を作成、提出。以後我々は手順に従って書類処理を進める」


    「しかし……あの態度は」


    　秘書官は、食い下がる官僚のひとりを少々冷ややかに一いち瞥べつし、それ以上の言葉を封殺した。


    「総理がサインするのにどうせ二か月はかかる。それまでに彼女の手駒のEXMODエクスモツドが奪われたら、それはそれでいいじゃないか」


    　秘書官は歩きながら小さな笑みを口元に刻んで断言した。


    「彼女は自分で背負うと発言したんだ、あとのことは彼女と米国との話。我々は仕事をし、彼女は自分だけで何とかすると書類を作った……いいね、我々は、ちゃんと仕事をしたんだ」


    



    



    　ホームルームが終わった世せ衣いが生徒会室に向かおうとすると、廊下で待っていた校長がばつが悪そうに呼び止め、生徒指導室へと案内した。


    　待ち受けていたのは、かつて世衣を熱心に勧誘していた音楽大学の教授ふたりである。


    　世衣が生徒指導室に入ってひと言挨あい拶さつすると、それまでソファに座っていた大人たちふたりは、鞭で打たれたように立ち上がった。


    「声が戻ったというのは本当なのだね」


    「本当だ、昔のままの小こ日向ひなた君の声だ！」


    　音大の教授はそう言って身を乗り出した。


    「私たちは、君の才能に惚ほれ込んでいた。そしてそれが失われたことを哀しみもした。それがもし、今再び元に戻ったというのであれば、これほど喜ばしいことはない！」


    　事故の後、世衣の所へ慌てて面会に来て、彼女がひと声喋しやべった瞬間、あからさまな失望の色を見せて以来、一度も顔を出そうとしなかった教授ふたりは、そう言って代わる代わる世衣に自分の大学へ、いや私の大学へと勧誘を始めた。


    　数か月前なら、世衣は少々困った顔をしながら「まだ決断には早いと思います」とごまかすのが常だったが、今回は違った。


    「申し訳ないのですが」


    　にっこりと、満面の笑みを浮かべて世衣は言った。


    「私、歌と音楽は生涯の趣味にしようと思います。ですから音大には進みません」


    　きっぱりと言いきった世衣の前に教授たちが呆ぼう然ぜんとするのへ、畳みかけるように続ける。


    「あの事故以来、自分と音楽の関係性についてずっと考えていましたが、やはりわたしにとって、音楽は楽しみであるべきだと結論したんです」


    「いや、しかし君、その音感と歌声は……」


    「それに、その儚はかなさも知りました。私は、みんなに褒ほめられて思い上がっていたのだとも気づきました」


    　そして深々と頭を下げた。


    「ですから、どうぞもう、私なんかに構ってお時間を浪費なさらないでください」


    



    



    　小こ日向ひなた亜あ世ず砂さはのこのこと、しかし当人たちなりの決意をしてやってきた顧問と陸上部部長を前に、世せ衣いと同じように頭を下げた。


    「走れた、っていってもあれは偶然です……まだリハビリも完全に終わってませんから、オレのことは、まあ、前回の事故で退部したままということで、どうかお願いします」


    　傲ごう岸がん不ふ遜そんに「何を今さら」というような態度を取れば、目下の者が目上の者に生意気な、と相手は高圧的に転じられただろうが、小日向亜世砂は珍しく言葉を尽くし、対応した。


    　さらに「リハビリ中」という言葉が重い──かつてのような根性論が批難される現在、「無理を強要した」ことで再び彼女が怪け我がでもすれば世間の非難がどこへ押し寄せるかは明白だ。


    　こうなると「誠意ある目下のことわり」に対して「逆ギレ」はできない。


    　それほど見事な「お詫び」の形だった。


    



    



    　そして姉妹は真ま之の斗とのいる二階へ続く階段で合流した。


    「姉貴のとこ、どうした？」


    「亜世砂のほうは？」


    「戻るわけ、ないだろ」


    「ええ、私もよ」


    「姉貴もなかなかやるねえ」


    「あなたもね」


    　少女ふたりはそう言いながら寂しい笑顔を交わした。


    　自分たちを持ち上げておいて見捨てた連中への、これはささやかな復ふく讐しゆうだった。


    　あの事故で才能を失い、彼らに掌てのひらを返されたときは悲しかったし、苦しかったし、落ち込みもしたが、それ以上に今回、「元に戻った」途端にすり寄ってくる大人たち、同級生たちの姿を見ていると、そのあまりの都合の良さに呆あきれ、怒るよりも先に笑ってしまいたくなる。


    　だが、実行前と違い、今のふたりはその結果を互いに楽しんではいなかった。


    　自分たちがここまで落ち込み、苦しみ、悲しんだ対象は「この程度の人たち」が固こ執しつするような小さくて、狭い世界だったと再認識したからだ。


    



    



    　クラタは政府関係者が帰った後、「黄昏たそがれ」機関の職員に対し、小日向姉妹と霧きり山やま真之斗の警護の人数を倍に増やすように命じた。


    「黄昏たそがれ」の固定電話のひとつが鳴って、とある符ふ丁ちようを聞いたクラタの部下が大慌てで彼女に電話を繋つないだ。


    『もう動いてるぞ』


    　この前とは違う別の電話の主はそう言ってクラタに前置きなしに警告した。


    　盗聴防止のスクランブラーがかかっていることを示す薄いハム音の中、相手は続けた。


    『彼らは鈍重に見えて、動けば世界のどの組織よりも素早い。こちらの予想を遥はるかに上回る』


    「何が来た？」


    　クラタも無駄口は言わない。


    『三日前、横よこ田たに装備を積んだ輸送機が嘉か手で納な経由で来た。昨日、本隊と前線指揮官が成なり田たから入国した。一緒にいるのはかの国が保有してる唯一の「軍用EXMODエクスモツド」だ』


    「わかった、警告感謝する」


    『これでこの前のことは貸し借りなしだ』


    「ああ」


    　クラタは電話を切った。


    



    



    　日直の仕事を終え、教室から帰ろうとする真ま之の斗とを、陸上部の顧問と学年主任が呼び止めた。


    「……というわけで、ふたりを説得してはくれないか」


    　強こわ面もてで知られる陸上部の顧問が頭を下げ、


    「あのふたりの才能は復活し、前よりも高いレベルになった。このまま埋もれるのは惜しすぎる。亜あ世ず砂さ君の記録は非公式ながら県大会の記録を塗り替えるものだし、世せ衣い君の歌声は以前よりも素晴らしくなっている」


    　そう言って学年主任は腰に手を当て、どこから見ても、頼み事をしているようには見えない態度で彼に懇こん々こんと姉同様の少女ふたりを説得してくれるように要請した。


    （……本当にこの人たちはセイ姉ねえやアズ姉の考えとか心とか、どうでもいいんだな）


    　命がけの戦いをくぐり抜け、EXMOD能力者として暴走した同類を何度も安全に確保し、クラタたちのような「おっかない大人」と直に駆け引きした真之斗には、それまでおっかないと思っていた教師たちが、ひどく小さく見えた。


    　彼らの権力は全て、この学校の中だけのことで、外には及ばない。


    　自分たちよりも遥かに地位の高いものが彼らに命じてきた場合、それを叶かなえるために自分のような何の才能もない人間にまで頭を下げにくるのだ。


    「あ、あの……」


    　だからといって、真之斗はこの教師ふたりを冷たく突き放したり、冷笑的なことを言えるほど、酷薄な性格を持っていない。


    　だから、皮肉にも姉代わりの少女たち同じく、ぺこりと頭を下げた。


    「す、すみません、僕、アズ姉ねえにもセイ姉にもそういう頼み事ができる立場じゃ、ないんです、ごめんなさい！」


    　これは本当のことだった。


    　世せ衣いや亜あ世ず砂さに、真ま之の斗とは何かを頼んだことはない。


    　いつも彼女たちが自発的にしてくれた。


    「黄昏たそがれ」依頼の暴走EXMODエクスモツド確保の仕事にしても、自分がやると言い出したことを、結果として彼女たちが自発的に手伝ってくれただけで、説得したわけではない。


    　霧きり山やま真之斗という少年の潔癖さは、「だから自分がやれば（頼めば）彼女たちは何とかしてくれる」とは露つゆほどにも思わない、というところにある。


    　だから、素直に頭を下げられる──自分が命じる立場にない、という言葉は本音だからだ。


    　そして、素直に出てきた真っ正直な本音というものは、腹の据すわっていない、企たくらみのある人間にとっては自分の後ろめたさを感じさせ、怯ひるませる。


    「お、あ、そ、そうか……」


    「ま、まああれだな、お前は弟のようなもので、血が繋つながっているわけでもないからな」


    　と彼らは口先では言い、腹の中では「そういえばこの少年は平々凡々なのが取り柄の人間で、交渉できる立場になかった」ことを再認識して放免した。


    「どうした真之斗？」


    　階段を下りようとすると、亜世砂と世衣が揃そろって階段に出てきたところだった。


    「いや、なんでもないよ」


    　そう言って真之斗は微ほほ笑えんだ。


    



    



    「構わん、非番の連中も呼び戻せ、当分の間休みなしだ！」


    　機関銃のようにキーボードを叩たたきながら、ヘッドセットにクラタは怒鳴った。


    　人員のスケジュール管理を一旦リセットするのだから、当然騒動になる。


    「公安庁から押収品の武器の貸し出しの繰り上げ許可、出ました」


    「よし、五人で、いや、十人で行かせろ、その場で点検、装備して警護に向かえ。一応試射とかはしてあるから問題はないと思うが、弾薬だけはこっちのものを持っていけ」


    「車両の燃料許可、申請出しました」


    「よし、それと危険手当、各種危険保険の増額書類のほうはどうなった？」


    「今処理が……終わりました！　本日からの適用になります！」


    「よし、人員配置は？」


    「今調整中、配置と人選はお任せしてよいですか？」


    「わかった、人員表をこっちによこせ、テキストで構わん！」


    　そして、クラタは溜ため息いきをつき、とある電話番号を呼び出した。


    「……すまんな、事態が急変した。戻ってきてくれ。まだ四十九日も過ぎていないのはわかる。だがこれは現在進行形の問題だ。君の手が必要だ、頼む」


    



    



    「あ、そうだ」


    　校門から出て、しばらく歩くと、不意に亜あ世ず砂さは歩みを止めた。


    「そういえばちょっと美み月づきと買い物する約束してたわ」


    　あははは、と亜世砂は頭をかいた。


    「姉貴、真ま之の斗と、悪い、先帰っててくれよ」


    　亜世砂はいつものバス停とは逆の方向へ歩き始め、スマホを制服の上着のポケットから取りだして耳に当てる。


    「……」


    　呼び止める暇もなく、さっさと言ってしまった亜世砂の背中を見つめ、世せ衣いと真之斗はやがて顔を見合わせた。


    「気を遣って……くれたのかな？」


    　真之斗が首を傾かしげる。


    「た、多分……そうね」


    　一瞬、ふたりの指先が絡み合いそうになったが、まだ人目があることに気がついてどちらともなく指先を剥はがすようにして離れた。


    「き、気を遣うことなんか、ないのに」


    「う、うん、そ、そうだよね」


    　言いながら真之斗は頬ほおが紅潮してくるのを感じ、それは世衣も同じだった。


    「い、行こうか、セイ姉ねえ」


    「そ、そうね……あの、きょ、今日はお買い物、付き合ってくれる？　その、そろそろ春物とか、欲しいから……ほら、最近ショッピングモール、できたでしょ？」


    「そ、そうだね、うん、そうだね、僕も前から行ってみたかったんだ、うん」


    　バス停に着くと、ちょうど目的のバスが停車し、ふたりはそのまま乗り込んだ。


    



    



    　寒風吹きすさぶ中、昨夜成田空港に降り立った長身の、「少佐」と呼ばれた女性……ロマナ・ギャリソンはコートの下を都市迷彩の戦闘服に着替え、青いベレー帽を被かぶって屋上の上で伏せたまま微動だにせず、双眼鏡を覗のぞき込んでいた。


    「標的ＡとＣはバスに乗った。会話から推測される行動は予想通り、この地域の中心部に移動、デパートかショッピングモールでの買い物と思われる。これより各員持ち場を離れず、行動の確認が取れ次第、予定通り標的Ａの捕獲作戦を開始する、各員待機」


    　ヘッドセットのマイクにそう囁ささやくように言うと、喉のどの筋肉の動きを増幅して音声を拾うマイクは、十分な音量として部下たちに伝えられる。


    『少佐、ギャリソン少佐』


    　無線に耳みみ障ざわりな声が聞こえてきて、ロマナは唇くちびるを僅わずかに歪ゆがめた。


    「なにかね、ドクター・ブローウィン？」


    『標的ＣはＡを安定させるための重要な要素フアクターだ、殺すな、傷つけることも避けてくれ』


    　何も知らない人間なら、甘くて深みのある声に聞こえるが、ロマナはこの声の主の賢さかしらさを知っているためどうしても雑音に聞こえて仕方がない。


    　声の主はＤＡＲＰＡダーパの分子生物学者であり、生理学者、ジョン・ブローウィン。


    　声に見合った身長一八〇センチ、ジム通いを欠かさぬ体重八〇キロの引き締まった身体からだつきと、甘いマスクの持ち主で、いつも皺しわひとつないスーツと白衣を身に纏まとっている。


    「博士、君は標的を回収した後の心配だけをしていてくれたまえ、ここは前線で、作戦遂行中は私が指揮官であり、君は部下だ……理解していただけているかな？」


    『しかし……』


    「私は、アフガニスタンを、まだ、忘れてはいない」


    　心底冷えた声に、無線の向こうにいる典型的なアメリカ的ハンサム顔が歪むのがわかる。


    『あ、あれは……』


    「終わったことだ、だが、私は私の部下の名前も、顔も忘れない、君が忘れようとも……では暫しばらく黙りたまえ、ここからは私が求めるまで無線に出るな」


    　冷たくロマナは言い、会話を打ち切った。


    　だが、ロマナにとってこの人物はＤＡＲＰＡ内におけるEXMODエクスモツド研究の第一人者でなければ、とっくに放り出したい卑劣漢だった。


    　ＤＡＲＰＡの科学者は最前線の兵士たちが使用する最新の装備類の開発のために戦場に派遣されることがある。


    　彼の作り出した強化外骨格エクソスケルトンスーツとそれに対応するための筋肉増強と動体視力強化の薬物によってロマナの部下数名が代謝異常を起こし、作戦行動中に吐血、その結果二名が敵のゲリラに射殺されたとき、彼は「自分に問題はない、彼らが出撃した後に勝手に禁じていたエナジードリンクの類たぐいでも飲んだのだろう」と言い逃のがれた。


    　ロマナは彼らのために弁護し、ブローウィン博士の断罪を求めたが、結果として上層部が彼は得がたい人材であるという判断をしたため、結局「部下ふたりの行動に問題があったが、ギャリソン少佐の弁護もあり、不問と処す」という玉虫色の判断がなされて決着となった。


    　だが、ロマナは自分の部下ふたりが不平不満を漏らしながらも、言われた通りにエナジードリンクなどの刺激物を遠ざけていたのをはっきり見ている。


    　あの博士号を持つまじない師は、適当な薬を調合し、部下を死なせたうえ、のうのうと「自分と自分の作ったものは悪くない」と言い逃のがれた。


    　できれば殺してしまいたい相手だし、ロマナの上官たちもそれを認めたが、「超人血清ハイパーソルジヤーワクチン」という単語はアメリカ政府首脳部を魅了し続けた。


    　やがて「EXMODエクスモツド」という存在が明るみに出た。


    　ただしそれは暴走EXMODによるＬＡ都心部の大だい殺さつ戮りくという不幸な形である。


    　現れた五人のEXMODはひとりを除いて全員射殺された。


    　EXMODを生み出したPARANO=ERパラノエルこそが開発が停滞している「超人血清」の鍵かぎである、とＤＡＲＰＡダーパの科学者たちが結論を出したのは言うまでもない。


    　現状ではPARANO=ERを再生産できず、他方面からの研究が行き詰まった現在、マリーのように装置等で理性を安定させていない「健全」なEXMOD能力者が必要なのは間違いない。


    　そのためにはあのＤＡＲＰＡから出向してきた連中が必要になる。


    　当人への好こう悪おは別として、ロマナは与えられた物資で作戦を遂行する軍人であった。


    



    



    　ふたりはバスをいつものバス停をひとつ過ぎてから降り、最近できたばかりのショッピングモールに向かうバスへと乗り換えた。


    　少し混んでいて、ふたりはバスの中央に寄せられていく。


    「離れないでね」


    　周囲から押されつつ、そう言って、世せ衣いは真ま之の斗との手を握った。


    「……」


    　真之斗は恥ずかしそうに俯うつむくが、手をふりほどきはしなかった。


    「うん」


    　吊り革を握る手が汗ばむ。


    　ほんのり、世衣の顔も紅潮していた。


    　黙ったまま、ふたりは今の幸せを噛かみしめつつバスに揺られる。


    



    



    「……で、ひとつ聞きてえんだがよ」


    　世衣たちからひと便遅れのバス。


    　こちらも満員である。


    　その中で、ふたりの少女が立っている。


    「なんで俺、お前と一緒にショッピングモールに行くわけよ？」


    　不服そうに亜あ世ず砂さの親友、華はな社やしろ美み月づきは口を尖とがらせてわざとらしく横目で隣の亜世砂を見た。


    「い、いいじゃないさ。ほ、ほら、美月だって理り宇う君と一緒にデートとかするわけでしょ？」


    　何な故ぜか亜世砂は慌てたようにそう言いつくろおうとした。


    「お気遣いどうもありがとさん、っていうか人の恋路の心配してるわけじゃないだろ？」


    「いやまあ、そ、そりゃあそうだけど……」


    「言えよ、何があったんだ？　部活のないときは必ずだったし、部活辞めてからは毎日、生徒会長と真ま之の斗と君とで三人で帰ってたお前がさ」


    「……オレにもちょっと、わからないんだよ」


    　複雑な気分で、亜世砂は答えた。


    　あのふたりのそばにいると、時折胸が苦しくなっていたたまれなくなる。


    　だが、離れているには寂しすぎる。


    　だから嘘うそをついてふたりから離れ、そしてその後をつけている。


    　自分でも理解しがたい心の動きだった。


    「ひとつ前のバス、生徒会長と真之斗君が乗ってたよな？　さっきちらっと見えたぞ」


    「……」


    　さすがに空手部の主将を務めているだけあって、美月の目は二重の意味で鋭い。


    「この前、俺がお前に、うちの部の後輩が真之斗君に告白コクろうかどうしようか迷ってる、っていったとき、お前『真之斗には付き合ってる奴がいる』って言ってたけど、つまり、そういうことなのか？」


    　オマケに推理力も鋭かった。


    「……ああ、そうなんだ」


    　素直に、亜世砂は頷うなずいた。親友に嘘をついても始まらない。


    「……つらいな」


    　亜世砂から視線を外して窓の外を見るフリをしながら、美月は短く言った。


    　それだけで、亜世砂は目頭が熱くなりそうだった。


    　この親友は、自分の心を察してくれている。


    　それが嬉しく、そして自分の中にある重いものが少しだけ、軽くなった気がした。


    「わかった、付き合うよ。どうせ理宇は今日、塾だから帰り遅いし」


    　田た神がみ理宇は彼女の恋人で、学年ではトップ３に必ず入る秀才だ。学科によっては世せ衣いですらトップを譲る。


    　このふたりがどうして恋人同士なのかは学内でも不思議がられることだが、亜世砂はぶっきらぼうで荒っぽく見える美月の中の優しさと繊せん細さいさを知っている。


    　だから、小学校の頃からの親友でいられるのだ。


    「ありがとう」


    「クレープとパフェで手を打ってやる。おっきいやつな」


    　冗談めかして、美み月づきは言ってくれた。


    「……うん」


    　こくん、と亜あ世ず砂さは頷うなずき、異変はその数秒後に起きた。


    



    



    　世せ衣いと真ま之の斗とを乗せたバスが、ショッピングモールへと続く大通りの角へと向かう。


    　バスから数百メートル後方を、クラタの部下たちを乗せたセダンがゆっくりと尾行していた。


    「亜世砂君もなんとも面倒な話だなぁ。世衣君と真之斗君に気を遣って、つかず離れずの距離を置く、か……そういえば、岡おか崎ざきさんが復帰するってホントか？」


    　助手席に座った背広姿のクラタの部下、右う門もんはそう言いつつ、どこか懐かしそうな表情で真之斗たちの乗っているバスを眺める。


    「何のんびりと青春時代を懐かしんでる右門」


    　ハンドルを握る木きの下したが窘たしなめた。


    「周囲を警戒しろ。いつもと違う道筋だ。それと、岡崎さんの復帰の話、本当か？」


    「大丈夫、ちゃんと集中してますって……あと、岡崎さんの件はマジらしい、昨日、有あり吉よしが電話してる室長を見て………」


    　る、と言いかけたまま、木下の頭が吹き飛び、飛び散る脳のう漿しようと血ち飛沫しぶきがフロントグラスと助手席の右門の上半身を赤黒く染め上げた。


    　死体の手が握るハンドルが大きく横に切られ、仲間の血と脳の破片に顔を真っ赤に染めたまま、咄とつ嗟さにハンドルに飛びつく助手席の右門の首を、次の銃弾が撃ち抜いた。


    



    



    　別のクラタの部下、玉たま谷やと麻あさ野ののふたりは真之斗たちの乗るバスの前方で車を走らせていた。


    　彼らは後方で発生した銃撃を「衝撃波」として感じた。


    　ハンドルを握る玉谷が思いっきり路肩から歩道に乗り上げて逃のがれようとするが、その動きを予測したレールガンの弾頭は彼の両腕を貫いた。


    　麻野は助手席から飛びだし、転がって立ち上がろうとしたところ、腹部の真ん中、内臓を貫通して背中を撃ち抜かれた。


    　麻野の身体からだが撃ち抜かれた部分からぽっきり折れるようにして地面に倒れる。


    



    



    　一般的に、ビルの間を駆け巡る風の問題があるため、街中での狙そ撃げきは二〇〇メートル、離れていても三〇〇メートルの距離で行われるのが常とされる。


    　自然に吹いている風に加え、人が動き、物が動き、そしてエアコンの排気口から噴き出される風が加わっている。


    　特に風が吹いてるように思えない状況でも、ビル風が吹くのはそのためだ──故ゆえに吹く方角が予測しづらく、横風になり、煽あおるような上昇気流になり、また下降気流にも変化する。


    　そしてライフル弾はクルクルと回転しながら真まっ直すぐ飛んでいくという一般的なイメージと違い、実際には味噌すり運動に近い回転をしながら、重力に従って緩やかな放物線を描く。


    　標的とライフルの間の距離が開けば開くほど、弾頭に与えられた発射エネルギーは喪失し、味噌すり運動は大きくなり、放物線は急角度になっていく。


    　そして狙撃手の呼吸で生じた一ミリの誤差が、一〇〇メートル離れれば十数メートル、場合によっては数百メートルの誤差に拡大されることがこれに加わって、ますます遠距離の標的に当てることは難しくなる──まして、それが移動しているとなれば。


    　故にクラタの部下たちとその警戒範囲は四〇〇メートルを限界点として考えられていた。


    　が、その狙撃手は一キロ以上離れた、建設途中の立体駐車場の中から引き金を引いていた。


    　使っているのは火薬を使用するライフル弾ではない。


    　首のない馬のような四足歩行の機械の上に設置された、カタツムリのような螺ら旋せんを描いて曲げられた金属のパイプと、ガスボンベのような装置。


    　リニアモーターの理論を応用して作られた電磁砲レールガン。


    　螺旋状に曲げられた金属パイプは銃身、ガスボンベは弾倉と冷却装置を兼ねる。


    　それがクラタの部下ふたりを正確無比に撃ち抜いた。


    　射手である「アイヴァンホー」のＮＳＡ隊員、キイス・ナーナミはその四足歩行の機械の横に座り、開いたタブレットのアプリに表示されたボタンをタップした。


    　そしてキイスはさらにふたつの標的をタブレットの画面で指示し、再びボタンをタップした。


    　夕暮れの屋上を白く照らし出すほどの閃せん光こうと衝撃波が、顔と頭から爪先までガチガチに装甲された射手の身体からだに向かって吹きつける。


    　さらに二発を撃ち、移動しようとしたキイスの背後に影が差した。


    「この野郎！」


    　遠距離狙撃の警戒を担当していた兵ひよう団だんカケルが、キイスの背後にあった給水塔の上からＭ４アサルトライフルを構えて撃った。


    　銃弾は防弾装備の唯一、完全な防護をされていない目を覆おおうゴーグル部分を貫き、キイスはヘルメットの中に脳のう漿しようをぶちまけて倒れたが、その指はタブレットのボタンを押していた。


    「アイヴァンホー」の誇るレールガン装備の四足歩行ドローンは自分の主を射殺した「黄昏たそがれ」機関の男へ連続してレールガンを発射し、その身体は首と胴体、そして両手両脚といった部分から吹き飛ばされ、部品となって落下する。


    



    



    　クラタの部下の麻あさ野のが白昼の路上、真っぷたつになって倒れたことで、悲鳴が巻き起こったショッピングモール周辺へと、路地に隠れていた別の四足歩行ドローンの上に積まれた煙幕弾スモーク発射装置デイスチヤージヤーからガス放出用弾頭が次々と射出された。


    　ただの煙幕ではない、麻酔ガスだ。


    　故ゆえにその四足歩行ドローンのそばで武器を構えた「アイヴァンホー」の隊員、アキュラ・ミラージュ・ウェッソンと、コニョ・ラーガンはガスマスクの点検をして銃を構えなおした。


    　これから彼らが相手にするのは「怪物」なのだ。


    「こちらＢ部隊チーム・ブラボー、行動を開始する」


    　報告して強力なゴムスタン弾を連続発射する特殊銃を構えて彼はヘルメットのゴーグルに備わった赤外線視認装置のスイッチを入れた。


    　これなら夜でも、この濃厚な煙幕の中でも行動するのに支障はない。


    　さらにいえば、このゴムスタン弾も、一発でヘビー級ボクサーの渾身のフックに匹敵する威力を持つ──民間人を撃つなら大問題だが、相手はEXMODエクスモツドだった。


    　目標確保へ向けて歩き出そうとした彼らを背後から銃弾が襲った。


    「！」


    　ガスマスク姿の、クラタの部下でスウェーデン人のハーフ、Ｓ・真ま名な川がわがのっぺりしたデザインのＡＡ[image: ]12フルオートショットガンを撃ちまくりながら近づく。


    　一二番ゲージの散弾銃が毎分三五〇発の速度で浴びせられた。


    　一度に八発飛び出す鉛のベアリング弾が雨あられと注ぎ、アキュラの首筋を撃ち抜き、振り向いて応戦しようとしたコニョのゴーグルを粉砕する。


    　だが主が死んでも四足歩行ドローンは銃弾を受けながら振り向きもせず後ろへ突進した。


    　飛びかかるドローンの、今は前脚となったふたつの脚のつけ根に一二番ゲージの散弾を撃ち込み、関節部分を吹き飛ばしたところでスティニングの銃が弾切れを起こした。


    　後ろ脚だけでドローンは突進し、数百キロを超える機械の塊の体当たりをくらって、スティニングは血ち反へ吐どを吐いて倒れ、さらにそこへドローンがのしかかる。


    　スティニングの頭とアスファルトの地面の間で、湿ったものが砕ける音がした。


    　動かなくなったドローンと三つの死体を、散布された麻酔ガスの煙が覆おおっていく。


    



    



    　クラタの部下たちを乗せた最後の監視車両が、レールガンの弾丸でフロントノーズを横合いからぶん殴られ大きく道を横切った。


    　車が停止していた郵便局の配送車にぶつかって乗り上げ、横転するのを見てバスの運転手が急ブレーキを踏んだ。


    　レールガンの次の二発は、そのタイヤを粉砕し、バスは大きく蛇行し、辛かろうじて路肩に乗り上げる手前で停まった。


    　後続車両が次々に急ブレーキを踏み、追突し、あるいは追突される。


    　金属のひしゃげる音とガラスの砕ける音、人々の悲鳴。罵ば声せい。


    　何が起こったのか、理解するよりも先に真ま之の斗とは身を沈め、世せ衣いの手を握ったまま、乗客の足元の間を子リスのようにすり抜けると、バスの非常ドアのノブを掴つかんで開いた。


    「セイ姉ねえ！」


    　真之斗が何な故ぜ非常口を開けたのか、何があったのか、世衣は尋ねなかった。


    　ふたりとも以前巻きこまれた事故以来、危機に対する予兆には敏感だ。そして今回、ふたりの直感は「緊急脱出」を選択していた。


    　この事故は偶然のものではない。


    　外に飛び出した真之斗は振り向いて、横転した見覚えのある車を見た。


    　運転席と助手席には、今朝方軽く会釈を交わしたクラタの部下と同じ背広を着けた首から上のない死体がある。


    　理性が情報を処理するよりも早く、無意識に真之斗は本能と直感に従う方向に行動を切り替えていた──世衣にこれを見せてはいけない。


    「セイ姉、こっち！」


    　自分に続いてバスから飛び降りた世衣の手を引っ張り、彼女の視線が後ろに向かないようにして走る。


    「あの車の陰、信号機の機械のそばに！」


    　世衣が引っ張られながらも状況を判断して行き先を決めた。


    　指差す先には路上パーキングメーターの前に停めた頑丈そのもののハマーがあって、さらに信号機を制御するための制御盤が入った金属の大きなボックスがある。


    　狙そ撃げきした方角からすれば十分に盾たてになるだろう。


    「わかった」


    　真之斗は世衣を引っ張るようにしながらとりあえず頭を低くして走り、制御盤ボックスの陰に入ると軽く目を閉じ、腕を組みながら、左右の親指で上腕二頭筋のあたりを押した。


    　世衣も目を閉じて左右のこめかみを強く親指で押し、それから喉のどを、未いまだに装具の取れない右手の人差し指と親指で押した。


    　八〇年代、九〇年代の洋楽ヒット曲でできた魔法の呪じゆ文もんを唱えて、ふたりは能力を解放した。


    



    



    『狙そ撃げき要員一名、突入要員二名損失』


    　という部下からの報告に眉まゆひとつ動かさず、


    「第二段階へ移行」


    　ロマナはスロートマイクにそう囁ささやいた。


    　今の彼女は大型トレーラーの引くコンテナの中に設置された司令室の中にいる。


    　暗い車内を照らすのは、モニタシステムの輝きのみである。


    　この半径二キロ圏内の監視カメラをハッキングして彼らの「目」にした上、さらに無線や携帯基地へ妨害電波を発信しつつ移動する偵察型ドローンからの映像もある。


    「麻酔ガス散布完了……マリー、出番よ」


    



    



    　真ま之の斗とたちのバスから遅れること十数分の亜あ世ず砂さの乗ったバスが、前方で起こった事故のために停車するとアナウンスしたのはその頃だ。


    「おいおい、事故かよ……」


    　一般人の美み月づきはそう呟つぶやいたが、その遥はるか前に、亜世砂は背中を氷でできた掌てのひらで撫なでられるような嫌な感触があった。


    「悪い、美月、これ持っててくれ」


    「え？　あ、お、おい亜世砂、どこ行くんだよ！」


    　そう言って亜世砂は美月に自分のデイパックを押しつけると、するすると乗客の間を縫ぬって、降り口である運転席についた。


    「すみません、お願いします降ろしてください、この先に家族がいるんです！　事故に巻きこまれてるかも知れないんです、お願いです、ドア開けてください！」


    　相手に答える隙を与えず、亜世砂は一気にまくし立てた。


    　勢いに負けた運転手が「あ、そ、そう？」と半疑問形で答えながらドアの開閉ボタンを押す。


    　亜世砂は歩道に出ると、長い脚を伸ばして数秒、屈伸運動をし、それから左右の太ふと腿ももの真ん中を押さえた。


    「In a gadda da vida!イン・ア・ガツダ・ダ・ヴイダ」


    　軽く目を閉じ、口の中でキーワードを唱える。


    　そして、風を巻いて走り出した。


    　人を避よけ、車を避けて走る。


    　不意に、視界が真っ白になった。


    　思わず立ち止まる。


    　特殊素材のスニーカーの底のおかげで、数メートル進んだところで停止できたが、軽く太腿が前方に停車していた車のバンパーに触れる。


    「な、なんだこれ……」


    　と言おうとして、亜あ世ず砂さは吸い込んだ息の中に刺激臭を感じて思わず目を閉じた。


    「そ、そうだ『クラタのおばはんに電話』っ！」


    　スマホの音声入力でクラタに電話をかけようとするが、数秒後に帰ってきたのは「ただいま中継基地が遠くて電波がつながりません」という音声ガイドの声だった。


    「んな馬鹿な、街のど真ん中だぞ！」


    　言った瞬間激しく亜世砂は咳せき込んだ。


    「護衛の連中、何してるんだ！」


    　叫んだ亜世砂の足下に何かがぶつかった。


    　思わず飛び退のきながら目をこらすと、見覚えのある顔が、半分だけそこにあった。


    　クラタの部下のひとり──自分たちの護衛としてバスの前を先行していた車の乗員、木きの下した慎しん也やである。


    「ひいっ！」


    　悲鳴を上げて亜世砂は更に飛び退いた。


    「まずい……まずい、まずい、まずいよ姉貴、真ま之の斗と！」


    　亜世砂はどうすればいいのか焦あせりながら周囲を見回した。


    「くそ、とりあえず……」


    　制服の上着の裏に装着したエネルギーバーの入ったパウチを開け、吐き気をこらえながら、中のバーを一本齧かじりつつ、亜世砂は煙を大きく迂う回かいする道を探し始めた。


    「急がば回れ、だ……焦るな、焦るなよ……」


    　そう言いながら足踏みを止められない。


    　嫌な予感はドンドン膨ふくれあがっていた。


    「くそ、焦らずにいられっか！」


    　走り出した亜世砂の頭の上を何かが掠かすめ、すぐそばに停車していた車の窓ガラスが吹き飛んだ。


    「な！」


    　何が起こったかを確認するよりも先に亜世砂は走った。


    　明らかに人間ではあり得ない速度で走る彼女を追うようにして、次々と車や地面が砕け散る。


    「！」


    　どこからか、自分が狙ねらわれているのだと理解した。


    　とにかく、今は走る必要がある。


    「くそったれええ！」


    　叫んで亜世砂は先も見えない白い煙の中に突っ込んだ。


    　とにかく、EXMODエクスモツドの能力を信じて、今は走るしかない。


    



    



    　乳白色の刺激臭のある煙は真ま之の斗とたちの周囲に撃ち込まれたガス弾によるものだった。


    　あちこちの路地の奥から飛んできてあっという間に周囲の視界を奪う。


    　それだけでなく、バタバタと人が倒れていた。


    「死んでる！」


    「違うわ、みんな眠ってるだけ……呼吸してるわ」


    「急ごう、僕らも眠らされちゃ大変だ」


    　真之斗と世せ衣いはハンカチで口元を押さえながら歩く。


    　今度は世衣が真之斗の手を引く形になった。


    　視界が利かない状況では世衣の「耳」が頼りだ──真之斗たちの携帯も亜あ世ず砂さのと同様に、この市街地のど真ん中であるにもかかわらず「圏外」の表示になっている。


    　真之斗たちが眠らないですんでいるのは、EXMODエクスモツド能力を作動させているため、新陳代謝が異常な速度になっているからだろう。


    　だが、それも完全に麻酔ガスの成分を分解し続けられるものではない。


    「真之斗、右、一時と二時の方角　三〇メートルぐらい先！」


    　世衣のいるあたりを一二時として周囲を時計盤に当てはめた場合の、一時と二時の間あたりへ、真之斗は手近な所に倒れていたスクーターをひょいと持ち上げてぶん投げた。


    　何な故ぜ、という問いかけも、誰が来る？　という疑問も少年は口にしなかった。


    　世衣が何か言う、ということは自分の攻撃が必要なのだと理解していた。


    　ぶん投げたスクーターが言われた通りの地点に落ちると、悲鳴と「OH!　SHIT!」とか叫ぶ声が聞こえてきた。


    　それだけではなく大声で指示し合う声。


    「英語？」


    　マスク越しのくぐもった声から、少なくともそのニュアンスを聞き取って真之斗が呟つぶやく。


    「アメリカ英語っぽいわ」


    　その答えを肯定しつつ世衣が身をかがめるのに合わせて、真之斗はアスファルトの地面の中へ揃そろえた四本の指を突っ込み、めりめりと畳一枚ほどの面積を引き剥はがした。


    　気配があった。


    　背後に向けてアスファルトをかざすと、一瞬遅れて銃弾がアスファルトの表面に炸さく裂れつし、黒くて固い盾たてが砕けるのを、真之斗は銃弾の方角に当てずっぽうに放り投げた。


    　半分ほどの大きさになったアスファルトの盾が恐ろしい勢いで回転しながら突っ込む。


    　またくぐもった罵ば声せいが飛んできた。


    



    



    　日本のEXMODエクスモツドたちは、互いに連係を取りながら追いすがる「アイヴァンホー」の部隊の追撃を退け続けていた。


    　マリー・Ｒはその様子を防毒マスクを兼ねたヘルメットの内側に装備された、ヘッドアップディスプレイの赤外線画像で見ていた。


    「どこまでタフなの？　五〇〇○人を眠らせる量の麻酔ガスのまっただ中なのに」


    　思わず呟つぶやいた。


    『マリー、第三段階だ』


    　ヘルメットの中に装備されたヘッドセットからロマナの声が聞こえた。


    「了解──私がお姫さまをさらってくる、Ａ小隊、Ｂ小隊は撤退、Ｃ、Ｄ、Ｅ小隊は前進、王子様の相手をして。Ｆ～Ｈ小隊は女騎士の相手を。決して彼女をここへ近づけないで」


    　そう言って、マリー・Ｒは走り出し、屋上から飛んだ。


    　かつて暴走EXMODであり、ロマナの銃で頭を撃たれて以来、彼女の脳には沈静パルスを照射して脳の理性を活性化するためのチップが埋め込まれている。


    　同時にそれは一切のキーワード無しで彼女のEXMOD能力を一定レベルで起動させ続け、状況に応じてそれを引き上げることを可能にしていた。


    　故ゆえに跳躍は数十メートルの距離を一気に飛び、その落下の衝撃を受け止め、バンパーを掴つかんで三トンまでの自動車をビルの五階へと放り投げることができる。


    　彼女の視界はマスクの中に装備されたセンサー類と、ドローンなどの映像処理が補う。


    　躊ちゆう躇ちよなく、マリーは真ま之の斗とたちに迫った。


    　マリーの投げつけた自動車を拳で跳ね飛ばした真之斗が勘だけで放つ拳をギリギリで避よけて、その横をすり抜ける。


    　だが、真之斗は後ろへ飛び退のきながら、空振りした右の拳を引きつつ、肘ひじ打ちに切り替えて次の拳の一撃がマリーを捕らえようとした。


    　マリーの左腕が真之斗の右肘を受け流し、半回転した少年の薄い腹部に右の掌底を叩たたき込む。


    　少年は薄れ始めた麻酔ガスの煙を斬り裂いてビルの壁に叩きつけられた。


    　壁が砕け、真之斗はさらに次の壁を貫き、瓦が礫れきの中に埋もれる。


    「真之斗！」


    　叫んだ世せ衣いの顔を画像補正した赤外線映像越しに、マリーは腰のパウチから引き抜いた簡易注射器を引き抜き、世衣の首のつけ根、鎖骨の少し上にある点穴へ突き刺した。


    　点穴を突くことで世衣が「声」を放つことを封じながら、中の麻酔薬を投入する。


    　数秒も経たず、くたりと前のめりに倒れる世衣を抱き止め、マリーは跳躍した。


    「待て！」


    　自分の上に積み重なった瓦礫をはね除けて、真之斗がビルから飛び出した。


    　数十メートル先に着地したマリーの姿がうっすらと見える。


    　真ま之の斗とは追った。


    「真之斗！」


    　背後から声がして、少年の横に不意に亜あ世ず砂さが現れた。


    「アズ姉ねえ！　どうしてここに？」


    「話は後だ、姉貴は？」


    「さらわれた！」


    　真之斗が指差す方角を見て、亜世砂は目をつり上げた。


    「よし、任せろ！」


    　そして再びその姿がかき消える。


    　次の瞬間、真之斗の周囲の地面が弾け、近くでガスのため、玉突き衝突をして停車していたセダンの車体が無数の拳で殴りつけたように凹へこんだ。


    　真之斗の身体からだが無数のゴムスタン弾を撃ち込まれて吹き飛び、細い身体が地面を何度もバウンドして転がる。


    「……このおっ！」


    　立ち上がった真之斗はアスファルトを殴りつけ、爆発したように飛び散る破片でそれらを防ぎつつ、さらにパーキングエリアに停まっている無人の車を盾たてにした。


    　その表面に無数のゴムスタン弾が当たるが、真之斗は突き進んだ。


    　亜世砂に任せれば大丈夫だという思いと、襲われた怒りの矛ほこ先さきを必要としている心がある……少しでもこの怒りを晴らさねばならない。


    　どん。


    　更に進もうとする真之斗の身体が、ゴムスタン弾とは比べものにならない衝撃とともに遥はるか後方に吹き飛ばれた。


    



    



    　亜世砂は、世せ衣いを追って黒いプロテクターで身体を包んだ敵を追いかけた。


    　だが、ショッピングモール目がけて走る相手と、距離が縮まらない。


    　敵は世衣を横抱きにしながらそれでも亜世砂よりも速い。


    （嘘うそだろ？）


    　亜世砂は必死で敵を追いかける。


    　その足下で、どこからか飛んできた銃弾が弾けた。


    「くそ、まだ仲間がいるのかよっ！」


    　叫んだ亜世砂の背中をその「弾丸」が掠かすめ、制服の上着越しに背中が斬り裂かれた。


    「……のっ！」


    　これまで、能力発動中の亜あ世ず砂さを捕らえた武器は存在しなかった。


    　同じEXMODエクスモツド同士の戦闘でさえ、彼女の速度に敵かなうものはいなかった。


    　EXMODは身体能力の延長と拡大を行う。つまり、オリンピックを狙ねらえると言われた自分並みに基礎の身体能力を持つ存在はまず、いない──そう思っていた。


    　だから他のEXMODはもちろん、機械や道具ごときでEXMOD能力を発動させている自分を捕らえることは不可能だ、と確信していたのだが。


    　存在したのだ。この世界に──彼女が追いつけないEXMOD能力者が。


    「なにも、このタイミングで出てくるなんて！」


    　だが、このまま世せ衣いをさらわれるわけにはいかない。


    　速度を上げた亜世砂の前で、敵がひょいと振り向いた。


    　不格好な拳銃を持っていた──引き金には指がもう、かかっている。


    「！」


    　一瞬怯ひるんだ亜世砂を嘲ちよう笑しようするように拳銃型のゴムスタン弾発射装置から撃ち出された硬質ゴムの塊が、引き締まった腹筋で覆おおわれた腹部へ撃ち込まれ、亜世砂は脚をもつれさせて無様に転倒した。


    



    



    　真ま之の斗との身体からだは見えないトラックにはねられたように宙を舞って、地面に叩たたきつけられた。


    　EXMOD能力が発動していなければ、アスファルトの上の赤黒い染みになるような衝撃。


    「……な……」


    　身体中が戦車に轢ひかれたかのようにボロボロで、頭がクラクラする。


    　それでもなんとか立ち上がった真之斗の前に奇妙なものが見えた。


    　もはやうっすらと漂うだけになった麻酔ガスの煙の彼方かなたから、微かすかなモーター音と軽やかな足音を立てながらやってくる四足歩行の攻撃ドローンの群れ。


    　ドローンに頭部はなく、その代わり、向こう側が見える太くて長い「筒」が装備されていた。


    　その脇に、介添え役のようにプロテクターだらけの戦闘服と顔まですっぽり覆うヘルメットを被かぶり、グレネードランチャーのようなものを構えた兵士たち。


    　ドローンの上に装備された「筒」の基部が僅わずかに動いて微調整すると、


    　どん。という音が響き、真之斗の身体は再び後方へ吹き飛ばされていた。


    　音は連続し、そのたびに真之斗は右に左に、空中へと、木の葉のように飛ばされる。


    「こ……」


    　立ち上がろうとしても、そのタイミングを与えないように「筒」が次々と衝撃波を放って真之斗を叩きのめした。


    　見えざる巨人の掌てのひらで打ちよう擲ちやくされ、真之斗は何十回も麻酔ガスが漂う街中の壁に、停車した車に、地面に打ちつけられる。


    　やがて、少年の身体からだは駐車場のど真ん中に叩たたき落とされた。


    　ゆっくりと四方八方から攻撃ドローンと兵士たちがやってくる。


    　地面に突っ伏して、人形のように動かなかった真ま之の斗との拳がゆっくりと握りこまれた。


    「舐な……めるなあああ！」


    　真之斗の喉のどから、いつもの温厚な少年からは想像もつかない、野獣のような咆ほう哮こうが放たれた。


    　拳がアスファルトの地面に叩きつけられ、亀き裂れつが四方八方に向けて広がった瞬間、四足歩行型の攻撃ドローンたちとプロテクターで覆おおわれた兵士たちの足下までが一斉に吹き飛んだ。


    　全てが裏に表になりながら、突風に飛ばされた枯れ葉の山のように混ざり合う。


    　駐車場は真之斗を中心に、放射状に半径一〇〇メートルにわたって数十センチ凹へこんだ。


    　その反動で少年は大空高く飛び出す。


    



    



    　敵は亜あ世ず砂さの転倒の隙に、Ｈ形をしたショッピングモールの屋上へと世せ衣いを抱かかえて跳躍した。


    　無様に転倒しながらも、亜世砂はさらに一回転して立ち上がり、敵を追って跳躍した。


    　空中で、跳躍力の頂点から、屋上へと落下し始めた相手の腰にしがみつく。


    　バランスを崩された敵が、ふたつ並んだ長方形の屋上と、隣の屋上との間にある空間に世衣を放り出すと、亜世砂は相手の身体によじ登って肩を踏みつけ、思いっきり跳躍する。


    「姉貴！」


    　世衣の身体を抱き留めて、Ｈ形屋上の真ん中あたりに着地、停止する。


    　コンクリートの地面に数十メートルに及ぶブレーキ痕こんをつけながら、亜世砂はそれでも世衣を抱きしめたまま傷ひとつつけなかった。


    「良かった……」


    　溜ため息いきついた視線の先、周囲の地面が急に暗くなっているのに気づいて、亜世砂は再び走る。


    　一瞬遅れて自分の背後目がけて放たれた投網のようなものが、地面に触れて火花を散らすのが視界の端に映った──猛獣用の、高圧電流が流れているタイプの捕獲網。


    （あれに掴つかまったら終わりだ！）


    　それが幾つも、次々素早く広がりながら自分たちの上に落ちてくるのを左右に避よけつつ、あるいは落ちてくる速度よりも速く、亜世砂は走る。


    　屋上が途切れた。


    　亜世砂はそこから建物裏の駐車場へ跳ぼうとして、足下からモーターの駆動音を聞いた。


    　どん。


    　真下からの攻撃、そして空中に飛び出した亜世砂には戻ることも、避よけることもできない。


    　真上に飛ばされ、内臓を突き上げるような衝撃に亜世砂は胃の中のものを吐き出しながら、それでも必死に姉を抱きしめ、足でショッピングモールの壁面を蹴けり、屋上へ戻ろうとした。
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    　さらに衝撃波砲が亜あ世ず砂さを撃った。


    　三発目までは耐えたが、四発目で、腕の中から世せ衣いが飛ばされた。


    「！」


    　空中で、世衣を追いかけようと手を伸ばす亜世砂を、黒い影が遮さえぎった。


    　黒い影は世衣を抱き留めると、地面に落下し、そして跳躍した。


    　亜世砂も地面に降り立ち跳躍しようとしたが、その瞬間、くらりと視界が揺れ、そのままへたり込む。


    「しまった……低血糖症状ハンガーノツク……」


    　エネルギーバーを取ろうと、ボロボロになった制服の上着の内側、青いプラスティックパウチに手を伸ばすが、指先が震ふるえて上う手まくいかない。


    「くそこんなときに」


    　何とか一本取り出して口にくわえようとして、落とした。


    「くそ……」


    　もう一本取り出そうとして、亜世砂は意識を失い、その場に倒れた。


    



    



    　世せ衣いを抱きかかえたまま、マリー・Ｒはさらに跳び、モールの裏にある立体駐車場の屋上へと着地した。


    　そっと世衣を降ろし、乱れた髪を指先で直してやる。


    　その背後に、砲弾のようなものが着弾する震動が伝わった。


    　振り向くマリーの顔面目がけ、躊ちゆう躇ちよのない拳が繰り出される。


    　マリーの右拳が迎え撃ち、ふたつの拳が打ち合った。


    　ともにEXMODエクスモツドの力で強化された拳である。


    　込められた力が反発し合い、渦を巻き、突風となって駆け巡る。


    　真ま之の斗との目の色はいつもと違っていた。


    　憎悪と、怒りに塗り潰つぶされた、禍まが々まがしい光がその大きな目に宿っている。


    「セイ姉ねえを、返せ」


    　ぽつん、と言いながら真之斗はさらに踏み込んでマリーの顎あごへアッパーを加えようとした。


    　飛び退のこうとして、マリーの足がもつれた。


    　彼女の能力は複合である。失った歩行機能を補うために義足と片足に生じる跳躍と疾走能力、そして腕の機能を補うための怪力と身体強化。


    　それ故ゆえに、消耗も激しい。


    　脳内チップでEXMOD能力を制御している分、真之斗たちよりも効率よく扱えるが、それでも「燃料切れ」は起こる。


    　だから、真之斗の拳を避よけ損ね、胸の装甲が吹き飛ばされた。


    　防弾、防刃のアンダーウェアが切り裂かれ、世衣以上に豊かで真っ白な乳房が、夕闇やみの広がりに応じて点灯した屋上の明かりの中輝く。


    「！」


    　真之斗の動きが、驚きの余り、止まった──一瞬の隙を見み逃のがす相手ではないのに。


    　マリーの右掌底が真之斗の胸に触れた瞬間、少年は屋上から吹き飛ばされて下に落ちた。


    　ヘリのローターが起こす風圧が立体駐車場の屋上に積もっていた埃ほこりを巻き上げる。


    　振り向いたマリーの目に、減音装置を装着した輸送ヘリが降下してくるのが移った。


    「少佐、そのままで……跳びます」


    　そう言い置いて相手の返事も待たず、マリーは小こ日向ひなた世衣を抱かかえたまま再び跳躍した。


    　彼女の言葉を受けて開かれたスライドドアの中に飛び込む。


    　中にはロマナ・ギャリソン少佐が待っている。


    「お帰り、マリー」


    「お姫さまを連れてきたわ」


    　ヘルメットのフェイス部分を跳ね上げ、汗まみれの顔を輝かせてマリーは微ほほ笑えんだ。


    



    



    　屋上から落下した真ま之の斗との心臓は一分間停まっていた。


    　ＡＥＤによって無理矢理起こされた真之斗は、すでに「黄昏たそがれ」機関のバンの中だった。


    「セイ姉ねえは……？」


    　身体からだ中に鉛を流しこまれたように重い疲労感の中、真之斗は掠かすれた声で尋ねた。


    「ごめん、真之斗……」


    　真之斗同様、ボロボロの身体に毛布を巻きつけた亜あ世ず砂さが、疲れ切った表情で頭を振った。


    「逃げられた……姉貴も一緒だ」


    「どうして……こんなことに……どうして……」


    　なおも真之斗は何かを喋しやべろうとして、そのまま意識は暗くら闇やみに呑のみ込まれた。
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    　くろいおんなきしは、ちえのおうじょさまをさらいました。


    　おうじさまはおいかけましたが、くろいおんなきしにうちたおされ、ゆうきのおうじょさまもたおされました。


    　とにかく、おうじさまとゆうきのおうじょさまはきずをいやさねばなりません。


    



    　　　　　★


    



    　世せ衣いが連れ去られて丸一日間、亜あ世ず砂さと真ま之の斗とは昏こん睡すい状態に陥った。


    　栄養補給なしのEXMODエクスモツド能力使用の限界、「アイヴァンホー」と呼ばれるＤＡＲＰＡダーパとＮＳＡ合同の特殊部隊との戦闘で受けた打撲の傷もあったが、何よりも「世衣を誘ゆう拐かいされ、それを防ぐことができなかった」という精神の落ち込みが激しい。


    　真之斗が「黄昏たそがれ」機関の手配した病院のベッドで目覚めたのは、世衣が誘拐されて二日目の夕方だった。


    　EXMOD能力のおかげか、身体からだのあちこちに起こっていた筋断裂、打撲、骨のヒビなどは、その間に全て快復していた。


    　だが、真之斗も亜世砂も、ぽかんと天井を見上げたまま、何も言わないし、動けなかった。


    　敗北だった。それも徹底的な上に──世衣を、奪われた。


    　これまでの一か月、EXMODの能力を駆使して「Ｆ」こと山やま崎ざき四し郎ろうを救い、以後暴走EXMODたちを止めてきたという自負があるだけに、よりにもよって最初の失敗が世衣の誘拐、という事実がふたりを──なかでも特に、真之斗を打ちのめしていた。


    　亜世砂は多少なりともベッドから降りたりもしたが、真之斗はトイレ以外ほとんど動かない。


    　夜になって、ふたりの病室のドアが開いた。


    「目が覚めたそうだね」


    　クラタが両手に山のようにハンバーガーの包みが入った紙袋を抱かかえて入ってきた。


    「まずは、食べたまえ」


    　そう言って、真之斗と亜世砂のサイドテーブルの上にハンバーガーを置く。


    　さらに部下たちが二リットルの炭酸飲料のペットボトルを何本も持って入ってくる。


    「……要りません」


    「……オレも」


    「腑抜けになるのは君らの勝手だが、今回の事件が終わってからにしてもらおう」


    　どかっと、折りたたみのパイプ椅い子すに腰を下ろしてクラタは言った。


    「今回のことでうちの職員が八名殉じゆん職しよくした」


    　さすがに、真ま之の斗とと亜あ世ず砂さが愕がく然ぜんとベッドの上に起き上がった。


    「やっぱり……そうなんですか」


    　真之斗は自分だけが被害者でない事実をようやく思い出していた。


    　頭の中に、車内の頭のない死体の記憶が蘇よみがえる。


    「そうだ、君たちの護衛役をやってた者、八名が敵に射殺された。これは私の判断ミスだ──ＤＡＲＰＡダーパとＮＳＡの混成部隊だと知っていながら甘く見ていた」


    　クラタは相変わらずの無表情だが、その横顔からは真之斗も亜世砂も思わず顔を背そむけたくなるような鬼気が立ち上っている。


    「しかも、君たちの姉上をみすみす奴らに奪い去られた──だが、奴らは今、国にはまだ戻れない。なぜなら、『非公式な』外交ルートを通じて、『アメリカ軍を名乗るテロリスト集団が少女を誘ゆう拐かいしたから捜査協力を』、という要望が行われたからだ──アメリカ大統領にな」


    　非公式ルートとはいえ、誘拐テロリスト犯がアメリカ軍を名乗ったという事態に、アメリカ政府は協力姿勢を見せるため最低でも三日は「アイヴァンホー」を帰国させない、とクラタは断言した。


    「食べたまえ。我々と君たちにはまだチャンスがある。食べて寝て、明日は学校に行け。二日以内に我々が世せ衣い君の居場所を突き止める。そうしたら奪い返す」


    　腕組みしたクラタはそう言いきった。


    「異論は認めん。世衣君を奪還してから聞く」


    



    



    　二時間後、とりあえず大袋ふたつ分のハンバーガーとドリンク類でカロリー補給した真之斗と亜世砂は、ふたり揃そろって家の前まで送り届けられた。


    「奴らがまた来ないように、警備を三倍に増やした。寝込みを襲われても君らが起きて対応する時間は絶対に稼ぐ、だから安心して眠り給え」


    　バンの後部座席で、クラタはいつになく厳しい表情で言った。


    「いいか、これから先は大変な戦いになる。だから眠れるときに眠り、食べられるときに食べ、行けるときに学校に行け……そしてときが来たら世衣君を奪還し、叩たたき潰つぶすんだ、奴らを」


    　有無を言わさぬクラタの口調に、力なくふたりは頷うなずいた。


    「今日は風呂に入って、早めに寝たまえ」


    　ドアが閉まり、バンが走り出す。


    「……クラタのオバハンの態度って、いっつも腹立ったけどさ」


    　ぽつん、と亜あ世ず砂さは言った。


    「こういうときは、ちょっとだけ……頼りになる感じ、するな」


    　無理矢理笑おうとする。


    「……」


    　だが、真ま之の斗とは何も言わない。幽霊のようにフラリと自分の家に戻っていく。


    「真之斗……」


    　胸が詰まるような思いで、亜世砂は真之斗の手を握った。


    　そのまま背後から抱きつく。


    「なあ……真之斗、何か、言ってくれよ……頼むよ……オレ……オレ……これから、自分家ちに帰らなくちゃいけないんだよ？　姉貴のいない家に……何か言ってくれよ、頼むよ」


    　言いながら、亜世砂は自分が小刻みに震ふるえているのをはっきり感じていた。


    「アズ姉ねえ……」


    　小さく、掠かすれた声でひと言だけ。


    　真之斗は亜世砂の腕の中、小さく震え始めた。


    　ぽたぽたと、ボロボロになった亜世砂の制服の袖そでに、小さな染みが広がっていく。


    「……悔しいよ」


    　真之斗は食いしばった歯の間から、絞り出すような声で言った。


    「僕……生まれて初めて、人を殺してやりたいって、思ってる」


    「……ああ、オレもだ。でもその前に姉貴を取り返そうな」


    「うん」


    「……あの、さ」


    　亜世砂はひどく弱々しい声を上げた。


    「今夜だけ……お前ン家で眠っていいか？」


    「え……？」


    「さっき言ったこと、本当、なんだ……その……ついでに、一緒に家まで、来てくれよ。姉貴のいない家は……怖い」


    「わかった」


    　真之斗は頷うなずいた。


    



    



    　クラタは「黄昏たそがれ」機関本部に戻ると、執務室の机に置かれたデスクトップＰＣの前に座り、彫像のように三〇分もの間、動かない。


    　ＰＣのディスプレイには、今日殉じゆん職しよくした八名の名前とプロフィール、彼らが「黄昏」機関に入局したときに撮影された身分証の顔写真が表示されている。


    「右う門もん大だい介すけ、木きの下した慎しん也や、玉たま谷や純じゆん、麻あさ野のあすか、兵ひよう団だんカケル、スティニング・真ま名な川がわ・ブロンスト、間ま徳とく幸ゆき恵え、川かわ角すみ麻ま理り江え……すまない」


    　ぽつりとそう言って、彼女はＥＮＴＥＲキーを叩たたいた。


    　リストに載った全ての名前一覧の最後に「殉じゆん職しよく」の文字がつく。


    　この瞬間から、彼ら、彼女たちの全ての記録は停止され、殉職者としての処理が始まる。


    「……」


    　何も言わず、ただクラタはその後の事務処理を始めた。


    



    



    　暗い部屋の中、真ま之の斗とと亜あ世ず砂さは小こ日向ひなた家の玄関の鍵かぎを開けた。


    「……つ、ついてきてくれよ」


    「うん」


    　亜世砂が「ひとりで家に入りたくない」と言い出すのもわかる気がした。


    　世せ衣いの姿も、声もない小日向家は、がらんとした廃はい墟きよそのものに見えた。


    「……」


    　真之斗は玄関から家の中にあがっていつものように「お邪魔します」と言おうとして声が喉のどでつっかえるのを感じた。


    「お邪魔します」


    『もう、自分の家と同じなんだから言わなくてもいいのに』


    　三人一緒に小日向家に入るときは真之斗と世衣の間にそういう会話があるのが常だった。


    　今、「お邪魔します」と口にしてもそれを言ってくれる人はいない。


    　ひょっとしたら、今「お邪魔します」と言って沈黙だけが返ってくるなら、それはもう二度と世衣がこの家に戻ってこないという未来を確定させてしまうのではないか。


    　そんな年寄りの迷信のような妄想が真之斗の頭を支配しそうになった。


    　結局無言でふたりは、家に上がった。


    　亜世砂が壁のスイッチを操作して明かりをつけたが、むしろ煌こう々こうとした明かりが逆に、冷えた空気を際立たせた。


    「二階まで、来てくれよ」


    「うん」


    　真之斗と世衣は手を繋つないだまま二階に上がった。


    　恋人気分や照れはない。


    　そうしなければ世衣がいない、というこの現実を受け容いれられないからだ。


    



    



    　クラタの部下たちは霧きり山やま家と小こ日向ひなた家の近くにある古いマンションの一室を前線基地として、半径二キロを点在して囲むように人員を配置、監視している。


    「ＭとＡ、小日向家に入りました、送レ」


    　無線でクラタに報告する部下たちもいつもの背広姿ではなく、ボディアーマーにＭ４Ａ２アサルトライフルという完全武装だ。


    『了解、引き続き監視を頼む、交信終ワリ』


    　クラタの声はいつもと変わらないように響くが、


    「室長も疲れてるな」


    「ああ、少しホッとしたよ……不謹慎だが、あの人でも疲れるコトがあるんだ、ってな」


    「しかし、『アイヴァンホー』か。ＤＡＲＰＡダーパとＮＳＡの悪魔合体なんて最悪の相手だな」


    「仕方ない。連れ去られたEXMODエクスモツドがあの国でどう処置されるかは大体見当がつく。それなのにあの子たちを行かせるわけにはいかんだろう」


    「まあな。暴走EXMODをほとんど問答無用で射殺する国だからなぁ」


    



    



    「警視庁に米軍基地に乗り込め、とは言わないし、防衛省に動いてくれとも言わない、ただ、各国政府に誘ゆう拐かい事件があったことを報じてくれればいい。そうだ、被害者の写真は出さない、最低でも三日間、『アイヴァンホー』関係者の出国に関わるなと囁ささやいて回ってくれればいいんだ、頼む」


    「黄昏たそがれ」機関の執務室で、クラタはスマホを片手にそう話をしながら歩き回る。


    「頼む……ああ、恩に着る」


    　そう言って通話を終了する。


    　執務室のソファに寝転がり、クラタは深い溜ため息いきをついた。


    「八名か……くそ」


    　拳がソファのクッションを叩たたくとドアのノックの音がしたが、クラタは起きることなく、


    「入れ」


    　と応じ、ドアが静かに開いて、のっそりと男が入ってきた。


    　がっしりした一八〇センチ超の長身でスキンヘッド、逆に顔半分は頬ほお髭ひげが覆おおっている。


    　凶悪そうな特徴ばかりだが、目には知性の光があり、身に纏まとうスーツはぴしっと折り目がついていて、役人というよりも少し奇抜な格好を好む、外資系の大企業のＣＥＯを思わせた。


    「君か、明日からでよかったのに。娘さんのこともあるし──」


    　ソファから起き上がり、珍しくクラタの目が和なごんだ。


    「二年近い休職をしたのです。それに、室長が戻れ、と仰るからには緊急事態であることは明白でしたから……それに、娘は実家の母に預けてあります」


    　四〇代半ばに見える男はそう言って頭を下げた。


    「すまない」


    　素直に謝辞を述べるクラタを見たら、真ま之の斗とたちは驚いただろう。


    　このスキンヘッドに髭ひげ面づらの人物は岡おか崎ざき町まち友とも。警視庁の官僚畑出身で、部下の不祥事から引責退職しようとしたところをクラタ自らが引き抜いた人材だ。


    「八名も局員を失った。君が復帰してくれてなければ今頃現場は空中分解だ」


    　珍しく、クラタは弱音を吐いた。


    「しかし、八名ですか」


    　それには応じず、ただ岡崎はぽつんと言った。


    「名簿を見ました。ブロの奴までやられるとは思いませんでしたが」


    「敵の狙そ撃げき兵と相打ちだったよ──事務処理は終えた。この事件が終わったら、遺族に頭を下げに行く仕事が残ってるがね」


    　溜ため息いきをつくクラタの横顔に濃厚な疲ひ弊へいの色が見える。


    「創設当初に予想されたような、疫病に感染して高熱に浮かされたり、内臓が腐ってのたうち回りながら死ぬよりはマシな死に方だった、と考えるべきでしょう」


    　岡崎は突き放すように言った。


    「わかってる……で、ここに来る前に何か手を打ったか？」


    　クラタは怒るでなく、一瞬ニヤリと笑って元の彼女に戻る。


    「とりあえず、ネットのほうでは昨日の騒ぎは大規模な誘ゆう拐かいで、某企業の社長令嬢が誘拐されたという噂うわさを流しました。警視庁はそれ故ゆえに滅多な動きを見せられないと。丸の内の友人にも少し手伝ってもらって信しん憑ぴよう性せいを高める噂の書き込みを頼みました」


    　それと、と彼はつけ加えた。


    「海軍犯罪捜査局ＮＣＩＳと、アメリカ軍犯罪捜査本部ＪＡＧだけでなく、空軍の知り合いにも話を回しました、『アメリカ軍を名乗るテロリストが日本で誘拐事件を引き起こした。日本政府は今回、なぜか強気で、外務大臣がＤＣに行きかねない』と」


    「随ずい分ぶん重ねてきたね。私の人脈だけでは不十分かな？」


    　皮肉ではなく、純粋な疑問としてクラタが言うと。


    「いえ、こういうことは多少重ねたほうが信憑性が出ますから……それにあの国は、今の大統領のお陰で大分混乱はしていますが、それでも『正義と真実ジヤステイス・アンド・トウルース』の国ですから」


    「『正義と事実ジヤステイス・アンド・フアクト』ではないのが欠点だがな」


    「そこまで徹底しているのなら世界はもっと平和です」


    「確かにな──しかし君が戻ってきてくれて助かった。とりあえずあのふたりが落ち込んでいる間に裏を取る、次の手も打たねばならん」


    「と仰いますと？」


    「今は落ち込んでるだけだが、あのふたりが我に返ってみろ、次に来るのは怒りだ。ちゃんと矛ほこ先さきを与えてやらないと暴走しかねない。学校生活に戻せば少しはごまかせるだろうが」


    「なるほど」


    　静かに岡おか崎ざきは頷うなずいた。


    「EXMODエクスモツドは基本的に不安定だ。小こ日向ひなた姉妹と霧きり山やま真ま之の斗とがまっとうに我々とやりとりしているのは、あの三人だからだ……誰を失っても彼らが長く正気を保っていられる保証はない」


    「あの子たちを信じてないんですか？」


    　そう言いながら岡崎は微ほほ笑えんでいる。


    「信じてる、だが彼らの能力の危険性も知っている。信じ続けるには、こちらも用心をしなくてはいかんのだよ」


    　なるほど、と岡崎は頷いた。


    「ではすまないが一〇分ほど寝る。一五分しても起きなかったら起こしてくれ──君が戻ってきたなら、是非やってほしい面倒事がある」


    「何でしょうか、室長」


    「『アイヴァンホー』はぶん殴って追いやるには大きすぎる相手だ──無駄かも知れないが、もう一度『在庫確認』をしてもらいたい──細かいことは後だ」


    「はい、室長」


    　一礼して、岡崎は猫のように足音ひとつ立てずに部屋を出た。


    



    



    　亜あ世ず砂さは自分の部屋から逃げるように着替えを掴つかんでバッグに詰め、階段を下りてきた。


    「行こう」


    「うん」


    　玄関でスニーカーを履いていると、スマホが鳴った。


    　亜世砂たちの父からだ──一瞬迷い、亜世砂は電話に出た。


    「あ、亜世砂だけど？」


    『亜世砂か、どうだ、元気か？　世せ衣いはどうしてる？』


    　小日向姉妹の父の声は、いつも優しい。


    　ロンドンは今頃は明け切らぬ早朝なのに電話をかけてきたのは親子の繋つながりが何かを父に囁ささやいたのだろうか。


    「姉貴？　姉貴は元気だよ」


    『電話したんだけど出ないんだよ、何かあったのか？」


    「ああ、それ？　うっかり一昨日、ポケットから落っことしちゃってスマホは修理中、だから色々設定とか引き継ぎが上う手まくできてないみたいで……うん、今風呂入ってる、うん、真之斗？　ああいるよ？　代わる？」


    　一瞬真ま之の斗とが「え？」という表情になったが、やがて覚悟を決めて頷うなずいた。


    「叔父さん、真之斗です」


    『やあ、真之斗君、元気かね？　ふたりはどうだい？』


    「ええ、元気にしてます、それに相変わらずよくしてもらっています、ありがとうございます」


    『他人行儀だなあ。もううちは家族みたいなもんなんだから』


    「よくセイ姉ねえ……いえ、世せ衣いさんからも言われます」


    『ほらほら、そうやって……世衣が最近ボヤいてるよ、君が少し他人行儀になってきた、って』


    「そうですか」


    　あはは、と真之斗は力なく笑った……本当のことなど、言えるはずがない。
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    　小こ日向ひなた家の父からの電話をなんとか誤魔化して、亜あ世ず砂さは真之斗の家で風呂に入った。


    　服を脱いで身体からだと頭を洗い、湯船に浸かる。


    　他人の家。だがここで風呂を使うのは初めてではない。


    　二年ほど前にも一度、小日向家の風呂が故障して、ここを使わせてもらった。


    「そういえば姉貴、あのとき妙に興奮してたっけ」


    　くすっと笑い、それがそのまま胸の痛みに変化する。


    「すまねえ……姉貴……助けられなくて」


    　そう言って亜あ世ず砂さは水面に顔を埋うずめ、顔を上げると頬ほおを叩たたいた。


    「しっかりしなくちゃ、しっかりしなくちゃ、姉貴を取り戻すんだ、絶対に」


    　言いながら亜世砂は浴槽から出て、脱衣所でテキパキと身体からだを拭ふいた。


    　それでもどこかに空むなしさと「本当にできるのか」という不安がある。


    （しっかりしろ、あたしがやらなくちゃ、真ま之の斗とが折れる）


    　下着を身につけつつ、自分自身に言い聞かせた。


    　今頃、真之斗は状況を冷静に考え始めている。


    　そして、思い詰めている。


    　自分以上に重く、深く──行きつく果てにあるのは決意だ。


    　相手を殺すぐらいのことは本当にやりかねない。


    　問題は真之斗の感情の持っていく場、あるいは叩きつける相手が見つかるかどうか、だった。


    　クラタは何が何でも数日のうちに世せ衣いを見つけると言っていたが、もしも──もしも、仮に世衣がそのまま戻ってこなかったら。


    　真之斗は、自分を決して許さない。


    　自分を許さない、一途で、純情な少年が次に何をするか。


    　世衣が帰ってこなければ、真之斗がそれから先、生きていられるはずがない。


    　そこまで思い詰めるのは間違いなかった。


    　結論が出た途端、亜世砂の胸に濁った感情の渦がわき上がるのがわかった。


    　これまでも、世衣が真之斗の家に行くのを見送るたびに感じていたもの。


    　できれば直視したくない己の胸のうちにある感情。


    　嫉しつ妬と──世衣が、そこまで真之斗に思われていることへの。


    　同時に真之斗と同じ感情が自分の上にのしかかっている。


    　後悔と罪悪感──そこに重ねて、自分自身への嫌悪感というものが被かぶさる。


    　叫んでしまいたい。


    「しっかりしろ、『オレ』」


    　だが、亜世砂はそう小さく呟つぶやいて、脱衣所の姿見に映る自分を見つめた。


    　ショートヘアで、日に焼けていて、引き締まって筋肉のついた身体で、胸以外は男みたいで、ちっとも姉に似ていない自分を。


    　せめて、少しぐらい姉に似ている部分があれば、と思う。


    　そうしたら、真之斗を少しは慰めてやれたかもしれない。


    （ないもんは、しょうがないだろ、小こ日向ひなた亜世砂！）


    　亜世砂はぶんぶんと頭を振った。


    　まだ水分を残しているショートヘアから水滴が散る。


    　亜あ世ず砂さは顔を上げた。


    　両頬ほほをぱんと叩たたいて気合いを入れる。


    「よし、飯だ、飯！」


    　声を出して服を着る。


    



    



    　亜世砂よりも先に風呂に入った真ま之の斗とは、リビングのソファの上を片づけながら考える余裕ができていた。


    　すでに眠るつもりなので、パジャマに着替えている。


    　自分も亜世砂も、あんなに自然に小こ日向ひなた家の父に対して演技ができるとは思わなかったが、その驚きが、自分たちの覚悟へと繋つながって、心に僅わずかだが余裕ができていた。


    　なぜ、亜世砂や自分ではなく、世せ衣いだったのか。


    　世衣を狙ねらうのは一番楽だからだという結論が出る──真之斗も亜世砂も、その場を逃のがれる能力があるのだ。


    　だが、世衣の能力は大きすぎ、そして彼女には理性がある。


    　むやみやたらに最大の武器である「声」を使うことを好まない。


    　だから、狙われた。


    「……殺してやる」


    　真之斗は、自分の口から、これまでの人生で最も遠い言葉が漏れたことに気づかない。


    「何バカ言ってるんだ、真之斗！」


    　と脱衣所を出たジャージ姿の亜世砂が怒鳴って、真之斗は我に返った。


    



    



    （まったく、ここまで真之斗がやられてるなんて）


    　少年の気持ちがわかるだけに亜世砂は溢あふれてきそうな思いを抑えて充電中のスマホを取る。


    　亜世砂は警備の主任に電話を入れた。


    「……っと、すみません、小日向亜世砂です、ピザ、注文してもいいですか？　……ええ、大丈夫です。姉貴、クレジットカードの類たぐいは別にしまい込んであるんで……はい、はい、はい、すみません、お願いします」


    「どうしたの？」


    　さっきまでとは打って変わっていつものように元気良く……いや、普段よりも張り切った感じで受け答えする亜世砂に、先ほどまでの凶悪な目を忘れ、真之斗はキョトンとしていた。


    「腹が減ったの。だから食べよう。真之斗、お前だって腹減ってるだろ？」


    「いや、それは、そうだけど……」


    「とりあえずＬサイズ一〇枚注文する。余ったら明日の食事、いいな？」


    「あ、う、うん……」


    「とにかく食うぞ！」


    　命令だった。


    　三〇分後、玄関先で数名の厳いかつい男のボディチェックにあってすっかり縮み上がったアルバイトの青年から、一〇枚のＬサイズピザを亜あ世ず砂さは受け取った。


    　一旦また家に戻って取ってきたクレジットカードで支払うと、


    「姉貴、分かりやすい暗証番号にしてくれててよかったよ」


    　ニコニコしながら亜世砂はダイニングのテーブルの上にどかんとピザの箱を置いた。


    「セイ姉ねえの生年月日？」


    「いや、お前の」


    「え？」


    「姉貴の暗証番号は大抵お前の生年月日だよ。番号が足りなかった場合だけ、そこに何文字か足すけど…………っておい、俯うつむくなよ、馬鹿！」


    　ぱんと亜世砂は真ま之の斗との肩を叩たたいた。ここで自分も一緒に落ち込むわけにはいかない。


    「これからタフなことしなくちゃならないんだ、今は食え、食っておくの！」


    「でも……」


    「いいか、オレたちは姉貴を取り戻す、絶対にだ。だから今は食え。クラタさんだってオレたちが三人いないとどうしようもないのは知ってるはずだ。今は待て」


    「待っても何もなかったら」


    「オレたちにも足はあるだろ？　捜し回るだけさ、絶対に見つける、姉貴を取り返す」


    　亜世砂は言いきった。自分にも真之斗にも、今は言いきることが必要だった。


    「二週間で、姉貴を取り戻す……そうすりゃ、クリスマスの準備には間に合うだろ？」


    「わかった」


    　真之斗は頷うなずくと、ピザを食べ始めた。


    



    



    　小こ日向ひなた世せ衣いは、その頃、とある場所にいた。


    　服を脱がされ、生体モニターのセンサー類を装着するために身に纏まとっているのはショーツだけ、という姿だが、彼女の収容されている部屋の中は十分な暖房が施ほどこされている。


    　彼女の周囲を老若男女、様々な年代、人種の白衣を身に纏った集団が行き来していた。


    　世衣の身体からだのあちこちには生存反応バイタルを見るためのセンサーケーブルの類たぐいが貼りつけられ、ベッドを囲むようにして各種機材が起動している。


    　肘ひじの裏側の太い血管には栄養剤と麻酔薬の点滴が差し込まれ、彼女を眠らせ続けていた。


    「EXMODエクスモツド能力の発動はようやく停止したようです。バイタル、血中の薬物濃度、全て正常値に戻りました」


    「やれやれ、ここまでの間に象が三頭、丸三日は眠るだけの麻酔薬を投与したというのに……」


    「同時に三万キロカロリーの栄養剤が必要でしたが」


    「燃費の悪すぎる期間限定の超人兵士スーパーソルジヤーですな」


    　そういう言葉に失笑が漏れるが、


    「笑っている場合かね、君たちは」


    　彼らのリーダー、ジョン・ブローウィン博士の冷たい声に、一同は口を固く閉ざした。


    「君たちはこの存在を少女の姿をしたキャプテン・アメリカだと思っているようだが、彼女は厄やつ介かいな突然変異体ミユータントにすぎない」


    　ブローウィンはそう言ってここまで引っ張ってきた、自分の半分ほどの大きさのキャリーバッグを示した──彼の野望のぞみの詰まった宝箱を。


    「我々は彼女を完全なコントロール下において管理せねばならん。これがその鍵かぎだ」


    「しかし、ブローウィン博士、それを使うのは本国に戻ってからでは？」


    　中東系の、臆おく病そうな医薬科学博士が手を挙げた。


    「いい質問だ、ベドウェル博士。予定ではもっとスマートにこの対象者を捕獲するはずだった。だが今回の捕獲は大事になった。この国のテレビとネットニュースを見たまえ、ショッピングモールに大量の麻酔ガスが流され、呼吸困難とアナフィラキシーショックで民間人三○人が入院、三人が死亡、睡眠時の事故での負傷者が一八名。さらに頭を撃ち抜かれて死んだという死者の情報まで漏らされてる。ＮＳＡ側の人員にも被害が出た」


    　つまりだ、とブローウィンは続けた。


    「仲間を奪われた他のEXMOD二名はこちらの予想よりも早く動く可能性がある」


    　ブローウィンはキャリーバッグの鍵を開けた。


    「早急に彼女を説得し、仲間を『説得』する必要がある」


    　だが、言葉とは裏腹に、ブローウィンにその意思はなかった。


    



    



    　亜あ世ず砂さは夜中になんとなく目が覚めた。


    　見慣れない天井、見慣れない内装。そして自分の家とは違う、生活の匂におい。


    　亜世砂はソファの上に身体からだを起こす──暖房が効いていて、寒くはない。


    　ふと足下を見ると、丸くなっている大きな猫のようなものが見えた。


    「……？」


    　目をこらすと、それは寝返りを打って、真ま之の斗との顔が月明かりに照らされる。


    「！」


    　思わず背もたれの上にはい上がって亜あ世ず砂さはまじまじと真之斗の寝顔を見た。


    「ま、真之斗？　な、なにしてんだこんなとこで！　おい真之斗っ！」


    　声を上げると、少年はもそもそと起き上がった。


    「あ……起こしちゃった？　アズ姉ねえ、ごめんね」


    　まだ寝ぼけているらしく、ふらふらと頭を揺らしながら真之斗。


    「いや、起こすも起こさないも……どうして部屋で眠らないんだよ？」


    「部屋にさ……セイ姉の匂においが残ってるんだ」


    　ぽつん、と真之斗は言った。


    　亜世砂の心臓が一瞬、跳ね上がる。


    　当たり前のことじゃないか、と頭の中でもうひとりの自分が囁ささやいた。


    　真之斗の家に泊まって、愛し合っているんだから同じベッドで寝るだろうし、残り香だってあるだろう。


    「だから、僕もここで寝る」


    　どうやら起きはしたものの、半分まだ夢の中らしい。


    「そ、そうか」


    「じゃあ、お休み」


    　そう言って、真之斗はパタンと床に倒れ、もそもそと頭から毛布を被かぶり直した。


    　まるで子犬にしか見えない。


    「……」


    　深い溜ため息いきをついて、亜世砂は背もたれからソファの座面に戻った。


    「……しょうが、ねえよな」


    　ぽつん、と呟つぶやく。ほろ苦い笑みが自然と浮かんだ。


    「真之斗は、弟なんだよな」


    　そして朝が来た。


    　亜世砂と真之斗は、そのまま通学路の途中のコンビニでおにぎりとお茶のペットボトルの味気ない朝食をすませて登校した。


    「よう、亜世砂。どうしたんだ？　二日も続けて休んで？」


    　真之斗と一緒に校門をくぐろうとする亜世砂に、体育館のほうから朝練を終えてやってきた華はな社やしろ美み月づきが声をかけた。


    「よう。ちょっと……その」


    　亜世砂はすこし言いよどんだが、今回の「無断欠席」に関しては昨日、家に戻る車の中でクラタが知恵を授けている。


    「北海道の奥に住んでるうちの親戚のおばさんが亡くなって、その葬儀のドタバタがあったもんでな……ほら、うち、親が今遠くだろ？　姉貴もオレも年齢的にはいい大人だし、それに真ま之の斗ととも顔見知りだったもんだから、大慌てで向こうに行ってさ……あははは」


    　そう言って頭をかく。


    （アズ姉ねえ、上う手まいなあ）


    　真之斗が見ても、亜あ世ず砂さの演技は完璧に近い。


    「で、世せ衣いさんは？」


    「姉貴は向こうにまだ残ってる……人手が足りてないんだ。オレも真之斗も残るって言ったんだけど、ほら、姉貴はあの性分だろ？」


    　こういうとき、世衣の小まめで人を気遣う性質が知られているのは便利だ。


    「なるほどねえ。先生たちちょっと動揺してたぞ？　これまで届出なしで休むような不良じゃなかった三人がいきなり揃そろって学校に来ないんだからな」


    　にやにや笑いながら、美み月づきが亜世砂を小突く。


    「で、真相はなんなんだよ？」


    「いや、本当にそうだってば」


    　亜世砂としては親友に嘘うそをつくのは心苦しかったが、真相を話すわけにもいかない。


    



    



    　関東某所に仮設された「アイヴァンホー」の前線基地の中では、ブローウィン博士がロマナ・ギャリソン少佐に呼び出されていた。


    「何を考えているのかね、博士」


    　ロマナはジロリとブローウィンを睨にらんだ。


    「我々はあくまで、今回はEXMODエクスモツドをひとり捕獲して、本国に無事送り届け、しかるのち残り二名と交渉するのが仕事だ。君の実験は、本国でやるべきことだ、ここではない」


    「ですが少佐」


    　ブローウィンは少し首を傾かしげて告げた。


    「すでに始まっています。彼女の『説得』と『教育』は途中で止められません。止めてしまえば精神に異常を来きたします」


    「貴様……」


    「私の言ってることが本当か、嘘か、お確かめになられますか？　嘘であればあなたは私を撃ち殺せるが、本当だった場合、周囲にいる我々の部下が、最初の犠牲者になる……むろん、我々もその後を追うことになるでしょうが」


    　ほんの数秒、ロマナの目がブローウィンを睨み殺すほどの気配を放った。


    　ロマナ・ギャリソン少佐は、どれだけ深い因縁と怨うらみを抱く存在に対しても、現在遂行中の任務において、本当に報復や責任追及が必要かどうかを判断する決断力と思考力があった。


    　やがて、ロマナは目を閉じ、視線を外す。


    「確実にその『教育』と『説得』は可能なのだな？」


    「はい、すでに同じ技術を使ってこれまで五〇人の宗教系テロリストを我が国の味方につけております……ご存じですよね」


    「技術に問題がないことは知っている。だが運用者によっては最高の技術も最悪の失敗を導き出す道具になり果てる、それでは困る」


    「では今から二四時間、ここの安全を保障してください、爆発も震動もなし。それであれば間違いなく上う手まくいきます……この作業は少々デリケートなので」


    「……よかろう」


    「ひとつ、お願いしてもいいかしら？」


    　どこか暢気なマリーの声が、誰もいないと思っていたソファの上からして、ブローウィンはぎょっとした。


    　マリー・Ｒはそれまで完全に気配を消して寝そべっていたのをやめて起き上がり、ニッコリと博士に笑いかける。


    　今の彼女はタンクトップにぴっちりとした革のパンツ姿だ。


    「あの子を『教育』するときに、私をお友達だと『説得』してくれないかなぁ？」


    「……構わんよ」


    〈お漏らしブローウィンPeeing Blowin〉


    　ブローウィンは一瞬、ＤＡＲＰＡダーパのトイレドアに書かれた落書きを思い出して腹の底が煮えくりかえるが、顔は穏やかな笑みを作ることに成功した。


    （落ち着け。まだだ、今じゃない。こいつを殺すのは今じゃない、私ではできないんだから）


    「あの年頃の少女は同い年の『親友』がいたほうが安定する……設定は恋人でいいかね？」


    「ありがとう、博士」


    　にっこりとマリーは、相手を信じていない笑みを返した。


    　そこから廊下を数十メートル隔てた「病室」では、職員たちに囲まれた小こ日向ひなた世せ衣いが、何も知らされず、目覚めさせてくれない強制的な眠りの中にいる。


    



    



    　昼休み、世衣の弁当がない真ま之の斗とは入学以来、初めて購買部に並んだ。


    「……っと」


    　昼食を買わんと購買部に押し寄せる生徒たちの中、もみくちゃにされて、何とか焼きそばパン一個を手にしかけたが、さらに押し寄せ続ける人波に巻きこまれ、いつのまにか外へと押し出された。


    　足をもつれさせて倒れかけたところを、クラスメイトふたりに受け止めてもらえた。


    「おいおい、大丈夫かよ、真ま之の斗と？　そんなにヤワじゃ購買部で生き残れないぞ？」


    　香か川がわタカシが驚いたような、呆あきれたような顔をする。


    「お前、そういえばいっつも世せ衣いさんの手弁当だったもんなぁ」


    「あ、うん……」


    「ほれ」


    　那な野の謙けん太たがそう言ってタカシが下げていたコンビニの袋から、サンドウィッチをひとつ取り出して手渡す。


    「あ、おいオレの昼食！」


    「おめーは食い過ぎだろうが、ろくに部活にも出ないでアイドルの追っかけして日本全国で美味いもの食ってんだ、たまには我慢しろ、ほれ」


    　そう言って謙太が五〇〇円硬貨を放る。


    「真之斗、本当は何かあったんじゃないのか？」


    　そう言った謙太も、五〇〇円硬貨を受け取ったタカシも、互いの掛け合い漫才を打ち切って、真之斗の顔を覗のぞき込んだ。


    　どうやら自分で思っている以上にまだ落ち込んで見えているらしいと真之斗は気づく。


    「いや、大丈夫だよふたりとも……ただ、長距離移動で疲れてるだけ、だから」


    　そう言って、真之斗は力なく笑った。


    



    



    『監視班Ｄ、定時報告。ＭもＡも現在昼食中、敵の気配は見当たりません、送レ』


    「こちら本部」


    　クラタの代わりに最前線基地であるマンションの一室で現場指揮をしながら岡おか崎ざきは、軽く背中を丸めて無線のマイクに向かっている。


    「引き続き警戒よろしく。視界を広く持ってくれ、上はこっちで監視する」


    『岡崎さん、復帰したんですか？　奥さん亡くなったばかりなのに……』


    　応答の形式を思わず忘れて無線の向こうの声が跳ね上がるのを、岡崎は苦笑で迎えた。


    　これまでＡ班からＣ班にいたるまで全員が岡崎の声を聞いて驚き、ほぼ同じ言葉を返してきている。


    「まあ初七日は終わったからな、四十九日にはまた休むから心配するな……では通信終ワリ」


    　マイクを切り替える。


    　現在、真之斗と亜あ世ず砂さを警護する人間は三倍増員、それと並行して世衣と彼女を奪った特殊部隊「アイヴァンホー」の足取りを追う人数もいて、現在「黄昏たそがれ」はフル稼働だ。


    （あと三日だな）


    　岡おか崎ざきは冷静に考えていた。


    　アメリカ人は「正義」という単語に弱い。女子供を襲い、これを拉ら致ちした、しかも周囲に重大な被害──それこそテロといっても過言ではない被害を与えて、だ。


    　だが、同時に彼らの政治と官僚のシステムは日本以上に冷徹で、自動的かつ、トップダウン方式であり、誰か然しかるべき人物が「責任を取る」といえば動く。


    　彼らの良心が歯車を止めるのが明後日まで……それを計算に入れての「あと三日」だ。


    　四日目からは在日米軍、駐日大使館に領事館、全てが「アイヴァンホー」に奉仕するだろう。


    　どの国も、最終的には自国の安全と繁栄が最優先される。


    （後手だな……むしろ室長だからこそここまで保ったと言うべきか）


    　小こ日向ひなた世せ衣いを取り戻せなかった場合の対策オプシヨンも考えねばならない──岡崎の頭は並列でこの処理を始めている。


    



    



    　その立場に反して、ジョン・ブローウィン博士は、EXMODエクスモツドを抹殺することを望んでいた。


    　理由は半年前、現状として最後のEXMODがアメリカで現れたときに遡さかのぼる。


    　その人物は海兵隊員の訓練生で、訓練中の事故で手足を失い、PARANO=ERパラノエルを投与されてEXMODとして目覚め、数十分後に感情が爆発して暴走化した。


    　工学博士でもあったブローウィンのチームは見事にその対象者、マリー・Ｒの捕獲に失敗、当時は大尉だったロマナ・ギャリソンの部隊が駆けつけて彼らを救ってくれたが、同時にそれは、ガンカメラを通じて、彼が恐怖で失禁していることを全職員に見られることでもあった。


    　完璧を絵に描いて生きてきたようなブローウィンに取っては耐えられない事態だった。


    「お漏らしブローウィンPeeing Blowin」の落書きがＤＡＲＰＡダーパのトイレに書かれたとき、彼は本気で自殺を考えたが、それを踏みとどまった。


    　ここで自殺すれば、ジョン・ブローウィンという名前は科学史に刻まれることなく、埋もれて消える──完璧を目指し、実践していた彼にとって墓石に何も刻まれない、「名なしの男ジヨン・ドウー」として葬られることだけは、耐えがたい。


    　羞しゆう恥ち心しんは理論や倫理、理性をねじ曲げる憎悪に変わる。


    　彼はその後、EXMODの研究に情熱を注いで、第一人者と呼ばれるまでになった。


    　アメリカ政府はEXMODの存在に長年の夢である「理想の兵士」の鍵かぎがあると考えていたから、生理学者であり工学博士でもある彼が研究に参加することをむしろ喜んだ。


    　最低限の理想の兵士とは、訓練期間なしで、命令を正確に理解し、六〇キロ以上の装備を担いで長距離を移動し、自分は撃たれても傷つくことなく、赤の他人を躊躇ためらいなく正確無比に射殺できる精神状態を持つ存在である。


    　EXMODはそんな兵士を注射一本で生み出せる可能性があった。


    　それを許すわけにはいかなかった。


    　自分に恥をかかせた存在であるだけでも許しがたく、さらに、自然の摂理に反した存在だ。


    　この半年の間、彼はワシントンなどで「同志」を密かに集めた──なかには政府高官も多い。


    　そして現在──ブローウィンはベッドに横たわる少女の頭に、目までをすっぽりと覆おおうＶＲ装置を装着した。


    　この装置は「ルドヴィゴ型」と呼ばれ、通常のＶＲシステムと違い、瞼まぶたを開いた状態で固定させる──これは、投与される薬物と連動して「見せたいもの」を装着者に見せることに特化しているからだ。


    　この装置を使えば対象者は「自分が選んだ」と思い込んだものを見て、学び、学習し、頭の記憶を上書きしていく。


    　装置の調整をしながら、ブローウィンは一瞬だけ視線を他の場所へ向けた。


    　EXMODエクスモツドの実用化賛成派の急先鋒でもある、ロマナ・ギャリソンが同じ部屋の片隅で、不満を隠そうともしない顔で腕組みをしてこちらを見ていた。


    　そばにはアメリカが保有する唯一のEXMOD、マリー・Ｒの名前を持つ少女がいる。


    　憎悪が胸の中にわき起こる。


    　手始めに、彼女たちとその仲間を抹殺せねばならない。政治的にも肉体的にも。


    　決意が顔に浮かぶ前にブローウィンは視線を世せ衣いの上に戻した。


    



    



    「少佐、自由に発言をしてもいいかしら？」


    　前を向いたまま、タンクトップに革パンツのマリーは風船ガムを膨ふくらましては口の中で割る合間を縫ぬって尋ねた。


    「ええ」


    　ロマナも前を向いたまま頷うなずきもせず、唇くちびるを小さく動かして答える。


    　声はふたりの間にしか届かない……暗くら闇やみの中、敵地で会話するための特殊な話法である。


    「あたしは楽しいけど、これって危険でしょ。あの卵頭は私たちにとっては潜在的な敵よね？」


    　マリーはブローウィンを軍隊用語で言うところの「学者」の別名で名指ししていた。


    「ええ……でも、奴の技術は確かね」


    　ロマナは頷く。


    「そして彼がことを起こすなら本国に帰る直前か、帰った直後よ……絶対に自分の手を汚さず、私たちの管理ミスが招いた事故に見せかけるに違いない」


    「よくわかるわね」


    「ああいう男はプライドが高くて、被害妄想気味、自己愛も強い……そして知能が高く、出世欲に取り憑つかれてる。だから自分もろとも私たちを始末するほどのガッツはない」


    「なるほど。じゃあ私は今を楽しめばいいのね？」


    「ええ」


    「あくまでも楽しんで、本気にはならないで」


    　前を向いたままのロマナの横顔をちらりと見つめ、マリーはそこに嫉しつ妬との感情を見つけると楽しげに微ほほ笑えんだ。


    



    



    　放課後、真ま之の斗とはずっとスマホを手に握って、何度も足を止めては見つめている。


    　学校内でスマホは禁止ではないが、それでも教師たちに注意されるほどだった。


    　不思議なもので、互いにメッセージも送らないのに校門近くで亜あ世ず砂さと自然に落ち合った。


    　ひと言も交わさぬままで歩き始めると、亜世砂も同じようにスマホをチラチラ見ながらもついてくる──真之斗と同じように、世せ衣いのことで何か連絡が来ないか焦じれているのだ。


    「クラタさんからの連絡、来ないね」


    「ああ」


    「どうなってるのかな？」


    「あのオバハンのことだ、何かあれば連絡してくるだろ」


    　言いながら、亜世砂も完全にそう信じているとは思えない口調だった。


    「もしも……いや、何でもない」


    　真之斗は頭を振って歩いていく。


    　冬の、灰色をした陰いん鬱うつな空が、ふたりの心を代弁しているかのように重くのしかかる。


    　真之斗の後ろを歩く亜世砂には、あの事故以来、大きくなったような気がしていた少年の背中が酷ひどく小さく見えた。


    　いや、大きさそのものは変わっていない。


    　真之斗はあれ以来多少、身体からだを鍛えるようになったが、身長が伸びたわけでもなく、筋量が増えたわけでもない。


    　薄闇やみが濃くなっていく道の上、真之斗はドンドン小さくなっていくように見えた。


    　世衣という存在が、自分よりも真之斗にとってどれだけ重要なのか。


    （羨うらやましい）


    　と亜世砂は素直に思った──世衣にだけではなく、真之斗にも。正確に言えば真之斗と世衣の関係が。


    　片方を失って身が縮むほど心配するような、そんなふたりなのだ。


    　羨ましかった。


    　寂しかった。


    　もう、自分はふたりとは距離をおいて眺めるしかない。


    　そのことが、猛烈に亜あ世ず砂さの胸を刺した。


    　痛み──それも息が止まるほどに苦しく、愛おしさの混じる痛み。


    　気がつくと、亜世砂は小走りに駆け寄って、真ま之の斗とを背後から抱きしめていた。


    　つい数か月前まで、いつもふざけて抱きついていたときのままに、真之斗は小さくて、温かい。


    「あ、アズ姉ねえ？　どうしたの？」


    　慌てふためく真之斗に、


    「ばーか、なに落ち込んでンだよ」


    　と亜世砂は精一杯に元気な声を上げた。


    「落ち込んでる場合じゃネエだろ、お互いに」


    　こんなに密着してるのに、真之斗はもう自分の弟分ではない。


    　世せ衣いの恋人なのだ、という思いが余計に亜世砂の中に大きくなる。


    （でも、今だけは）


    　湿った声の、小さな囁ささやきが頭の中に浮かんで、慌てて亜世砂は頭を振った。


    　一瞬、自分が何を密かに期待していたのか、気づきそうになった。


    （なに考えてるんだ、馬鹿！　姉貴が帰ってこないわけないだろう！）


    「早く帰ってきてくれ、姉貴……頼むよ」


    　頭の中の思考が、つい、口から滑り出た。


    　それを聞いた真之斗の背筋が伸びる。


    「……ごめん、アズ姉」


    　真之斗はそっと亜世砂の腕を外し、手を握りしめた。


    「ごめん、僕、自分のことだけしか、考えてなかった」


    　見上げる真之斗の目は、どうやら先ほどの呟つぶやきを、単に姉を失った、心細い妹の言葉だと受け取ったらしい。


    「アズ姉も、辛いよね」


    　真之斗はそう言って真っ正面から亜世砂を抱きしめた。


    　亜世砂の息が止まる。


    「ごめん、気づいてあげられなくて」


    　弟分の声が、遠くに聞こえ、爆発しそうになった喜びの上に大きな蓋ふたが被かぶせられる。


    　そうだ、これは弟が姉を気遣って抱ほう擁ようしてるだけ。


    　愛の告白でも、なんでもない。


    　わかっていたとしても、亜世砂は全身を貫く喜びの中、今度こそはっきりと自覚していた。


    



    　姉の世衣と同じように、自分もまた、霧きり山やま真之斗という少年を愛していると。
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    　れいこくなじょおうは、ちえのおうじょさまがほしかったのです。じぶんのぐんたいは、ちえのおうじょさまがいればもっとつよくなる、そうおもっていたのです。


    　だから、わるいまほうつかいにめいじて、ちえのおうじょさまのこころをうばってしまうことにしました。


    



    　　　　　★


    



    　翌日の午後の授業の休み時間。


    「なあ、真ま之の斗と」


    　那な野の謙けん太たは思い切った、という顔で真之斗に話しかけた。


    「本当に世せ衣いさん、大丈夫なのか？」


    「あ、う、うん」


    「お前さ、昨日からずっとスマホ見てるよな……俺の予想が外れてたらすまないんだけどさ、本当はその……世衣さん、入院してるんじゃないのか？　病気か何かで」


    「いや、それはその……」


    「だってさ、亜あ世ず砂さ先輩も昨日からどこかぼうっとしてるし……」


    「おい、謙太」


    　香か川がわタカシが「そろそろやめてやれよ」という口調で割って入ってくる。


    「大丈夫だよ、入院なんかしてない、ただ、その……」


    　真之斗はなんとか頭の中で言い訳を作り上げ、整理した。


    「心配なんだ、本当に奥地で、携帯の電波も届かない場所だから」


    「本当にそんな田舎なのか？」


    「うん、地名も聞いたことがないぐらい奥地だった」


    「まあ、昨日北海道には大雪が降ったって話だもんなあ」


    　香川タカシがのんびりと言いながら、那野謙太へ向ける目は「真之斗が言いたくないなら放っておけよ」と言っていた。


    



    



    　真之斗の家の構造はよく知っている。


    　玄関を上がって、右手にリビングと真ま之の斗との父母の部屋へのドアがふたつ並び、奥の左手前が一階のトイレ、二階へ上がる階段を過ぎるとダイニングがあって、キッチンの右手に脱衣所と風呂場。


    　真之斗の両親はもうひとり子供が欲しかったそうだから、本来は四人家族用の家。


    　だから真之斗も、その父も「この家は広すぎる」とよく言っている。


    　世せ衣いは真之斗の家の玄関先で溜ため息いきをついた。


    　帰ってきた。


    　夢の中のいい加減さで、霧きり山やまの家が「我が家」なのだと思っていた。


    　いや、真之斗こそが自分の帰るべき場所そのものだった。


    「真之斗！」


    　声を上げながら靴を脱いで揃そろえ、部屋の中を見回す。


    　真之斗の父母の部屋から声がした。


    「いるのね」


    　よかった、と世衣は思った。


    　これで行き違いになっていたら悲しい。


    　真之斗の母の部屋のドアを開ける。


    　一〇年近いこの家の出入りの記憶の中で、この部屋に関することが世衣には一番新しい。


    　実はこれまで世衣も亜あ世ず砂さも、この部屋には入ったことがなかった。


    　真之斗は弟のようなものであり、当然真之斗の父も実の父親同然の気安い付き合いだったが、真之斗の母はこの世の人ではなく、また、母に失望した世衣にとっては「憧れのひと」だ。


    　だからその部屋は、世衣にとっても聖域で、また真之斗も唯一、この家の中で積極的に入りたがらない場所でもあった。


    　一か月前、奥にある大きなベッドで真之斗と愛し合うまでは、ドアに触れたことさえない。


    　どうしてそうなったのか……と、その日のことを思い出しながら世衣はドアを開ける。


    　壁一面の本棚、そして小さな机。真之斗の母の趣味だったという、服作りのための胴体だけのマネキントルソーが部屋の隅に置かれている。


    　机の上にも床にも、塵ちりひとつない。


    　その奥にあるドアを開く。


    「お帰り、セイ姉ねえ！」


    　小さくて白い影が、開けた途端に世衣に抱きついてきた。


    　六畳の寝室をほぼ占領するような形で置かれたベッドの上に世衣は倒れ込んだ。


    　本来ならベッドは入り口の向かいにあるから、前から抱きつかれて仰向けになった彼女の背中にあるはずはないのに、それを不思議に思う気持ちすらない。


    　白い影は世衣の身体からだを抱きしめ、豊満な胸に顔を埋うずめてしばらく大きく息を吸っていたが、やがて顔を上げた。


    「真ま之の斗と……よね？」


    　世せ衣いは首を傾かしげた。


    　自分に抱きついた白い影の顔が……いや、その姿そのものの輪郭がよく見えない。


    「どうしたの、セイ姉ねえ？」


    　白い影が不思議そうに首を傾げる。


    「いえ、なんでもないわ」


    　世衣は白い影の顔のあたりを両手で挟み込み、唇くちびるを重ねた。


    



    



    「……わたしは、今真之斗とキスしています、優しい、温かい……」


    　両耳を覆おおうヘッドフォンと組み合わされた、唇の上までを覆うＶＲ装置を装着したまま、世衣は今自分が頭の中で見えている光景を報告し続けている。


    　今、「アイヴァンホー」は移動して、別の本拠地にいる。


    　世衣が現在横たわるベッドは、万が一に備えて頑丈な「薬室チエンバー」と呼ばれる片面がガラス張りになった、巨大な金属の箱の中だ。


    　薬物とＶＲ装置の与える世衣の脳波を読み取り、心ここ地ちよさを感じる光パルスを与えるプログラムにより、彼女の意識は半分は覚醒し、半分は眠っている半睡眠状態にある。


    　ブローウィンの流りゆう暢ちような日本語の問いかけに対し、世衣は自分が今強烈に望んでいることを答え、ブローウィンが「それが今叶かなっている」と囁ささやいたことで、世衣の意識は霧きり山やま家の玄関をくぐり、奥にある真之斗の両親の寝室で愛し合っている、その状況を克明に報告していた。


    　彼女の脳波をモニタする装置を確認し、点滴で投入される薬物の量を微妙に調整しながら、ブローウィンは彼女の最も望んでいることが次々に叶っていると囁き続け、彼女はそれがどういうものかを報告し続ける。


    



    



    「……悪趣味」


    　マリー・Ｒはそう言って「チェンバー」の外で唇を歪ゆがめた。


    「対象者には見合った処置よ……悪趣味なのは認めるけどね」


    　その隣でロマナが苦笑する。


    　同時にロマナは、ブローウィンが彼女を使って自分たちに害をもたらす意図がどれくらいのレベルで存在するかも考えていた。


    「彼女コヒナタ・セイの管理をあなたに任せるけど、大丈夫？」


    　嫉しつ妬とと任務の板挟みで複雑な表情のロマナに、くすっとマリーは微ほほ笑えんだ。


    「大丈夫、あなたとの愛に変わりはないわ、彼女は道具、でしょ？」


    「少し、安心したわ」


    「少し？　大いに安心してよ。だって私のパートナーはあなただけだもの」


    「そうね」


    　ぎこちなく微ほほ笑えんで、ロマナはマリーを抱き寄せ軽く口づけをした。


    



    



    　それから一時間ほど、世せ衣いの口から、今見ている「夢」の報告を受けていたブローウィンは、次の段階へと移行することにした。


    　自分の膝ひざの上に置いたノートＰＣにつながるスロートマイクをＯＮにする。


    「君はマノト君を愛しているね」


    「はい」


    　魂の抜けた声で世衣が頷うなずく。


    　ブローウィンはＶＲ装置に繋つながったＰＣを操作した。


    　モニタに、マリー・Ｒの顔写真が表示される。


    「彼女もマノト君だ」


    「え……？」


    「君のために戦い、君のために死ぬ」


    　ブローウィンがＰＣを操作すると、戦闘服姿で実戦訓練を行うマリーの動画が再生された。


    「戦っているだろう？　あれは君のためだ。キリヤマ・マノト君も君のために戦う、だから、彼女はマノト君でもある」


    「まの……と？」


    　亜あ世ず砂さの上じよう膊はく部ぶに繋がったチューブの先にある薬液のピストンが、ブローウィンの手元にあるスイッチで押された。


    「そうだ、彼女もマノト君だ」


    　未いまだに事故の後遺症が残る世衣の右手が震ふるえ、シーツの上を痙けい攣れんしたように指先が叩たたく。


    「思い出したまえ、先ほど、君と愛を交わしたのも彼女だ」


    「ちがう……マノトは女の子みたいだけど……女の子じゃ……」


    「同じだ、女の子のような男の子と、女の子は同じだ」


    　ＶＲ装置の光の点滅が始まる。


    　薬液がチューブを伝って世衣の中に入っていく。


    「違う……真ま之の斗とは……真之斗……まの……と……」


    　世衣の唇くちびるが震える。


    　ブローウィンのＰＣの画面の隅に表示されていた世衣の脳波計が大きく乱れた。


    「……愛しい彼のことになると催眠状態が解けるか……」


    　マイクをＯＦＦにして、ブローウィンは苦々しげに呟つぶやくと周囲にいる白衣のＤＡＲＰＡダーパ職員に怒鳴った。


    「二液混合でやる、エセテリンＤを四〇ミリ追加！」


    



    



    　放課後になった。


    　亜あ世ず砂さは真ま之の斗とに「先に帰っててくれ」とメッセージを送り、自分は暫しばらく教室に残って窓の外を見ていた。


    　ここ数日は曇りがちで寒かったが、今日は晴れていて、暖かい一日だった──昨日の真之斗の身体からだほどに温かくはなかったが。


    「……何考えてるんだ、オレは」


    　頭を振って奇妙にぼんやりした自分の思考を叱しつ咤たする。


    「……くそ、これじゃ家に戻っても、どう真之斗に顔を合わせりゃいいんだか」


    　亜世砂は机の上に突っ伏した。


    　自分の気持ちに気づいてしまった以上、もうこれまで通りに真之斗と接する自信がない。


    「あれ？　亜世砂、まだ残ってたのかよ」


    　ふと見ると、空手着姿の華はな社やしろ美み月づきがいる。


    　真っ白な洗いざらしの空手着に黒帯が凛り々りしくもあるが、うっすら汗をかいているのは部活から抜け出してきたからだろう。


    「美月こそ、どうしたのさ？」


    「ああ、ちっと忘れものしたから取りに来たんだよ……これこれ」


    　そう言って自分の机の中から細長い、ラッピングされた箱を取り出す。


    「あ、そうか。理り宇う君、今日が誕生日だっけ」


    「そ。あのバカ、こーゆーのの反応薄いんだけどよ、今年からナシで、とも言えねえしな」


    「照れてるだけだって。理宇君あんまり顔に出ないから」


    「そーだといいんだけどなあ、なんかわかんねえよ、最近」


    「付き合って二年にもなるのに？」


    「そりゃそうさ……で、そっちは何で溜ため息いきついて机に突っ伏してんだよ？」


    「いや……その……」


    　亜世砂は一瞬躊躇ためらったが、世せ衣いの欠席に関する嘘うそに混ぜて美月に話すことにした。


    「今、姉貴が北海道だろ。家の中がひとりっきりだと何か不気味でさ……真之斗の家にお邪魔してるんだけど、どうもな……その、オレも真之斗も、ほら、もう子供じゃないわけでさ」


    「つーか子供じゃないのにひとりで家にいるのが怖いのかよ？」


    「うっさい。姉貴と離れるなんて生まれて初めてだから、慣れてないんだよ！」


    「……まあ、正直言っていいか？」


    　腕組みして、にやりと美み月づきは笑った。


    「そういう場合、お前めェがオレん家とかに来る、って選択肢がフツーじゃね？」


    「……」


    　言われて亜あ世ず砂さはぽかんとした。


    　確かに、まだ同性の美月の家に泊まるほうが「普通」だ。


    　今日もまた、霧きり山やま家のリビングで眠るつもりなのだが、それが不自然だとは思えないほど、亜世砂と真ま之の斗との関係は近すぎた。


    「でもまあ、ここで一気に真之斗君と距離を縮めるとか、一夜限りでめくるめく何かを体験したい、ってんなら話は別だけどな」


    「み、美月！」


    「冗談だよ、冗談」


    　慌てる亜世砂の表情を見て、美月が「まあまあ」と手で抑えながら苦笑する。


    「でも、ほんと、お前たち仲いいのな」


    「……」


    　黙り込む亜世砂の横顔を優しく見つめながら、美月は続けた。


    「あのさ、幼なじみって距離、めんどくさいよな」


    「え……？」


    「俺も理り宇うとは中一のときからの知り合いだけど、告白するまですっげえ時間がかかった……っていうか、まあ、アレだ。自分があいつといるときに感じてるもんの名前に気づくのに時間がかかった、っていうか……」


    「あ、いや、ち、違うって！　オレと真之斗はそんなんじゃないって！」


    「そーかい」


    　ひょい、と美月は肩をすくめた。


    「だ、第一、真之斗は姉貴……」


    　と言いかけて慌てて亜世砂は口を押さえた。


    「聞かなかったことにしてやるよ。生徒会長と弟分じゃ、色々言い出すクズも多いだろうしな……特に先生関係は」


    　すでに美月の表情は「知ってるよ」と言っていた。


    「あ、うん」


    「なるほどな……まあ、でも、そいつは面倒くさいな」


    「いやオレは別に真之斗に対してどうこうって感情は……」


    「ま、そういうことにしとくよ。だけどな、亜世砂」


    　一旦言葉を切って、美み月づきは亜あ世ず砂さを見つめて、真ま面じ目めな口調で言った。


    「姉貴を取るか、真ま之の斗と君を取るか、お前はちゃんと決められるのか？」


    「取るも取らないもないだろ？　もう真之斗は決めてるんだ」


    「先を越されただけだろ……本当に欲しいなら、相手が誰だろうとさ、告白だけでもしないと、本当に後悔すっぞ……俺は一度そうなりかけた」


    「……」


    「理り宇うの塾の先輩で、ちっこくって、可愛かわいくて、優しくって頭がいい人がいて……俺も尊敬してて、好きな先輩だった。で、その人が先に理宇に告白した。そのときにようやく俺、気づいたんだ、あいつが好きなんだって、取られたくないって」


    　初めて聞く話だった。


    「でも、理宇君は美月を選んだんでしょ？」


    「ああ、俺が『俺もお前が好きだ』って叫んだからだ。多分、何も言わなければあいつは先輩と付き合ってたと思う……格好悪いけど、ズルイかもしれないけど、それでも俺、あのとき声を出してよかったと思ってる」


    「……」


    「お前が気き後おくれするのはわかるけど、世せ衣いさんと真之斗君をちゃんと取り合えよ。なんで戦う前から譲るんだよ？　その程度の想いなのか？」


    「……それは……決めたんだ」


    「？」


    「子供の頃、姉貴が……その、死にかけるような目に遭ったことがあって、それを真之斗が命がけで助けてくれたことがあって、それ以来、誓ったんだ」


    　亜世砂はじっと夕陽に染まる教室の床を見ながら言った。


    「姉貴が世衣の母親代わりなら、俺は父親……いや、兄貴になるんだって」


    　この親友は自分の言葉をあざ笑うだろうか。


    　自信がなかった。臆おく病さと言い訳を自分でも理解していたからだ。


    「今さら、女に戻れるかよ」


    　口を動かしながら、自分が延々と言い訳をしていることを自覚する。


    　わかっていても、見苦しくても、言い訳をしたかった。


    　自分が、怖いのだと亜世砂は改めて思う。


    　姉と真之斗を両方失うかもしれない感情を持ってしまったことが。


    「俺も、理宇に告白する瞬間までそう思ってたよ、亜世砂……だけどよ」


    　ぽん、と美月は亜世砂の肩を叩たたいた。


    「決めンのはお前だ。後悔しないようにやりゃあいい。もしも……お姉さんと暮らすのがつらくなったらウチに来いよ。お袋のアパートの部屋に、空いてるのがひとつあるからさ」


    「……ありがとう」


    「じゃあな」


    　美み月づきはもう一度亜あ世ず砂さの肩を叩たたいて外へ出た。


    



    



    「黄昏たそがれ」機関の岡おか崎ざきは東京都内で、とある人物と差し向かいで話をしていた。


    　豪ごう奢しやなソファと応接セット、壁に並ぶ豪壮な黒こく檀たんの本棚にずらりと並ぶのは法律書と洋書。


    　金はかかっているが質しつ実じつ剛ごう健けんを絵に描いた、典型的な企業訴訟専門弁護士の事務所である。


    「……とはいってもあの物件自体、院長が亡くなったときのボヤ騒ぎで書類が焼失し、未いまだに誰が正式な所有者かわからない状態でして」


    「では、彼が正式な所有者である書類を見つけ出しましょう。一二時間以内に──恐らく、そういう書類の写しが役所のどこかに、そう……例えば、電子化の前に、書類を納めるロッカーの隙すき間まにでも落ちているかもしれない」


    　弁護士は不審そうに岡崎を見つめた。


    「ありえるんですか、そういうことが？」


    「日本の役所は未だに紙と印鑑で成り立つ場所です。見落としもあれば忘れもあるでしょう」


    　暫しばらく弁護士と岡崎は視線を交えていたが、やがて、弁護士が深い溜ため息いきをついた。


    「これまで政府や役所と闘ってばかりきましたが、味方になってくれるのは初めてだ」


    「味方になったわけではありませんよ。これは一種の取引です」


    　穏やかに岡崎は笑った。


    「我々は役所の書類不備を正して、あなたに渡すだけです。そしてあなたは我々が見落としているかもしれないものが見つかることに協力していただく、それだけのことです」


    「わかりました、ですが院内や設備を接収したりはなさらないんですね？　書類も？」


    「ええ、国内で危険指定された薬物を探していて、それを見つけたいだけです」


    　念を押す弁護士に、岡崎は静かに頷うなずいた。


    



    



    　華はな社やしろ美月は廊下をひとり、部活動をしている武道場に戻る。


    「……あいつも、大変だよなあ」


    　ぽつりと呟つぶやいた。


    　と、三階から下りてくる少年を視界の隅に見つける。


    「ん？」


    　ひょいと顔を上げると霧きり山やま真ま之の斗とだった。


    「あ、美月さん。お疲れ様です」


    　ぺこりと真ま之の斗とは挨あい拶さつをした。


    　心なしか元気がない……だが先ほどの親友の話を聞けば理由は納得できる。


    （確かに、愛しい人が遠くにいりゃあ意い気き消しよう沈ちんするよな）


    　まさか「遠くにいる」理由が誘ゆう拐かいだとは思いも寄らない美み月づきは、


    「大変だよな、まだ世せ衣いさん戻ってきてないんだろ？」


    　と声をかけた。


    「亜あ世ず砂さと待ち合わせか？」


    「え？　アズ姉ねえ、まだ学校にいるんですか？」


    「教室でぼけっとしてたぞ」


    　苦笑する。


    「アズ姉、具合でも悪いのかな……」


    　心配そうな真之斗の顔を見ながら、ふと、美月は聞いてみた。


    「そ、そうだ真之斗君よ。ちと相談があンだけど」


    「はい？」


    「仮に、なんだけどよ……お前ェを好きな奴がさ、もうひとりいたら、お前ェどうする？」


    「もうひとり？」


    「ああ、世衣さんぐらいお前のことが好きな奴」


    「え？　せ、セイ姉？　あの、ど、どうしてその、美月さんが」


    　真之斗が動転するが、


    「亜世砂から聞いた。安心しろ、黙ってるから」


    　美月が短く説明すると、真之斗は安あん堵どの溜ため息いきをついた。


    　やはりふたりの間のことは秘密にしたほうがいいな、と美月は納得する。


    「で、どうだい？」


    「……告白されたら、きっと断ります。セイ姉のほうが僕は大事ですから……でもどうして？」


    「いや、知り合いに似たようなシチュエーションの野郎がいてな、アドバイスしたいんだがどうしたもんかと思って」


    　どちらのシチュエーションなのかをボカすところが華はな社やしろ美月の空手部主将らしさだった。


    「それはもう、その人の心の中の思いに従うのが一番いいと思います」


    　あまりに無邪気に笑う真之斗に、一瞬怯ひるみ、複雑な表情を浮かべ、そして美月は笑った。


    「そうか、まあ、そうだよな」


    「じゃ、失礼します」


    　頭を下げて真之斗は階段を下り、亜世砂の教室へと向かった。


    　その背中を見ながら、美月はあの親友が何な故ぜ、真之斗に告白できないかを理解した。


    「亜世砂……お前めェ、負け戦を戦ってるんだな」


    　ぽつり、と言った。
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    　きずのいえたおうじさまと、ゆうきのおうじょさまは、ひっしになってちえのおうじょさまをさがしました。


    　れいこくなじょおうのくにへのいりぐちをさがして、ふたりはなんにちも、なんにちもあちこちをあるいて、はしって、さがしまわりました。


    　へとへとになっても、ふたりとも、はをくいしばってがんばりました。


    



    　　　　　★


    



    　弁護士との取引を終えた「黄昏たそがれ」機関の岡おか崎ざきは、今は本来の任務──小こ日向ひなた世せ衣いの捜索、奪還のため、アメリカの商社の孫請け企業の倉庫に立っていた。


    　真夜中、がらんとした倉庫は書類上、この二年、誰も立ち入りしていないことになっているが、あまりに綺き麗れいすぎた。


    　埃ほこりひとつないのは、恐らく使用の痕こん跡せきを丁てい寧ねいに消したが、さらに擬装を施ほどこすほどの時間がない者たちがここを使ったことを示している。


    「岡崎さん、近所の監視カメラの映像、来ました！」


    　倉庫の入り口でラップトップを広げた部下が声を上げる。


    　駆け寄ってラップトップの画面を覗のぞき込むと、見下ろす角度の、街灯一体型犯罪抑止カメラの動画に、数代の大型トラックの移動風景が映っている。


    　時間表示は一二時間前。


    「ナンバー読み取れるか？」


    「対カメラ用ＬＥＤで周囲をコーティングされてて読み取れません」


    「目視確認するしかないか。運転席の顔認証かけて、もしもひとりでも映ってたらそいつを追え……私は室長に連絡する」


    　岡崎は外に出ると車の無線を取った。


    「岡崎です、逃げられました」


    『把握している、今から一二時間前にそこから出ていくトラックの列をこっちでも分析して、肉眼目視でチェックさせてる。関東から出ていないのは間違いない。ＣＩＡ関連の施設を公安警察に頼んでリストを貰もらってきた。内調のリストと照らし合わせて双方に食い違っている建物から洗い出せ……大所帯だから利用できる建物の数はそう多くない、そこにも監視を置いておくから君たちは引き上げろ』


    「了解」


    



    



    「チェンバー」の中で、世せ衣いはまだ夢を見ている。


    「彼女はなかなか理性が強い。視覚、聴覚だけではない『説得』が必要だ」


    　ブローウィンはすました顔で言った。


    「つまり、君だよマリー・Ｒ」


    「なるほど、そういうことね」


    　マリーは肩をすくめて笑った。


    　そのそばでロマナは立ち尽くしたまま無表情だったが、心なしか場の温度が下がったように感じたＤＡＲＰＡダーパ側の職員が思わず襟えり元もとを合わせた。


    「カーテンは引く、我々も退出する。その間彼女と肌を合わせてくれればいい」


    「カーテンなしでも構わないわよ」


    　微ほほ笑えむと、マリーはさっそくその場で服を脱ぎ始めた。


    「暖房は強くしてね。この腕、結構冷たいから」


    　スポーツブラと飾り気のないショーツを取り去ると、引き締まった筋肉の上を少女らしい脂肪層が覆おおっているしなやかな裸体が露あらわになった。


    　腕と脚に走る僅わずかな接合線が、彼女が義手義足であることを辛かろうじて証明している。


    　そして、マリーはちらりとロマナを見やると、挑発的な笑みを浮かべすぐにベッドに横たわる世衣に顔を向けた。


    「じゃあ、仲良くなりましょう、セイ」


    　囁ささやくように言うと、マリーはシーツの中にするりと潜り込み、ＶＲシステムを被かぶったままの世衣の唇くちびるを奪った。


    



    



    　また、放課後になった。


    「……やっぱり何もなしか」


    　世衣が誘ゆう拐かいされた日の日付を入れ、さらにショッピングモールの場所と名称、「ヘリ　飛び去る」などの文字を打ち込んだが、ｗｅｂの上には目撃したという話すらなかった。


    （どうせオレみたいな素人しろうとがなにをやっても、結局は無駄なんだけどな）


    　何しろこういうことに関してはプロとアマチュアの差は歴然としている。


    　現実はドラマのようにはいかない。


    　あるとしたら素人扱いされている、別の分野のプロが、別視点からアプローチすることだが、ただの高校生の亜あ世ず砂さはそういう意味ではまだなんのプロでもなかった。


    （ああくそ、オレみたいな体育会系バカってこんなに役立たずなのかよ！）


    　どんなに早く走れても、高く跳べても、それだけで人捜しの役には立たない。


    　観察眼と人生経験、そして知識……つくづく自分がそういう部分を姉の世せ衣いに頼りっぱなしだったことに気づかされる。


    （くそ……姉貴ならどうする？　どうする？）


    　考えながら、亜世砂は教室を出た。


    



    



    「……つまりこの三か所か」


    　今回の事件は「アイヴァンホー」という組織──つまり、アメリカという世界一裕福な軍事国家が関わっているだけに、大がかりで緻密、そして丁てい寧ねいだ。


    　最長でも一二時間経過するごとに本拠地と人員を移動させているのは間違いない。


    　しかもＤＡＲＰＡダーパという世界最先端の軍事技術の提供と研究を行っている組織とＮＳＡという諜ちよう報ほうと軍事を動かせる組織の合同部隊である、大抵の不可能は可能になる。


    「……とはいえ、奴らは神じゃない」


    　クラタは呟つぶやいた。


    　それでも丁寧にデータを集め、肉眼でチェックし、精査して擬装のほころびを見つけ、消した足跡を部下とともに追い、二日かけてようやく三か所に限定できた。


    　最大の手がかりはヘリだ──人々は突如現れたガスの霧に目を奪われ、空に目を向ける余裕を持たなかったが、レーダーには映る。


    　そして、レーダーに映るもので飛行計画書フライトプランがないものは警戒対象になり、攻撃される。


    　日本以外の国において大型ドローンやヘリによるテロはそこまで深刻化していた。


    　あの日、東京上空、あのショッピングモールの上を飛ぶフライトプランは六通、六機分が提出されている──だが事態発生から数分後、管制塔にクラッキングが行われてデータが改かい竄ざんされ、そこから更にクラタたちがデータを再構築した。


    　結果、ショッピングセンター上空を移動し、世衣とその誘ゆう拐かい犯を回収したヘリと思われる機体は三機に限定された。


    　問題はその移動距離である。


    　最短は東京都の東京ヘリポートへ。最長は燃料補給をしながら岡山まで移動し、さらにもう一機、群馬まで移動している。


    　そして、その三機のヘリから降りた人員の足取りは丁寧に消されすぎていた。


    　乗員の名前も顔も記録されず、ヘリポートの事務所の監視カメラにも不自然なほどに映っていなかった……カメラの配置を知っているかのように。


    　クラタたちは諦あきらめず、周辺の犯罪防止カメラの映像をひとつひとつ丹念に洗うことで彼らの乗った車を特定、ヘリポートから出た後の足取りを何とかたどり──最終的にはＣＩＡの持つ隠れ家セイフ・ハウス三か所に絞られている。


    　三機のヘリのうち、関東で降りた乗員は埼玉方面へ、群馬で降りた乗員は千葉方面に移動し、そして岡山で降りた乗員は名な古ご屋やまで移動した。


    　おそらくあと六時間で「アイヴァンホー」はまた移動を開始する。


    　だが、人員的にも時間的にも同時に三か所に救出部隊を送る余裕はない。


    　何よりも最新兵器で武装した集団である「アイヴァンホー」にもEXMODエクスモツドがいる。


    　小こ日向ひなた亜あ世ず砂さと霧きり山やま真ま之の斗とがいなければ勝てない──ひとつに絞る必要があった。


    「……」


    　クラタは自分のモニタに映し出した三か所の地図を見ながら溜ため息いきをついた。


    



    



    　カーテンを引かれた「チェンバー」の外で、ジョン・ブローウィン博士はＰＣでモニタリングを続けている。


    　ロマナはマリーが世せ衣いと肌を合わせ始めて数分で「チェンバー」の外に出た──恐らく、嫉しつ妬とだろう。
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    　他の職員は羨うらやましがっていたが、ブローウィンにとってマリーと世せ衣いの「行為」を眺めることは自分の性欲とは結びつかなかった。


    　彼にとって女性とは二五歳以上の知性の成熟した白人種のことであり、黄色人種も中東系も亜人類デミ・ヒユーマンに過ぎない。


    　バイブルベルトにあるシェールガス地帯で、最初にシェールガスを発掘し莫大な利権を上げた一族の出である彼は、キリスト教原理主義者でもあった。


    　彼が最初に学問を志したのは、今や地球上では希少種となりつつある純粋な白人種を保存し、反映させるための遺伝子の出口を見つけるためだった。


    　だから、彼にとって「チェンバー」の中で行われていることは作業の一手順に過ぎない。


    　小こ日向ひなた世衣という禁欲的な少女は同時に快楽への恐れを抱いている。そこを実際の肉体的接触で解放し、与え続けることで認識の撹かく乱らんを引き起こす。


    　今行っているプロセスにより、小日向世衣の奥底には真ま之の斗とと妹よりも大事な存在を受け容いれたという理性と感情の「疵きず」を作っているのだ。


    　理性が強く、禁欲的であればあるほど、そして母親の「浮気」による精神的外傷を負っている彼女であるからこそ、「浮気」を行ったということは響く。


    　そのためにも完全な拒絶状態からの肉体接触の強制は意味がない。


    　思考を麻ま痺ひさせ、発情させるためのＭＤＭＡ、ＰＴ１４１などの薬物を首輪型のモニタシステムも兼ねた皮下点滴装置で与え続けている。


    　薬物で麻痺した感覚に肉体的接触が加わり、そこに暗示音声が加われば、あと二時間ほどで操り人形ができ上がる。


    　目覚めた彼女にとってマリー・Ｒは「マノト」になる。愛する存在、愛おしい人、望めば何でもする奉仕対象として認識した存在として。


    　命令されない限り排はい泄せつも睡眠も取れないほどに強烈な暗示による洗脳された「人形」だ。


    　それは時間経過とともにゆっくりと解除されていくが、暗示を自分の常識として飲み込んだ自我はそのままになる。


    　やがて、小日向世衣は自我を取り戻すが、マリーと「アイヴァンホー」への忠誠を保ったままになる──そういうことになっている──表向きは。


    （これでよし）


    　ひっそりと彼は唇くちびるに笑みを刻んだ。


    



    



    　クラタからの連絡はまだない。


    　気分転換、ということでイライラを少しでも散らすため、亜あ世ず砂さは姉の手伝い以外で初めて自分の家の台所に立った。


    「大丈夫？」


    　と真ま之の斗とが心配するのも無理はない。


    「こないだ姉貴の手伝ってるから大丈夫だよ」


    「アズ姉ねえ、あの時は大根を大おお雑ざつ把ぱに切るぐらいしかしてないじゃない、あと盛りつけ」


    「……うっさい。姉貴だって最初のうちは見て、覚えて、思い出しながらやってたんだ」


    「で、何作るの？」


    「卵焼きとハムステーキ、それとキャベツのみじん切り、あとスープはそこにインスタントのがあるだろ？」


    「……なら、大丈夫かな？」


    　切って焼いて終わるもので、その辺、いきなり煮込み料理などにいかないのは亜あ世ず砂さなりのクレバーさというものだろう。


    「じゃあ、えーと、包丁の持ち方は……と」


    「手伝う」


    　真之斗が見るに見かねて立ち上がった。


    「こう持って、こうだから」


    「なんでお前知ってるんだよ？」


    「このところ朝ご飯セイ姉がうちで作ってくれるから手伝ってるうちに少しはできるようになったの」


    「……そっか」


    「えーと、あ、胡こ椒しようが切れてる。こっちの棚だった……あ、あったあった」


    「なんで調味料のストックの場所まで知ってるんだ？」


    「セイ姉がうちで料理するとき、同じ配置にしてくれたから……ここも一緒だね」


    　胡椒の買い置きの封を切りながら、ふと真之斗が寂しくうなだれた。


    「……セイ姉、どうしてるんだろ」


    「無事だよ」


    　亜世砂は半分願望を込めて言いきった。


    「ほら、オレと姉貴は双子だろ、似てないけど……だから、互いに何かあればわかる……と思う。よくあるだろ、テレビとかドラマで」


    「……うん」


    「真之斗も何も感じないんだろ？」


    「僕は……その……だって」


    「お前も、オレたちと血は繋つながってないけど、もう家族みたいなもんだろ？　姉貴の命に関わることなら絶対伝わるって！」


    「うん……」


    　俯うつむいた少年の頬ほおから、光るものが流れ落ちた。


    「あーもう！」


    　堪たまらなくなって亜あ世ず砂さは真ま之の斗とを抱きしめた。


    　姉よりもひと回り半は小さな胸の間に、弟分の少年の顔を埋うずめさせる。


    「泣くんじゃない！　オレら、まだ生きてるし、姉貴に関する変な感じはないし、大丈夫、まだ間に合う、クラタのオバハンだって動いてる」


    「うん……」


    「姉貴ならどうするか考えろ！　例えばオレや、お前がいなくなったら姉貴はきっと慌て……るとは思うけど、その後きっと冷静になる」


    （そうだ）


    　ふと亜世砂は再度考えた。


    （姉貴ならどうする？）


    



    



    　食事を何とか作り、食べ終えてから真之斗を下のリビングに待たせて、亜世砂は意を決して二階の自分の部屋に戻った。


    　頭の片隅に「姉の世せ衣いならどうするか」という言葉が引っかかっている。


    （姉貴ならどうする）


    　きっと世衣なら──まず状況を思い出す。現在亜世砂の持っている最新の情報の確認。


    「記憶、だよな、結局……待てよ？」


    　亜世砂は自分の持っている技術に、一つだけ応用できそうなものがあるのを思い出した。


    　陸上競技のときに教えられたマインドセットの一種。


    　ベストの状態を記憶して、自分のフォームが崩れたりしたとき、あるいは不安なときに「良かったとき」を克明に思い出してリセットする方法。


    （あれなら、使えるかも）


    　集中するため、一〇分間のタイマーをスマホで作動させてやってみることにした。


    　まず、五分間やってみて、ダメなら諦あきらめる。その代わり全精神力を集中する。


    （あの日は晴れてて……でも煙で充満してて……オレは走ってたら襲われて……待てよ？　あの煙、どこから来た？）


    　地図アプリを呼び出してあのショッピングモールの周辺の画像を呼び出す。


    　部屋の明かりを消し、三〇秒ほどそれを見つめると、固く目を閉じて思い出す。


    　あの日のこと──愕がく然ぜんとしてバスから降りて、煙の中を歩いて……、


    「風だ」


    　あのときの風向きを考える。


    （たしか、あのときバスが後ろだったから、大通りをオレはこう進んでて……煙は右から、ってことは東から西に流れてきたわけだから……）


    　だんだんと、克明に思い出していく。


    　撃ってくる敵の数、ゴムスタン弾の掠かすめる感触。


    　自分よりも高く、速く動く敵。


    　エネルギーバーを取り落とした痛恨のミス。


    　意識がそこで一度途切れ……すこしだけ、意識を取り戻した。


    　ほんの数秒。


    　打ち合う真ま之の斗とと敵の黒い影を、亜あ世ず砂さはコンクリの地面から見上げた。


    　真之斗に胸の部分を破壊され、それでも世せ衣いを抱かかえてヘリへと飛び移る影……。


    （女だ）


    　そのときのことを克明に思い出すべく、目を更にキツく閉じて意識を集中する。


    　再び意識を失う寸前、亜世砂は手を伸ばした。


    　ヘリが旋回し、亜世砂の上を飛ぶ。


    　仰向けになって、また意識が途切れる瞬間、亜世砂はそれを目で追ったことを思い出す。


    　機体の腹の部分を見た。


    　錯覚ではない。ほんの一瞬だが、確かに見た。


    　急いでペイントしたらしい機体の下っ腹に、消し切れてない番号があった。


    「！」


    　目を開けて慌てて鞄かばんの中からメモ用のボールペンを取り出して手の甲に走り書きする。


    　あれは、機体番号だ。


    　書き終えるとスマホでクラタの電話番号を呼び出し、かける。


    『どうした？　珍しいな』


    「番号を思い出した」


    　亜世砂は挨あい拶さつ抜きで勢い込んで番号を読み上げた。


    「今思い出した、あのヘリの下っ腹に書いてあった番号だ」


    『なるほど」


    　とクラタは彼女の告げた番号を繰り返した。


    『九〇〇番台の番号だから日本国内のヘリだ、これで確定できる』


    「確定？」


    『実は今、そっちに連絡を入れるつもりだった。世衣君を誘ゆう拐かいした連中が使ったヘリの足取りを追ってたら、それらしい機体が三機見つかった』


    　クラタの声が珍しく弾んでいる。


    『東北ぎりぎりのところと、岡山、そして東京のど真ん中だ。機体番号がわかればそのヘリに乗ってたほうが本命、ということになる』


    「じゃあ！」


    『真ま之の斗と君にも電話を入れる。今日から数日帰れなくなるかも知れないが、いいかね？』


    「いいも悪いもないだろ、クラタのオバハン、愛してる！」


    　大げさに叫びながら亜あ世ず砂さは電話を切った。


    　そのまま戦闘服の入ったバッグを掴つかんで階段を駆け下りる。


    「真之斗！」


    



    



    「機体番号、確認取れました、間違いなく東京ど真ん中のほうです！」


    「黄昏たそがれ」機関のビルの司令室でクラタのメモした数字を送られた職員のひとりが声を上げた。


    「よし、部隊を編成して向かわせろ」


    「いいんですか、室長」


    　岡おか崎ざきの言葉に、クラタは頷うなずいた。


    「構わない。三日も経って彼女が思い出したことだ、錯覚記憶ならもっと早く思い出す。そしてピッタリ合う番号がある、偶然ではあり得ない」


    「いえそういう意味ではありません。このままではアメリカと戦争になりますが」


    　小さく、クラタは吐き捨てるように言った。


    「我々は大人で、彼らは未成年だ。大人の都合で子供をこれ以上、犠牲にできるか──今でさえ彼らの力を借りる情けない大人なのに！」


    



    



    　真之斗たちは着替えると、「黄昏」機関のビルへと、クラタ差し回しのバンで向かった。


    「待たせたね、ふたりとも」


    　ビルの中は騒然としていて、クラタも珍しく防弾ベストを着けて武装している。


    「相手はアメリカ軍だ、心してかかってくれ──君たちは彼らと直接戦ったからわかるだろうが、かなりの強敵だ」


    「敵のデータは？　特に僕とやり合った黒いプロテクターの女の人の」


    「歩兵に関しては最新鋭の防弾防刃プロテクターにゴムスタン弾、神経撹かく乱らんフラッシュライト、今回は使用されなかったが腰には四五口径の拳銃。我々の職員を狙そ撃げきしたのは小型の電磁砲レールガン。恐らく他にも武装がある」


    「銃……」


    　亜世砂がさすがに表情を強こわ張ばらせた。


    　前回は無む我が夢む中ちゆうだったが、銃で武装した敵と対たい峙じすると言われると、やはり怖い。


    「そして、真ま之の斗と君と戦い、世せ衣い君を連れ去った黒いプロテクタースーツの女性は間違いなくEXMODエクスモツドだ──アメリカが現在、唯一手に入れている元暴走EXMODだろう」


    「暴走EXMODを治療したんですか、アメリカが？」


    　真之斗が驚いた声を上げる。


    　少しその中に嬉しさが混じっているのは、自分たちが捕らえた暴走EXMODが本当に「治療可能」なのかという疑問が常につきまとっているからだろう。


    「治療と呼んでいいのかはわからない。なぜなら彼女、マリー・Ｒことマリー・ロジャースは脳にインプラント手術を施ほどこして常に鎮静効果のある脳内物質を分泌するようにしてあるからだ──恐らく、精神的にも一種の洗脳を施して、従順になるようにしているんだろう」


    　真之斗の表情が硬くなる──世衣にも同じ手術がされる可能性があるからだ。


    「こちらが入手した記録によると、彼女はEXMODとして怪力と俊足を得ているらしい」


    「彼女は手足に傷を負ったんですか？」


    「負ったというより、失った、というべきだな。彼女は実弾射撃訓練の際、爆弾テロに巻きこまれて左手と右脚を粉砕された」


    「え？」


    「EXMODの能力が身体能力の強化だけではなく『拡張』でもある、とされるのは彼女の症例データが根拠だ。今の彼女は義手義足にEXMOD能力を拡張させているのさ……君らも衣服の強度に多少その影響が出ているが、彼女は義手義足にまでだからね」


    「……」


    　思わず真之斗と亜あ世ず砂さは顔を見合わせた。


    「だが、能力だけで切り取れば、マリー・Ｒは君たちよりも劣る。組み合わせ方と戦い方を彼女は知っている。その差が彼女の強みだ──だから気を抜かず戦えば勝てる」


    　クラタの声はやけに自信に満ちて聞こえた。


    　それは本当に確信しているからか、それとも真之斗たちを励ますためかはわからない。


    「……」


    　亜世砂は真之斗を見る──少年は厳しい表情を浮かべてはいたが、動揺していなかった。


    　その目に、これまで見たことのない殺気を感じて、亜世砂はたまらない不安を感じた。


    「だが気をつけろ──世衣君を誘ゆう拐かいし、彼女を人質に君たちにも同行を促うながすかもしれん」


    「まさか、僕らがやつらについていくとでも？」


    　真之斗が勢い込んで訊きくのへ、


    「君ら、アメリカまで送られて、三人揃そろって実験体にされたくはないだろう？」


    　クラタは後ろ手で机の上のマウスを使って正面の大きなモニタに地図を呼び出した。


    「さて、説明だ」


    　正面大型モニタに関東近辺の地図が出て幾つもの赤い点が現れる。


    「現在関東全域のＣＩＡ関連施設は大小合わせて四二、これを面積で一二か所まで絞って、さらに電気の使用量から三か所まで絞った──あの四足歩行ドローンにせよそれをコントロールするＰＣにせよ、大電力をくうのは間違いないからな」


    　カチカチとクラタがマウスを操作するごとに、赤い点は消え、やがて三つになった。


    「で、一時間前の亜あ世ず砂さ君の情報を元に一か所に絞り込めた」


    　二つの光点が消え、ひとつだけ残った……新宿郊外の古びた倉庫街の画像が出る。


    「ここだ、現在先行部隊が向かってる。君たちもすぐにヘリで飛んでもらう。強襲をかけるぞ」


    「はい」


    　真ま之の斗とは頷うなずいた。


    　亜世砂も同じように頷きながら、ちらりと真之斗の横顔を見る──少年の顔は輝いていた。


    　これまでの何もできない苛いら立だたしさから解放されたことと、世せ衣いを助け出すという強い意思が真まっ直すぐな光を真之斗に与えているのだ。


    「でもどうして彼らはセイ姉ねえや僕たちを欲しがるんです？」


    　真之斗が疑問を口にした。


    「マリー・Ｒ以外、アメリカではEXMODエクスモツドは生き残らなかった。他に発見された者は全員、暴走して、アメリカ軍や警察によって射殺された──マリー・Ｒは偶然生き残ったために処置が間に合っただけにすぎない」


    　クラタは皮肉に唇くちびるを歪ゆがめた。


    「だから、君たちのような天然ものが欲しいのさ」


    



    



    　目覚めると、世衣は自分が全裸でいることに気づいた。


    　羞しゆう恥ち心しんは働かず、頭の中は、ふわふわした気分で満たされていた。


    　思考の焦点が合わないもどかしさも、そのふわふわした気分の中に埋もれていく。


    「お目覚め？」


    　英語で尋ねられ、横を向くと、ピンクに染めた髪をした中東系の、自分より少し年上らしい少女が微ほほ笑えんでいる。


    「あ……あなた……は？」


    　目の焦点も合わず、世衣は自分と全裸で抱き合っている少女を見つめた。


    　頭の中で、子犬のような雰囲気の少年の顔が浮かび、消え、少女に重なる。


    「マノ……ト？」


    「私はマリー・Ｒ。でもあなたが呼びたいならマノトでいいわ」


    　マリー・Ｒは世衣に軽くキスをした。


    　マリーの白いＧカップの乳房が、世衣のＦカップの乳房とぶつかって互いにひしめきあう。


    「マリー……まの……と……？」


    （肯定せよ、彼女はマノトであり、マリー・Ｒ）


    　誰かの声が頭の中で響いた。


    　普段なら疑問に思うような不可解で、どこか不快な強制の声。


    　ふわふわした頭の中ではそれに対する警戒心も直感も作用しない。


    　頭の中に霞かすみがかかった感じで、それでも世せ衣いは頷うなずいた。


    　その細い首輪型の装置の表面に空いた小窓の中、満たされた薬液がゆっくりと減っていく。


    



    



    「どうやらマリーは上う手まく任務をこなしたようです」


    　ＤＡＲＰＡダーパ側の職員は、自分の上司であるブローウィン博士の技量が確かであったと確認して、いささか興奮を隠せない顔で告げた。


    　EXMODエクスモツドの恐ろしさは彼らもよく知っている。それを化学療法が抑えつけたのだ。


    「まっとうに思考できないのでは意味がないぞ」


    　ロマナ・ギャリソン少佐の言葉に、自信たっぷりにＤＡＲＰＡ側の職員は頷いた。


    「そこは博士が保証しておられる通り、今の彼女は洗脳に使用された薬物の影響で、一種のせん妄状態にあります。数時間たてば、深層心理にまで我々の『教育成果』の記憶が定着し、思考ははっきりして、任務の遂行も可能になるかと」


    「チェンバー」の扉が、完全密閉のための圧あつ搾さく空気の抜ける音とともに開き、タンクトップに革のパンツ姿のマリーが出てきた。


    「終わりました、少佐」


    　白けた顔でマリーは敬礼しながら告げた。


    「よくやった、マリー・Ｒ」


    　そう言ってロマナはマリーを抱きしめた。


    「妬やけるわ」


    　本気の声で囁ささやく。


    「つまらないわ、彼女──マノトのことばかり言うの、あれだけ私と愛し合ったのに」


    　とマリーは唇くちびるを尖とがらせる。


    「では失敗か？」


    「いいえ、名前だけ。今のところね──それ以外は私たちを仲間だと認識してる」


    　そして、唇を歪ゆがめた。


    「あのマノトってやつ、大っ嫌い。彼女、奴と寝てるのよ」


    　嫌悪の表情。


    　マリー・Ｒは海兵隊に入る前、性的暴行被害に遭いそうになって相手を殴打した上で射殺し、過剰防衛に問われた過去がある。


    　裁判所の判事が未成年でなおかつ被害者であった彼女を鑑かんがみ「海兵隊に入ってやり直すか、刑務所に行くか」という条件を出して、前者を選択したのだ。


    　それ故ゆえに、男嫌いには筋金が入っている。


    「拗すねないの。彼は彼女を説得するのに有益だし、あのふたりも入手できればさらに我々にとっては有益だわ、我慢して」


    　ロマナは苦笑した。


    　彼女自身は全性愛者オムニセクシヤルだ。マリー・Ｒとこういう関係になってから男関係は絶っているが、それでも興味がないわけではない。


    　マリー・Ｒは、捕獲後にブローウィンの「説得」と「教育」によって彼女を「恋人」と認識しているだけに過ぎない。


    　ただマリー自身が認識していないだけのことだ……だが、いつの間にか、ロマナはマリーを本気で愛していた。少なくとも彼女が他の女性と肌を合わせるのを見ていられないほどに。


    （不思議なものね）


    　と思うロマナが背を向けている間に、ＤＡＲＰＡダーパ側の職員のひとりが、機器類を操作するふりをして、自分のスマホからブローウィンに素早く秘密のメッセージを送った。


    　このときのロマナは感慨にふけっていて、そのことに気づかなかった。


    「荷物をまとめなさい、あと三〇分で移動を開始するわ」


    「早くない？」


    「クラタという『黄タソ昏ガレ』機関の女のことを調べたわ……彼女は油断できない。とにかく今は早く本国に戻って、偉い人たちに残りふたりの攻略法を考えてもらいましょう」


    



    



    　作業を終え「疲れた」と自室に引き上げたブローウィンは、今、小こ日向ひなた世せ衣いを管理している部下、ＤＡＲＰＡ側職員からの秘密のメッセージを見て笑みを浮かべた。


    　小日向世衣の「説得」と「教育」のレベルを彼はわざと変更した。


    「教育」は薬物によりシナプスと神経細胞までの電気信号を撹かく乱らんする脳内物質の合成を行いながら「説得」による映像、言語による暗示によって人間の記憶野を一時的に上書きし、「思い違い」と「錯覚」を人工的に長期間引き起こして対象者の「人間関係」を再構築することを目的としている。


    　通常は最も近しい者、恋人と親族の名前を消して空白にし、そこに「コントローラー」の名前を「書き込」む。


    　今回、ブローウィンはわざと、マリーの名前を「書き込」まなかった。


    　小日向世衣の愛した存在は霧きり山やま真ま之の斗とであり、彼女はその顔と一緒に過ごした記憶を曖あい昧まいにされているにすぎない。


    　同時に「教育」は徹底させている。


    　やがてせん妄状態が終わり、「教育」と「記憶」の間の矛む盾じゆんは大きくなる。


    「教育」と「記憶」による思想と思考の改築のため施ほどこした溶接は容易たやすく剥はがれ落ちる。


    　自己矛盾を外側から矯正できなくなる。


    　このまま妹の亜あ世ず砂さ、霧きり山やま真ま之の斗とと再会できぬままに連れ去れば、小こ日向ひなた世せ衣いの精神はあと二四時間後には完全に崩壊し、目覚めれば暴走──それはロマナの失敗と見なされるだろう。


    　まず、そのための最初の手段として、彼は今回のことに関し、携帯電話の中にロマナ名義の電子署名の入った命令書を作って送信可能状態にしてある。


    　これによって、自分は今回のことを「理解の浅い」ロマナに命令されて行ったことになる。


    　ブローウィンはこのために半年待った。


    　EXMODエクスモツドは滅ぼさねばならない、それがアメリカの国益を損なうことになっても。


    　いや、国益のためにこそ、EXMODは滅ぼすべきだ。まして白人種でないのならば、超人である意味がない。


    　ブローウィンは決意の元に、自分への命令書の送信アイコンをタップした。
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    　つかれきったおうじさまは、ゆうきのおうじょさまといっしょにねむってしまいました。


    　おうじさまはねぼけて、ゆうきのおうじょさまをまくらとおもってだきしめ、ゆうきのおうじょさまはびっくりしましたが、しあわせなきぶんになったので、そのまま、なにもいわずに、つかれきったおうじさまをだきしめていっしょにねてあげました。


    



    　　　　　★


    



    　亜世砂は、ヘッドギアの顔を覆おおう部分に犯罪抑止カメラ、あるいは防犯カメラで顔を解析されないための特殊な波長のＬＥＤライトを灯すと、両の太ふと腿ももに親指を押し当てて、呟つぶやく。


    「In a gadda da vidaイン・ア・ガツダ・ダ・ヴイダ」


    　目標から二キロ先の上空で、亜世砂はヘリから夜景広がる街中へと飛び降りた。


    　膝ひざで着地の衝撃を吸収するのにはもう慣れていた。


    　パウチからエネルギーバーを取り出し、齧かじりながらビルの屋上から裏路地へと飛び降りる。


    　真まっ直すぐではなく、隣のビルの壁面を交互に軽く蹴けってジグザグに下りた。


    　途中、非常階段で残業の休憩に煙草たばこを吸っていた中年のサラリーマンが驚きよう愕がくの目でこちらを見るのへ、軽く手を振って笑いながら地面に下りると、走り出す。


    　地図は頭の中に叩たたき込んである。ほんの数秒で、亜あ世ず砂さは目的地の貸し倉庫にたどり着いた。


    　広大な敷地のアスファルトの地面には、真新しいオイルやタイヤ痕こんが残っている。


    　そしてまだ一台、トレーラーが残っていた。


    「！」


    　亜世砂は、はやる胸を抑えながら防弾ベストにベルクロで留めた麻酔ガスのボンベを取りだし、しっかり本体とレバーを握りしめたまま、安全ピンを抜いた。


    「こちら、亜世砂、出入り口ないんで突入します！」


    　この中に、まだ世せ衣いが残っている可能性が僅わずかにあるかもしれない。


    　もしもそうでなければ、他をまた一刻でも早く追わねばならない。


    　そのまま瞬時に短距離を細かく走って通気口がないかを探すが、見つからないのでそのままシャッターの下りた正面へ突入した。


    　途中、腰の後ろに装着していたガスマスクを取って顔に填はめる。


    「ていやあああああっ！」


    　マスク越しに叫びながらシャッターに向かって思いっきり走って両脚を揃そろえてのドロップキックを撃ち込む。


    　紙のようにステンレスのシャッターがひしゃげ、亜世砂は爪先から倉庫の中に飛びこんだ。


    　中にいたのは十数名のプロテクターをつけた兵士たち、そして……鉄でできた跳び箱を逆さまにして、細い四本の足を生やしたような四足歩行ドローンたち。


    　着地すると同時に亜世砂は麻酔ガスを投げて走る。


    　地面を転がりながら麻酔ガスの缶から安全レバーがはじけ飛び、一気にガスが噴き出した。


    　相手がこちらに引き金を引く前に、亜世砂は地面をスライディングして立ち上がり、一番手前にいるひとりにタックルした。


    　そのまま次の相手にぶつかる。更に次、次。


    　大分速度は落ちていたが、それでも大の男を四人まとめて二〇メートルほど離れた壁の辺りまで吹っ飛ばした。


    　最初の銃弾一発が空気を斬って飛んでくるが、大きく外れた。


    　亜世砂はそのままの勢いで自分が今さっき吹き飛ばした男たちに隠れて壁まで走ると、そのまま今度は壁を斜めに、天井近くまで駆け上り、さらに今度は床ギリギリまで駆け下りる。


    　ほんの一瞬で、入り口から入ってきた敵が味方四人を吹き飛ばし、広大な倉庫の中を壁まで使って一周したのだから、通常の人間の反応が追いつけるはずはない。


    　だが、その横に待機していた四足歩行機械は別で、胴体から筒状の装置が立ち上がると、僅わずかなモーターが駆動する音とともに、次々と超高速のゴム弾丸が亜あ世ず砂さを狙ねらい撃つ。


    　辛かろうじて亜世砂はそれを避よけ続けたが、一瞬天井にぶら下がったとき、一発が太ふと腿ももの横数十センチを掠かすめて天井を吹き飛ばしたが、その衝撃波も、彼女の右脚全体を軽く叩たたくほどの威力を見せた──首か胴体に当たれば一発で死ぬ威力だろう。


    　だが、兵士たちも四足方向の自動攻撃型ドローンも、亜世砂の抹殺は命じられていないらしく、兵士たちの構えた連射式ゴムスタン弾の銃弾も、ドローンのレールガンも亜世砂の手足を狙うためどうしてもタイムラグが生じた。


    　そこへ、真ま之の斗とが拳で壁を粉砕して乱入する。


    　さらに真之斗の背後からクラタの部下たちが追加のガス弾を撃ち込んだ。


    　視界がみるみる塞ふさがれて、乱戦になった。


    　亜世砂はガスマスクを兼ねたヘッドギアのバイザー部分に装備された、簡易赤外線センサーのスイッチを入れた。


    　この乱戦の中、人影がくっきり見える。あのドローンたちの右う往おう左さ往おうぶりもだ。


    　亜世砂はトレーラーの荷台の中へ飛びこんだ。


    　期待は棄すてろ、とここへ来る空の上でクラタに言われたが、やはりトレーラーの中に世せ衣いの姿はなく、あの四足歩行ドローンとその部品類が詰め込まれ、手前に床に溶接された机の上でノートＰＣを操る四〇歳ほどの白衣を羽は織おったアフリカ系男性が振り向いた。


    　慌てて、慣れない手つきで銃を構えようとする白衣の男のみぞおちを蹴けり飛ばし、ノートＰＣのＵＳＢポートに、クラタから持たされていた細長い、ＵＳＢデバイスを突っ込む。


    　チカチカと、細長いＵＳＢメモリによく似たクラック用デバイスの全体が淡く点滅した。


    　クラタたちの仲間であるクラッカーがこのＰＣを経由して「アイヴァンホー」のＰＣへと侵入を開始しているという意味だ。


    「上う手まくいってくれよ」


    　クラタの読みでは、ここに突入しても中に二○人以上の人間──つまり最低限必要とされる護衛の数だ──がいなければ、世衣もいない。だが彼らのＰＣにＵＳＢメモリを挿して強制的に侵入できれば、その痕こん跡せきをたどれる、ということだった。


    　さらに、何人かとっ捕まえて尋問するという情報収集もせねばならない。


    「うおおおおお！」


    　がん、という激しい音とともにトレーラーの荷台が揺れ、壁に大きな凹へこみができた。


    「真之斗、バカ、何やってるんだ！」


    　慌てて外に飛び出すと、トレーラーから離れた入り口付近で、真之斗を相手にあの四足歩行のドローンたちが一斉に飛びついて、真之斗はそれを引き剥はがしては地面に叩きつけ、ぶん投げている。


    　外へ出てクラタの部下たちと応戦している「アイヴァンホー」の兵士たち目がけ、真ま之の斗とは走り出した。


    　表情が、今まで亜あ世ず砂さが見たことのない凶悪なものに変わっていた。


    　子犬ではなくて狼だった──それも怒りに我を忘れた。


    「真之斗！」


    　亜世砂が青くなって走り出そうとする寸前、兵士のひとりが真之斗に向けて振り向きざま、銃の引き金を引いた。


    　ゴムスタン弾を使用する大型の銃ではなく、クラタの部下との応戦に使おうとしていたらしい、バレットＭ９五〇口径・対物狙そ撃げき銃。


    「～～～！」


    　射手が声にならない悲鳴を上げて、装甲車の装甲を貫くことを目的にした弾丸が連続で真之斗の心臓を目がけて次々と撃ち出される。


    　最初の数発は真之斗の拳の表面で弾けた。


    　次の数発を撃つよりも先に、真之斗の拳がバレットの長い銃身を横殴りにして飛ばした。


    「セイ姉ねえはどこだ」


    　射手が腰を抜かすほど、冷たい声が真之斗の口から漏れた。


    「僕のセイ姉をどこにやった！」


    　射手は逞たくましい兵士で、身長は真之斗よりも五〇センチ近く高い。


    　それが仰向けに転がり、腕だけで後あと退ずさりながら子供のように悲鳴を上げていた。


    　真之斗の背中に、四足歩行ドローンたちがまた追いすがってくるのを、少年は振り向きざまに拳で横なぎに飛ばした。


    「邪魔だ！」


    　亜世砂の近くまでドローンの機体の何体かが飛んできて、数百キロ近い重さの物体は、ショートケーキをアスファルトに叩たたきつけたようにボロボロになって転がっていった。


    「真之斗、少しは周囲を……」


    　見て戦え、言いかけた亜世砂の前で、真之斗の顔に顔認証を撹かく乱らんするためのＬＥＤのものではない、奇妙な光の明滅が照射され、ぐらりと少年の身体からだが揺らぐ。


    　真之斗の身体から、EXMODエクスモツド能力の発動を示す金色の光がゆっくりと消えていくのに続いて、乾いた銃声が響いた。


    



    



    　その瞬間、先行してそれまでの拠点から移動を開始したトレーラーの中、ベッドでまどろんでいた世せ衣いは、何かに弾かれたように起き上がった。


    「どうしたの？　セイ？」


    　マリー・Ｒが尋ねるのに対し、


    「わからない……の……なにか、とってもいやな感じがして……あなたが、今、大変なことになった気がしたの、マノト」


    　と彼女は言葉を紡つむごうとし、またゆっくりと薬物の影響によって生じたまどろみの中へと引き込まれて、ベッドの上に横たわる。


    「大丈夫、私はここにいる、マノトはここにいるわ……お休み、セイ」


    　そう言ってマリーは世せ衣いの唇くちびるにそっとキスをした。


    



    



    　しゃがみ込んで飛んできた四足歩行ドローンを避よけた亜あ世ず砂さは嫌な予感がして真ま之の斗とのほうを慌てて見た。


    　少年の防弾ベストとベルトの間の僅わずかな隙すき間まに、ゆっくりと赤黒いものが広がっていく。


    「……！」


    　亜世砂は凍りついた──どこからか、狙そ撃げきされたのだ。


    　さっきまで悲鳴を上げて逃げようとしていた兵士は腰の銃を抜くと、真之斗に抱きついて銃口を押し当て、更に兵士は二回、真之斗の細い身体からだに銃口を押しつけて引き金を引いた。


    　血ち飛沫しぶきが真之斗の脇腹から噴き出す。


    「へへ……血が出るじゃネエか……殺せるぞ！　劣化ウラン弾をぶち込みゃあ……」


    　英語で言いかけたその兵士の顔面を、超高速で駆け寄った亜世砂が蹴けり飛ばした。


    　前歯を全て砕かれて悶もん絶ぜつした兵士をよそに、ゆっくりと真之斗が倒れるのを抱きかかえる。


    「真之斗！　真之斗！」


    　亜世砂の掌てのひらにぐっしょりと鉄てつ錆さびの匂においのする液体が滴したたり落ち、真之斗の口からも激しい咳せきとともに、チョコレート色した液体が溢あふれる。


    「アズ……姉ねえ……ごめん、ミスった……顔に妙なフラッシュ……力が……抜けて……」


    　虚うつろに笑いながら、真之斗はゆっくりと目を閉じた。


    「バカ、眠るな！　目を開けろ真之斗！　バカ！　死ぬな！」


    　亜世砂がキッと顔を上げて狙撃した銃弾が飛んできたほうを睨にらみつけようとした瞬間、先ほど真之斗に浴びせられたのと同じ光の明滅が彼女の目を眩くらませた。


    「な……！」


    　強烈な光の明滅を避けるべく手を上げようとして、亜世砂は手が動かないまま真之斗と重なって倒れ、身体が言うことを聞かないことに愕がく然ぜんとする。


    　叫ぶこともできず、真之斗と重なったままの亜世砂の背後に、岡おか崎ざきが特殊なフィルムで装甲されたＳＵＶを停車させた。


    　瞬間、銃弾がＳＵＶの表面に弾け、車体全体に四層にわたって車体に貼りつけたフィルム状の最新型爆発反応装甲リアクテイブアーマーが作用し、爆発してその威力を相殺する。


    　飛んでくる攻撃物体が当たった瞬間、爆発することでその威力を相殺するこのフィルム状の装甲は、打ち込まれたものが対物狙そ撃げき銃だと示していた。


    「乗りたまえ、脱出だ！」


    　運転席から岡おか崎ざきが叫び、後部座席の部下がドアを開いて亜あ世ず砂さと真ま之の斗とを引っ張り込んだ。


    　ＳＵＶのタイヤを狙ねらった銃弾がコンクリの地面に弾けるのを尻目に車は音を立てて急旋回し、倉庫から脱出した。


    



    



    　世せ衣いと職員と機材を載せたトレーラーに先行しているフォードのＳＵＶの中、ロマナ・ギャリソン少佐に無線連絡が入った。


    「クラッキングか、予想通りではないか」


    『それが、こちらの予想を超える滅め茶ちや苦く茶ちやなやり方でして。「ＩＣＥ９アイス・ナイン」タイプのウィルスによる攻撃なんです』


    「なんだと？」


    　ＩＣＥ９と呼ばれるコンピューターウィルスは、核爆弾に例えられる攻撃特化型ウィルスであり、送り込む側も送り込まれた側も作動した瞬間に丸ごと感染し、そこの近くにある全ての有線、無線の電子機器に感染して機能不全に陥らせるという代物である。


    　管理も難しく、他のＰＣに感染させるには一テラの通信用ＵＳＢデバイスがあれば十分中継役になるが、二時間以上保存するためだけに高速処理可能なサーバーひとつを犠牲にし続ける覚悟がいるという。


    『何とか在日米軍基地やＣＩＡ、本国への感染は防ぎましたが……送り込む側もサーバーひとつを丸ごと犠牲にしてのカミカゼ・アタックですよ、無む茶ちや苦く茶ちやだ！』


    　ロマナの判断は即決だった。


    「……よろしい、オプション９ナイン発動。一切のＰＣ類を廃棄しろ、携帯電話セルフオンもだ」


    　言って、ロマナは自分の携帯電話を懐ふところから出した──オプション９とは、「棺コフイン」と呼ばれる特殊な装置以外の全ての電子機器を破棄し、再調達することである。


    「車を路肩に停めろ。これからは暫しばらく歩きだ」


    「はい、少佐」


    　部下が頷うなずいて車を停車した──車でも、電子制御チップが使われているものは破棄対象だった。


    「二〇世紀にしばらく逆戻りだ、寒さに気をつけろ」


    　言ってロマナは車を降りた。


    　ヘッドライトの河が流れる高速道路の上で、ロマナは吹きつける寒風に顔をしかめた。


    「嫌な相手ね、『黄昏タソガレ』のクラタは」


    　ロマナがジョン・ブローウィンが偽造した、自分が出した覚えのない抹殺命令によって、霧きり山やま真ま之の斗とを「仕留め損なった」という報告を聞くのはこの三〇分後のことである。


    



    



    　走る車の中、二〇秒もしないうちに亜あ世ず砂さは自分の手足が元通り動くことを知った。


    「ま、真之斗！」


    　起き上がる亜世砂の前で、クラタの部下が真之斗の腹部に開いた銃創に、小さなマシュマロのようなものがぎゅうぎゅうに詰まった、針のない大きな注射器を押し当てるのが見えた。


    「とにかく止血する、弾丸は医者に取りだしてもらおう」


    　そう言ってクラタの部下がピストンを押し下げた。


    　後部座席に横たわる真之斗の腹部の中に、小さなマシュマロに似た粒丈の止血剤が注入され、傷口が僅わずかに膨ふくらんで塞ふさがり、血が出なくなる。


    「真之斗！」


    　叫ぶ亜世砂の声に真之斗はぐったりとしたまま反応しない。


    「気を失ってるだけだ、心配ない……あとは医者を手配して手術してもらおう」


    　岡おか崎ざきが落ち着いた声で励ますのに対して亜世砂が問う。


    「あ、あの、救急病院までどれくらいかかりますか？」


    「ここからじゃ遠いから、近くにあるうちの所有してるビルで手術する、医者は今、室長がヘリで迎えに行ってるから間に合う」


    　岡崎がヘッドセットでクラタと交信した内容を告げた。


    「それまで話しかけ続けろ！　いいね？」


    「わ、わかりました……真之斗、おい、真之斗！」


    　むしろ黙っていることなど今の亜世砂にはできなかった。


    　世せ衣いを奪われ、真之斗まで失ったらそれこそ、自分はどうすればいいのか。


    　車は大きくハンドルを切って、都心へ向けて進路を取った。


    



    



    「アイヴァンホー」という組織は、起こりうるあらゆる状況を想定しマニュアル化され、ユニット化され、現状に応じて発動するよう出来ている。


    「オプション９」の第二段階は二〇分後にまずデジタルではない通常の無線機と、納品後ウェブに繋つなげていないノートＰＣ、電子制御ではない古い輸送トラックという形で現れた。


    　そして、真之斗たちと交戦状態になった部隊からの報告にロマナは激怒した。


    「ドクター・ブローウィン、どういうことだ！」


    『我々の目的を遂行しただけだよ、少佐』


    　いきなりの決めつけだったが、ブローウィンは一切の否定をしなかった。


    「そんなことは聞いていない、君は私の電子署名を偽造して命令を出したな？」


    『君は未いまだに本部が立てた計画通りにコトが進むと思っているのかね？　コヒナタ・セイを誘ゆう拐かい洗脳した後、コヒナタ・アズサとキリヤマ・マノトを説得させるという愚かな計画が？』


    「……」


    『私を罰するのは構わないが、それは後にしたまえ。私はEXMODエクスモツドを君よりも深く知っている。我が国には君の恋人と、コヒナタ・セイのような複合型EXMODひとりで十分なのだよ………それとひとつ気になっていることがある』


    　無線機を握り砕きそうになるロマナに構わず、ブローウィンは冷徹に続けた。


    『コヒナタ・セイの右手は何な故ぜEXMODを発動せず不自由なままなのか……私の仮説としては、それが残りふたりとの関係性にあるとみている』


    「そんなことは本国に戻ってから研究したまえ、私の任務をかき回すな！」


    『私にはEXMOD二名に追いかけ回されることのほうが遥はるかに問題だよ。だから撃たせた』


    「貴様、越権行為という言葉を知っているか？」


    『戦死者ではなく負傷者のほうが敵の足止めには役に立つ、だろう？』


    「素人しろうとが口出しをするな！　貴様を拘こう束そくする！」


    『では誰が彼女を……コヒナタ・セイを管理するのかね？　ＤＡＲＰＡダーパの職員に軍人の君が的確な指示を出せるか？　彼女の「教育」と「説得」を完成させられるのかね？』


    　内心歯ぎしりしながらも、なんとか冷静さを取り戻してロマナは言った。


    「……二度目は許さない。もう一度私の権限を侵すような真ま似ねをしたら、君を射殺し、コヒナタ・セイを睡眠状態のままで本国へ送る」。


    『私は無駄なことはしないし、命も惜しい』


    　ブローウィンの声は真ま面じ目めだった──内心では高笑いをしているのかもしれないが。


    



    



    　真ま之の斗とが運び込まれたのは、元は美容師学校だった三階建ての古いビルで、唯一整理された理容実習室へ真之斗は移動させられた。


    　驚いたことに、瞬く間に岡おか崎ざきとクラタの部下たちは手術台を引っ張り出し、無菌テントを膨ふくらませ始め、真之斗は亜あ世ず砂さに手を握られたまま手術台の上に乗せられ、四方からライトを当てられていた。


    「我々は元々防疫機関だからね、こういう非常用の医療設備を都内に七か所持ってる」


    　やがて屋上にヘリの爆音が聞こえたかと想うと、ドアを開けてクラタに伴われた医師と看護師数名がやってきた。


    「なんだ、君たちなのか！」


    　驚いた声を上げた医者の顔を、亜あ世ず砂さは暫しばらく見つめ、それからようやく思い出した。


    　全ての始まりであるあの電車事故のとき、亜世砂たちにPARANO=ERパラノエルを投与することを決め手術を行った医師である。


    「確か、三さえ枝ぐさ先生、でしたよね？」


    「よく覚えていてくれたね、光栄だよ」


    　言いながら医師は手術着に着替え、洗面台で手を洗った。水は流しっぱなしにして他の看護師たちが手を洗うのをよそに、両手を軽く上に上げたまま無菌テントの中に、背中から入る。


    「そういえば知り合いだったな。彼にはあの事故以後、うちの機関に協力してもらってる」


    　クラタが事情を説明する。


    「……で、弟おとうと君くんは？」


    　三枝医師の問いかけに、亜世砂は現実を思い出した。


    「ずっと話しかけてますが反応がないんです」


    「何発撃たれたかわかるか？」


    「最低でも三発」


    　亜世砂は速答し、岡おか崎ざきが補足する。


    「二発は拳銃、最初の一発は恐らくライフルです……その前に長距離から神経撹かく乱らんフラッシュライトを当てられて混乱させられたかと思います」


    「神経パルスと同じ波長の光を当てて脳からの指令を混乱させる奴か」


    　クラタは溜ため息いきをついた。


    　三人がその会話をしている間にも慣れた手つきで三枝医師は真ま之の斗との防弾ベストを脱がせ、戦闘服の上着を特殊なハサミで切り裂き、靴くつとズボンを脱がせ、傷口をチェックする。


    「それなら後遺症はない……問題は銃弾……おお、ＸＳＴＡＴ30系の止血剤を使ったか、賢明だ」


    「最新型のＸＳＴＡＴ75を使いました、二〇〇ミリグラム分です」


    「少し多いな、だが少ないよりいい」


    　岡崎の報告に三枝は頷うなずきながら傷口のチェックを終えた。


    「さあ、お姉さんはテントから出てもらおう、手術の時間なのでね」


    「わ、分かりました」


    　慌てて亜世砂が外に出る。


    　控えていた看護師たちが入れ替わりに無菌テントの中に入った。


    　裸にされた真之斗の顔に麻酔用のマスクが装着され、各種センサーが取りつけられモニタ類に灯が入る。


    　テント内を再殺菌するために消毒液の霧が立ち込めて、すぐに消えた。


    「手術を始める」


    　マスクをした三枝さえぐさ医師の宣言で、手術が始まった。


    　亜あ世ず砂さは目を見開いて中を見ようとしたが、どうしてもできず、その場に膝ひざをついて手を握り合わせた──とはいえ、亜世砂も世せ衣いも、そして真ま之の斗とも神を信じてはいない。


    　三人とも、神を信じるには過酷すぎる体験をしているからだ。


    　亜世砂はそれでも、何かに祈らずにはいられなかった。


    　カチコチと、柱にかけられた時計の秒針の音がやけに大きく亜世砂の耳に響く。


    　──実際にはどれくらいの長さだったのか、亜世砂にはわからない。


    　肉を切る小さな音がずっと続き、やがて小さな、固い音が次々と起こった。


    「金属探知機」


    　三枝医師の言葉に、看護師のひとりがレジのチェッカーのような機械を手渡すと、彼はそれで真之斗の身体からだを調べた。


    「縫ほう合ごう」


    　針と糸が手渡され、人の皮膚と肉を縫ぬい合わせる針が刺さり、抜かれる音が小さく、小さく連続して響き、いつしか、止まった。


    「手術終了」


    「せ、医師せんせいっ！」


    　無菌テントから出てきた三枝医師に亜世砂は詰め寄った。


    「真之斗は！」


    「無事だよ」


    　三枝医師の笑顔に、


    「は……はははは……よかったぁ」


    　くたっと亜世砂はその場にトンビ座りにへたりこんだ。


    「バイタル……心臓や脳波が安定しているようなら、多分明日には全て快復するだろう」


    「あ、ありがとうございます」


    「うん、ちょっと一服してくるよ」


    　優しく頷うなずいた三枝医師は、さりげなくクラタに目配せしたが、真之斗が無事だと聞かされてようやく緊張の糸が緩んだ亜世砂に、それに気づく余裕はまだない。


    



    



    「……これが彼の身体の中にあった弾丸です」


    　非常階段に出た三枝医師は手にした小さなコンテナを、後を追ってやってきたクラタの前で開いて見せた。


    　クッションの詰まったコンテナの中にはシャーレがふたつ置かれ、その中には、変形してひしゃげたライフル弾が一発。もうひとつのシャーレにはそれより遥はるかに小さい四五口径弾が二発。


    「見覚えがある、４０８チェイ・タック弾……未成年こども相手に大口径ライフルか」


    「ただのライフル弾じゃないですよ、クラタさん。これは劣化ウラン弾を芯に使ってます」


    「なに？」


    「ご存じの通り、劣化ウランは鉛よりも鉄よりも比重が重い──私は以前、『国境なき医師団』にいましてね、これと同じものを見ました。変形はしていますが、幸い中身は露出してない」


    「もしも中身が露出していたら、真ま之の斗と君は今頃は内部被曝か」


    「その可能性は大いにあります」


    「あの国は本当に殺すとなると徹底的だな」


    　クラタは口をへの字に曲げた。


    「彼の身体からだの再生力の異様さを見てなかったら、今すぐに被爆治療の施設のある病院へ移すように進言してるところです」


    「ではそこは安心していいということだな？」


    「医者は事実しか言いませんよ、クラタさん」


    



    



    　手術後一時間もしないうちに、全てのバイタルが安定した。


    　ただし、真之斗は四〇度近い高熱を出している。


    「急激な再生に身体が反応してるんだろう」


    　と三枝さえぐさ医師は亜あ世ず砂さに告げた。


    「とりあえず我々は少し休むことにするよ、モニタは続けるから君も休みなさい」


    「いえ、オレ……あたしも、一応食事も水分も摂りましたから、真之斗のそばにいます」


    　亜世砂はさすがに言葉遣いを改めた。


    　無菌テントは取り払われ、包帯を巻いただけの真之斗は暖房の効いた部屋の中、ベッドの上で昏こん々こんと眠っている。


    「わかった、でも無理はしないように」


    　と医師は言い、クラタの部下がコンビニ弁当の山を亜世砂の前に置いた。


    「大丈夫、ハンガーノックはまだ起きてませんから」


    「兆候があったらすぐに食べたまえ」


    　クラタが言うと、亜世砂は首を横に振った。とても食欲なんてない。


    「今はEXMODエクスモツド能力が発動してるわけじゃないですよ」


    「それでも、だ」


    「太るのはいやなんで」


    「乙女だな。では真ま之の斗と君の手でも握ってあげろ──君にしかできないことだ」


    「はい」


    　頷うなずいて、亜あ世ず砂さは真之斗の手を取った。


    　なるほど、かなり熱い。


    　でもその熱が真之斗の命を示している。


    　ぎゅっと、亜世砂は周囲の目もはばからず真之斗の手に更に自分の手を重ねて握りしめた。


    　クラタたちはそっと出ていく。


    （生きてる……よかった）


    　亜世砂はぽつんと思った。


    



    



    　真之斗と亜世砂を残して外に出たクラタに、岡おか崎ざきがそっと近づいた。


    「どうした？」


    「例の件、どうやら九州方面に有望な『ヌケ』が一か所あるようです」


    「やっぱりか。三度目の正直というやつだな……『交渉材料』が見つかるといいんだが」


    「可能性は高い、と私は考えています」


    「すまんが、直ただちに向かってくれ。私は指揮をしなければならん」


    「分かりました」


    「今日の件、どう思う？」


    「霧きり山やま真之斗君は、少々危険な精神状態にあると思います」


    「亜世砂君じゃないのか？」


    「いえ、むしろ亜世砂君がいるから安定しているかと……できれば前線から引かせるべきです」


    「──できれば私もそうしたいが、相手側にもEXMODエクスモツドと最新兵器がある、彼らなしでは小こ日向ひなた世せ衣い君の奪還は難しい」


    「理解しています。ですが前線に出しすぎない方向で彼の出動は検討すべきかと」


    「なるべくそうするよ」


    「では、失礼します」


    　一礼して岡崎はビルの非常階段を下りていく。


    



    



    「とりあえず、真之斗君は熱に用心して暫しばらく様子見、ということでいいようだ」


    　三時間ごとに様子を見ていた三枝さえぐさ医師は、亜世砂とクラタに対し、翌日の夕方に結論した。


    「……え？」


    「EXMODだからなのかはわからないが再生力が強化されてるんだろう、縫ほう合ごう糸を全て吐き出した上に傷口は勝手に塞ふさがってる……過信はできないだろうが暫しばらく様子を見るべきだろう」


    　見たまえ、と三枝さえぐさ医師は包帯とガーゼを外した真ま之の斗との傷口を、亜あ世ず砂さに見せた。


    　右脇腹の二発、臍へそ脇の一発、全てから糸くずの混じったかさぶたのようなものが剥はがれかけ、下からピンク色の艶つややかな皮膚が小さく覗のぞいている。


    「こんなに早く瘢はん痕こん組織が形成されるとは思わなかった……人間が命の危機になると振り絞られる生命力が、EXMODエクスモツドの能力で増強されたのかもしれないね」


    「つまり、もう大丈夫ってことですか？」


    「本来なら解熱剤を使うところだが今測ると三八度七分まで落ちてる、恐らく朝までにははっきりとした意識を取りもどすはずだ」


    「……というわけで『アイヴァンホー』の目を眩くらませる必要もあるので、医師せんせいと看護師の方たちを安全地帯に送るのもかねて、三時間ほど我々はここを離れる。亜世砂君、真之斗君を頼めるか？」


    　三枝医師と一緒に下りてきたクラタの言葉に、


    「勿もち論ろんです」


    　と亜世砂は頷うなずいた。


    「では、頼むよ」


    　クラタたちは慌ただしく出ていった。


    「……」


    　ドアが閉まると、改めて亜世砂は溜ため息いきをついた。


    　振り向くと、ベッドの上、シーツにくるまれて寝息を立てている真之斗はつい数時間前の凶暴な表情が嘘うそのように、いつものあどけない寝顔を晒さらしている。


    　くすっと笑って、酷ひどく自分が空腹だということに亜世砂は気がついた。


    　クラタが差し入れてくれたコンビニ弁当を、部屋の隅に置かれた電子レンジで温める。


    　電子レンジが置かれているのは鏡の前のカウンター部分で、その片隅にウィッグを載せたヘッドモデルが置いてあるのが見えた。


    （これ、姉貴の髪型っぽいな）


    　ふとそう思って亜世砂は、再び薄暗くなってきた部屋の中、そのウィッグを取ると、鏡の前で被かぶってみた。


    　鏡の前でウィッグを手で馴な染じませ、背筋を伸ばして微かすかに頭を斜めにしてすまし顔──姉の世せ衣いが人の話を聞いているときのポーズを取る。


    　三秒ほどそのままのポーズをして、身体からだから力を抜き、亜世砂は長い溜息をついた。


    　やはり、ウィッグぐらいでは、世衣の美しさ、清せい楚そさにはとても敵かなわないと再認識する。


    「一卵性双生児だったらなあ」


    　今さら言っても仕方のないことを亜世砂は口にした。


    



    



    　真ま之の斗とは、ぼんやりと目覚めた。


    　いつの間にかどこかに寝かされている。


    　身体からだ中……特に腹部が酷ひどく熱くて、痛い。


    　そうだ、撃たれた。


    　世せ衣いを奪われた。黒いプロテクターの集団に。


    　昼間の駐車場、夜の倉庫で……記憶が混乱しているが、その自覚は真之斗にない。


    　全ての記憶が一度に同じ時間軸として認識される。


    　身体が熱い。キツい。


    　こんなに身体の調子が悪いのはあの列車事故の前に風邪を引いたとき以来だった。


    　身体中が熱い、本当に熱い。


    　空っぽの小こ日向ひなた家、空っぽの自分の部屋。


    　寂しい。会いたい。


    　そう思った瞬間、真之斗の目に、見覚えのあるロングヘアの後ろ姿が映った。


    「せい……ねえ？」


    　呟つぶやいて、その人の名を思い出す。


    　世衣だ。


    　世衣がいる。


    



    



    「せい……ねえ？」


    　掠かすれた声が背後からした。


    「真之斗？」


    　振り向いてベッドに駆け寄る亜あ世ず砂さの前で、真之斗はぼんやりと目を開けた。


    「セイ姉ねえ……」


    「あ、いやあのこれは……」


    　慌ててウィッグを取ろうとする亜世砂に真之斗は驚くほどの力で抱きついた。


    「良かった、無事だったんだね！」


    　抱きついて首筋に押し当てられた真之斗の顔が耳まで熱い。


    　高熱と傷のショックで混乱しているのだと亜世砂は気づいた。


    「ま、真之斗、落ち着け！」


    「よかった、よかった」


    　それを繰り返しながら、真ま之の斗とは顔を亜世砂の首に押し当ててますます強く抱きしめた。


    「ま、真之斗、おい……」


    　真之斗の熱が自分の身体からだに移ってくるような錯覚に亜あ世ず砂さは震ふるえた。


    「セイ姉ねえ……よかった……寂しかったよ……怖かったよ……」


    　言いながら、真之斗が自分の身体をまさぐるのを、突き飛ばそうとした。


    　だが、真之斗の熱い掌てのひらが、自分の身体に触れることが、やけに心ここ地ちよいように感じられた。


    「真之斗……」


    「セイ姉……」


    　真之斗は自分の目を通して、世せ衣いの目を覗のぞき込んでいる。


    　一瞬、亜世砂の頭の中を様々な思いが駆け抜け、思考が真っ白に変わった。


    　唇くちびるが、動く。


    「いいのよ、真之斗」


    　自分でも信じられないぐらい、優しい声が出た。


    　真之斗の唇が近づく。


    　そして、亜世砂の唇に重なった。


    　最初は優しい、そして次第に激しくなる口づけ。


    　悪魔が、亜世砂の頭の中で囁ささやいた。


    （これは夢なんだ、オレじゃなく、あたしだけの夢）
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    　頭の中でそう言い訳が成り立つと、亜あ世ず砂さは夢中で真ま之の斗との身体からだに触れた。


    　一糸まとわぬ少年の身体はひどく熱く、柔らかく、細い。


    　掌てのひらから、指から、触れた肌の間から伝わってくるその熱に、亜世砂の理性は溶けて消えた。


    　無む我が夢む中ちゆうで、亜世砂は真之斗にキスしながらベッドの上に少年を組み敷いた。


    　やがて、ベッドが激しく音を立てて、ウィッグが床に落ちた。


    



    



    　再び薬で昏こん睡すい状態に引き戻された小こ日向ひなた世せ衣いの脳波に大きな乱れが生じ、「アイヴァンホー」のＤＡＲＰＡダーパ側から出向してきた職員は慌ててジョン・ブローウィン博士を呼びに走った。


    「アイヴァンホー」の新しい本拠地は首都郊外にある関東某県の運送会社の中継ぎ所跡になっていて、新たに確保された十数台のトレーラーと、一旦都内に分散した人員、ＤＡＲＰＡ側職員数百名と、ＮＳＡ側の兵士二個中隊、四〇〇名近くがひしめいている。


    「やれやれ、やはり洗脳を深化させる必要があるな」


    「しかしそれでは目が覚めた途端に目に入る全てを破壊し尽くすまで止まらない、ということになるのでは……？」


    「ロス・アラモスあたりに連続殺人鬼の死刑囚どもと一緒に解き放てば二四時間で落ち着く……今は彼女が勝手に覚醒することを避けねばならない。よろしいですね、指揮官殿」


    　ブローウィンは彼に貼りついて監視しているロマナ・ギャリソン少佐に尋ねた。


    「好きにしたまえ……その代わり、旅の途中で目が覚めるということがあれば、容赦なく君を目覚めたばかりの彼女の前に立たせる」


    「そんなことは絶対にありませんよ」


    　万全の自身を持ってブローウィンは言い、胸の中でつけ足した。


    （決して私の前では、彼女は目覚めない）


    



    



    　嵐のような時間が過ぎた。


    　呆ぼう然ぜんと亜世砂はベッドの上、窓からの街の明かりがぼうっと照らし出す天井を眺めていた。


    　汗ばんだ身体は、真之斗の熱を引き受けたように火ほ照てっている。


    　亜世砂は自分の胸元に顔を埋うずめて眠り続けている真之斗の頬ほおに触れた。


    　少年の熱はすでに引いて、頬の赤みも取れている。


    　亜世砂は黙って少年をもう一度だけ、ぎゅっと抱きしめると、そっとベッドから降り、脱ぎ散らかした服を着直した。


    　ベッドから降りたときに感じていた身体の違和感はその間に通常に戻った……まだ戦闘状態は続いている、と亜世砂の肉体は判断しているのだろう。


    （夢だ、全部……夢なんだ）


    　胸の内で呟つぶやきながら、自分の未練がましさも亜あ世ず砂さは感じていた。


    　だが自己嫌悪や罪悪感に潰つぶれている暇はない。


    （もうすぐ、クラタのオバハンたちも戻ってくるしな）


    　頭を振ると、亜世砂は真ま之の斗とが目覚めないうちに自分と少年の身体からだを拭ふくべく、看護師たちが残していった大判のウェットティッシュを数枚取り出した。


    



    



    　ブローウィンの越権行為による状況の激変への対応会議を行うべく、急きゆう遽きよセッティングされたテレビ会議のため、ＮＳＡの司令室と繋つながるテレビ会議用の大モニターの前に、ヘッドセットを装着してロマナは立った。


    　中央のモニタにはワシントンＤＣの白髪のアフリカ系のＮＳＡ長官、左手にプエルトリコ系の副長官が並び、それ以外の大小の画面に一五人の様々な人種の老若男女が並んでいる。


    「おはようございます、長官、副長官、及びEXMODエクスモツド対策会議の皆さん」


    『現状を報告したまえ』


    　副長官が苦い顔をしてロマナの挨あい拶さつを無視して話を急がせた。


    「先ほど報告を上げた通り、ジョン・ブローウィン博士の介入により今回の任務は、ほぼ修正不可能な打撃を受け、すでに作戦は半壊しているといっても過言ではないかと」


    『本当に、ブローウィン博士の介入なのかね？』


    　アメリカEXMOD対策会議ＡＥＭの議長がロマナを睨にらみつけるように尋ねた。


    「証拠は全て消滅しましたが、彼は私の電子署名を偽造し、狙そ撃げき部隊を勝手に編制、劣化ウラン芯弾の使用により、キリヤマ・マノトに重傷を負わせました……仮に、芯になっている劣化ウランがその体内で漏れていた場合、彼は被爆し、我々の目的に沿う存在ではなくなります、仮に、そうではなかったとしたら、彼の重傷はいずれコヒナタ・セイに知られ、我々への徹底的な不信感に変へん貌ぼうすることは間違いありません」


    『それはブローウィン博士を証拠もなしに、即座に処分しろという遠回しな要請かね？』


    　議長がますますロマナを睨みつける。


    　この議長がジョン・ブローウィンと同じ現代アメリカ最大の騒動の主──キリスト教原理主義者のシンパだということを、ロマナはとうに知っている。


    　恐らくすでにブローウィンはこの議長に話を通してある。


    　無線機での会話で自分の糾弾に彼があっさり自白したのは、彼女の手元に録音機材がないのを見抜いていたからだろう……しかもブローウィンが偽造した電子サインの証拠書類はすでに破棄された機材の中……つまり、誰も、何も証明できない。


    （クソカルトめ）


    　内心毒づきながらも、ロマナは顔色ひとつ動かさずに「いいえ」と答えた。


    「現在は戦時中です、彼の責任は本国に戻ってから調査委員会を設立していただき、正式に糾弾するつもりですが、今は彼だけがコヒナタ・セイをコントロールできる存在です、徹底して保護します、ご安心を」


    　そして、ロマナは議長を睨にらみつけた。


    「アメリカ本国に戻るまで、コヒナタ・セイは昏こん睡すい状態にあります。覚醒後、かなり凶暴化する可能性が高いので、その際は半径一〇キロ圏内に人のいない状況を、四八時間以上維持できる場所の用意をお願いします」


    『そんなに酷ひどいのかね、彼女の状態は』


    　ＮＳＡ長官が尋ねるが、ロマナは議長の画面──モニタは双方向性だから、ロマナの視線はそのまま彼に届いている──を睨みつけたまま答えた。


    「マリー・Ｒと同じく、脳にチップを埋め込むほうがマシかもしれません。作戦室の立てた作戦を失してしまう結果には陳謝しますが、まさか味方に裏切られるとは思わなかったので」


    『しかし、軍事作戦においては素人しろうとの博士に出し抜かれるというのは君の指揮官としての能力に問題があるのではないかね？』


    「部外者なら疑いもしますが、自分は味方だと考えていた者に、まさか二度も裏切られるとは思いませんでした」


    　そう言ってロマナはEXMODエクスモツド対策会議の面々ひとりひとりをゆっくりと睨みつけた。


    　何人かはモニタ越しのロマナの視線を受けて横を向いたり、バツが悪そうに俯うつむいたりする。


    （なるほど、博士の動きは会議の重鎮どもの認証を得てのことか）


    　そして、長官たちにも目を向ける。


    　彼らは怒りもせず、窘たしなめもせず、ただじっとロマナの視線を受けた──もっとも、彼らはいくらでも自分の記憶や感情をコントロールできる訓練を受けているので、本当に関わりがないかどうかはわからないが、EXMODがアメリカに有益であるとロマナ以外で認めた人間だ。


    「ですが、コヒナタ・セイは今回発見された日本の、非暴走型EXMODの中では特に優秀です」


    　とロマナは現在における自分の「修得資産」の印象を強めるべく、彼らの知っている情報をあえてまた口にした。


    「彼女は『人間型の量子波破壊兵器＆万能のフォロソニックレーダー』であり、かつまた右手の能力は解明されていません。思想誘導を行うことにより、我々政府機関への依存を高め、記憶操作もあって、優秀かつ忠誠的アメリカ市民となることは間違いありません。これは間違いなく当初の予定通りです」


    　ブローウィン博士のご協力があればこそですが、とロマナはわざと釘を刺した。


    　その瞬間、EXMOD対策会議の面々だけではなく、ＮＳＡの副長官が微かすかに顔をしかめたのを彼女は見み逃のがさなかった。


    （なるほど、身内の敵は副長官か）


    　ロマナは誰が自分を罠わなに填はめようとしているのかを理解した。


    （EXMODエクスモツドが薬で生まれた存在だから、神のご意志に反するので抹殺したいのね……屑くずが）


    　無表情のまま、ロマナは胸の内で嘲ちよう笑しようを浮かべた。


    　EXMODは、それを生み出すPARANO=ERパラノエルの再現は、アメリカにとって希望だ。


    　失った身体からだの部分を補い、拡張するということは、最初は軍に、傷しよう痍い軍人たちに、最後に一般市民に大いなる福音をもたらす。


    　それを聖書を身勝手な解釈で迷信へと歪いびつに変形させた連中に邪魔させるつもりはない。


    　邪魔するならば、ブローウィンともども、思い知らせる必要があった。


    （お前たちの思いのままになってたまるか──きっかりコヒナタ・セイを連れ帰って、ブローウィン博士からお前たちまで全員を吊るしてやる）


    



    



    　気がつくと、世せ衣いは中学の夏の制服姿で電車に揺られていた。


    　誰もいない、空っぽの朝の始発電車が駅に停まる。


    　今年の二月までは毎朝の光景だったが、唯一違うのは、どこにも人ひと気けがないことだ。


    　代わりに、あちこちに血がべっとりと塗りたくられている。


    　それは人の手で塗られたものであり、またバケツでぶちまけられたものでもあった。


    　壁に、床に──そして、世衣が降りると電車はホームを去っていった。


    　歩いて改札を出ると、広がる風景は秋だった。


    　霧きり山やま真ま之の斗とが入学する前、一年生の秋の風景。


    　紅葉もみじが学校まで続いていく。燃えるような美しい赤で彩られた秋の光景。


    　この風景を来年からは真之斗と一緒に、と思っていたが、その年の暮れに全ての樹が道路工事を理由に撤去された。


    　一年間だけ見ることのできた風景。


    　だが世衣はその矛む盾じゆんを気にしない。


    　どうして自分が中学の制服を着けてひとりだけ電車に乗っているのか、真之斗や亜あ世ず砂さはどうしたのか、疑問にも思わない。


    　通学路にも血があちこちにつけられていた。


    　人を引きずったような跡もある。


    　世衣は構わずに歩いた。現実感の有無を感じる頭の働きがぱったりと停まっていて、彼女はあるがままに風景を受け容いれている。


    　学校の中に入る。


    　靴くつ箱ばこの周辺には、年老いてしなびたものから、みずみずしい赤ん坊のものまで、大量の人の指が落ちていた。


    　構わず世せ衣いは靴くつを脱ぎ、上履きに履き替えて教室へ向かった。


    　二階ではなく、四階へ。


    　音階の壊れたピアノの音が聞こえる。


    　校舎の窓ガラスはところどころ砕け散り、サッシの枠には血ち糊のりと、人の脂肪らしい黄色みがかった糊のようなものがべっとりと付着している。


    　天井からも、血が滴したたっていた。


    　構わずに、世衣は廊下を行く。


    　ピアノの音はいつの間にか途絶え、音程のズレた独唱曲アリアが聞こえてきた。


    　曲目は「魔笛」の「Der Hölle Rache kocht in meinem Herzen」。高い音程を使うことが特徴とされるオペラの中でも特に高く、速い音程のトリルを多用した印象的な曲だ。


    　それだけに音程のズレが名曲を台なしにしている。


    　そのことに少し眉まゆをひそめながら、世衣は教室に入った。


    　机と椅い子すは広い広い教室の端に整然と寄せて積み上げられ、奥の壁に両面テープで貼られた習字の紙の上に、人の顔の皮がびっしりと、皺しわを伸ばすための釘で貼られていた。


    　貼られた人の皮の中には、見覚えのある生徒会役員たちの顔の皮もある。


    　ぽかんと世衣は教室の真ん中に視線を移した。


    　そこには生肉の塊が積み上げられていて、肉の山の頂上では、見覚えのある背中がふたつ、丸められて小刻みに揺れている。


    「真ま之の斗と、亜あ世ず砂さ？」


    　世衣が呼びかけると、ふたつの背中が振り向いた。


    　小こ日向ひなた亜世砂と、霧きり山やま真之斗だ。


    　だが、ふたりとも眼球がない。


    　眼球のないふたりが、両手に持っているのは誰かの腕──ふたりは人を喰くらっていた。


    　不意に、これまで何な故ぜか抑えつけられていた、全ての感情が世衣の中で炸さく裂れつする。


    　眼球のない真之斗が口を開いた。


    　人の歯ではない。三角形をした鮫さめの歯で、喉のどの奥から金属を引きちぎるような鳴き声。


    　眼球のない真之斗と亜世砂が、人肉の山からゆっくりと下りてくる。


    　ふたりの足下でぐじゃ、にじゃ、と人の肉が潰つぶれる。


    　後あと退ずさろうとして、世衣の足が床の血に滑って仰向けに倒れた。


    　背後にいる、もうひとりの亜世砂が世衣の両耳を後ろから掌てのひらで包む。


    　前にいる真之斗と世衣は、ゆっくりと人肉の山から下りてこちらへやってくる。


    　殺されることを理解した。


    　右手を使いなさい


    　誰かの声がした。


    　かちかちかち、と床の上で右手の装具が鳴る。


    　震ふるえながら手を上げようとして、世せ衣いは首を横に振った。


    「だめ、だめ……右手は何も使えないの」


    「じゃあ、ぼくらをころして、おねえちゃん」


    　背後の真ま之の斗とが囁ささやいた。


    「そうだよおねえちゃん、わたしたちをころして」


    　亜あ世ず砂さも囁いた。


    「そうね……そうね……そうね……あなたたちを殺すわ、殺すわ」


    



    



    「そうね……そうね……そうね……あなたたちを殺すわ、殺すわ」


    　半催さい眠みん状態の小こ日向ひなた世衣のうわごとに、ブローウィンは失望の溜ため息いきをつき、真之斗と亜世砂を「敵」として再認識させるプログラムを実行すると、ＶＲ装置の終了処置を始めた。


    「やはり右手の能力は彼女自身の深層心理がロックをかけてる」


    　EXMODエクスモツド根絶を目指す人間としては矛む盾じゆんしているが、彼は世衣の右手が何な故ぜ元のままなのか、学者として──あるいは子供っぽい解剖趣味としての──興味があった。


    「何だと思いますか？」


    　ブローウィンの助手のヘストン・コリンズが首を捻ひねった。


    　まだ年若く、ブローウィンの性質を知らないため、彼に対する眼まな差ざしは尊敬がこもっている。


    「彼女にとって右手は音楽を奏で、人の心を掴つかむもの、という定義が成されている可能性が高い。となれば接触テレパスの類たぐいかも知れない」


    「接触テレパス……ですか？」


    「相手の体内電流から脳内電気信号の周波数を読み取り、自分の脳内電気信号と同調させて接続、思考パルス信号をある程度まで同調させられる、一種の無線機的能力という考え方をしたまえコリンズ君」


    「はあ……ところで、彼女の卵子の採取は、やはり戻ってからですか？」


    「それは性急というものだよコリンズ君……彼女が何の処置も施ほどこされない状態で、どうして正常を保っていられるのかを調べねばならない」


    　大義のために、スラスラとブローウィンは嘘うそを言った──小日向世衣は、実際にはアメリカまで行かない。


    「殺さずに調べるつもりはあるようだな」


    　ドアを開け、不機嫌そのものという表情でロマナが入ってきた。


    「そろそろ移送作業に入る。領事館の協力が得られることになった。まず我々が先行して離れる。彼女を最低でも四八時間眠り続けるように処置したまえ」


    　ロマナの横にはマリー・Ｒがいて、汚物を見る目でＤＡＲＰＡダーパの科学者たちを眺めた。


    「……いいだろう、少佐」


    　ブローウィンは胸を張って答え、


    「彼女を『棺コフイン』に納める、これなら安心だろう？」


    　世せ衣いの寝ているベッドのそばに置かれた、文字通り、棺かん桶おけのような機械を顎あごで示した。


    　低体温を維持して新陳代謝を落とし、薬物などの使用量を大幅に減らし、かつ眠りの深度を深く設定することにより、EXMODエクスモツド能力者を「保存」する装置だ。


    　マリー・Ｒも「説得」と「教育」が始まるまではこの中に閉じ込められていた。


    　今回は世衣を捕らえ、アメリカ本国の安全地帯まで世衣を眠らせたままに輸送するために持ちこまれた。


    「鍵かぎは私に預けてもらう」


    　ロマナの言葉に、一瞬抵抗しそうな表情を浮かべ、だがブローウィンは頷うなずいた。


    「下へ手たにコンソールをいじらないでくれたまえよ。『棺』はデリケートな装置だ、下手をすると彼女は凍死する」


    「それを願っているのかと思っていたが、違うのか？」


    「バカを言わないでほしいね、少佐」


    　じろりとブローウィンは「心外だ」という表情を作ってロマナを睨にらんだ。


    　並の兵士なら、それだけで自分の考えが間違っていたと思い込むこと間違いない、迫真の演技だったが、ロマナはそれを無視した。


    「三〇分で準備しろ、三時間後にはハネダからオキナワへ向かう」


    「夜明けとともにこの国を出る訳か」


    　時計を確認してブローウィンは言った……それは小こ日向ひなた世衣の精神が彼女自身の悪夢によって「破壊」され尽くすまでと同じ時間だ。


    



    



    　真ま之の斗とが目覚めると、亜あ世ず砂さがなぜか少し恥ずかし気な表情で覗のぞき込んでいた。


    「アズ……ねえ？」


    　ぐっと唇くちびるを噛かんでいた亜世砂は、何かを振り払おうとするかのように一瞬頭を振った後、起き上がろうとした真之斗を抱きしめた。


    　身体からだ中に感じていた痛みは、いつの間にか消え去っている。


    「このバカ！　お前が死んじまったら姉貴に何って言ってオレ、説明すりゃあいいんだ!?」


    　耳元で怒鳴られた亜世砂の言葉は、ぐうの音も出ないほどその通りで、真之斗は自分が「熱く」なりすぎていたことに反省し、


    「ごめん……アズ姉ねえ」


    　と頭を下げたが、スプレーで防弾ベストの表面に書かれた「ＫＯＨ‐ＡＮ」などの文字を塗りつぶしたものを装備したクラタは、そんなふたりの感傷に付き合ってはくれなかった。


    「さて、真ま之の斗と君も完治したことだし、急ごしらえだが、君らの武装を用意した」


    　入ってくるなりそう言って、クラタは背後の部下に合図した。


    　部下は両手に抱かかえるようにして大きなプラスティックコンテナを持ってくる。


    「まず亜あ世ず砂さ君だ。女のロマンではないが、君が一番武装が薄い、つまり攻撃能力を持たない。これまではスピードだけでよかったし、我々から君へ、人の命まで奪うものは、できれば持たせたくはなかったが、今度は話が別だ」


    　コンテナの中からまず、背中に背負うタイプのベルト型ホルスターと、銃床はそのまま、銃身だけを切り詰めた上下二連の散弾銃が出てきた。


    「よくある一二番口径よりも遥はるかに撃ちやすい二〇番口径、上下二連のショットガンだ。安全装置はここ、引き金が前と後ろにあるだろう、前が上、後ろにあるのが下の銃口の引き金になってる。撃ち終わったらここのレバーを押して、銃をふたつに折る」


    　機関部のレバーを押して本体をふたつに折ると、金色の雷管部分を持つ、細くて黄色いプラスティック製の弾薬が装そう填てんされているのが見えた。


    「本来ならサブマシンガンの一丁でも持たせたいが、君に銃の練習をしてもらう予算も時間もないのでこれにした。ヤクザの組長から押収したものだからそれなりに実用性はある。ただし、銃口の前に味方がいないときに撃て」


    「……」


    　躊ちゆう躇ちよする亜世砂の横顔を見て、クラタはつけ足した。


    「小さな口径だから首から下を狙ねらって撃てばボディアーマーを着けた相手に即死はないし、多少外れても散弾銃の弾をくらえば相手の戦闘力は落ちる。予備の弾はベルト部分に八発。バンバン撃てという意味じゃない。危ないと思ったときだけ撃て」


    「は、はあ」


    「真之斗君にはこれだ──以前から考えていた装備だがようやく試作品ができた」


    　クラタはそれ以上亜世砂の葛かつ藤とうに付き合うことなく、真之斗への武器の説明を始めた。


    　クラタが取り出したのは五〇センチほどの長さの黒い樹脂でできた、木刀に似た形の棒が二本と、それが水平に納まるようになっているデザートイエローの樹脂のホルダーである。


    「これは？」


    「セルロースナノファイバーで作り上げた君専用の武器だ。木刀と使い方は同じ……刃のついたものは慣れないと危ない」


    　持ってみると異様なほど軽い。


    「うわ……」


    「君のEXMODエクスモツド能力で振り回したり叩たたきつけたりしても、折れないようにできている。スプリング状の繊せん維いで織られてるから、コンクリートを打撃しても耐えられるだろう。通常の樹脂フレームのライフルや、『アイヴァンホー』の装備しているプロテクターぐらいなら軽くへし折れる」


    「ありがとうございます」


    「鞘さやの後ろはクリップになってるからベルトに挟むといい」


    「はい」


    　真ま之の斗とは淡々とそれを鞘に納め、腰に平行になるようにベルトクリップで挟む。


    「よし、では屋上にヘリを待たせてある、さっさと行くぞ……情報を受け取ったら移動できるように暫しばらくは空中で待機する」


    　ふたりを屋上に降りたヘリへと追い立てた。


    　亜あ世ず砂さは足を引きずりそうになったが、気力でいつも通りに歩く。


    　ふと、クラタが立ち止まって自分のヘッドセットのスイッチを入れた。


    　やがて二言三言会話をするとスイッチを切り、また歩き始める。


    「いい報しらせと悪い報せがある」


    　階段を歩きながらクラタは振り向きもせずにふたりに言った。


    「悪いほうから教えてくんない？」


    　亜世砂がいつもの調子を取り戻して尋ねると、クラタは頷うなずいた。


    「世せ衣い君はあと三時間もしないうちに日本からいなくなる」


    「いいほうは、なんですか？」


    　真之斗の問いに、


    「ここ数日間、アメリカ領事館、大使館、在日米軍、及び日本の入国管理局にある私の個人的なものも含めたコネと情報をフル活用して、彼女を誘ゆう拐かいした連中の、これからの行き先がふたつに絞り込めた……恐らくヘリで空に上がる頃には特定ができてる」


    「！」


    　思わず真之斗と亜世砂が顔を見合わす。


    「今からそこへ急行する。ヘリの中で十分に栄養を取りたまえ、恐らくこれが最後のチャンスだ」


    



    



    　高速道路をひた走って、ロマナたち「アイヴァンホー」とその装備機材類を載せた輸送トレーラーの一台は都心のとあるビルまでやってきた。


    　駅前の喧けん噪そうから暫く離れ、都内に何かの冗談のようにぽつんと現れる飛行場には、米軍の大型輸送ヘリ、ＣＨ‐53・シースタリオンが二機、鎮座している。


    　兵員三七名を乗せられるこの大型輸送ヘリのうち一機は、世せ衣いの納められた「棺コフイン」と呼ばれる低温度睡眠装置とブローウィン博士、ロマナ、マリー・Ｒの他は「棺」のコントロールをするＤＡＲＰＡダーパの職員数名と、兵士が五人程度乗り込むこととなった。


    　残った四〇〇名近いＮＳＡ側の兵士はトレーラーに分譲して空港に向かっている。


    「彼らは、追ってくるかしら」


    　ビルの屋上に到着し、ローターを回転させ始めたヘリに向かって走りながら、マリーがロマナに尋ねた。


    「来ると思うわ」


    「殺していい？」


    　マリーに躊ちゆう躇ちよはない。


    「なるべく殺さないようにして、だが君が身の危険を感じたら容赦しないで」


    「いいの？」


    　マリーは驚いた顔になった。大抵の場合、こんなときのロマナは「殺すな」という命令を徹底させて他の選択肢を与えることはしない。


    「EXMODエクスモツド同士だもの……特にキリヤマ・マノトが生きているとしたら、彼は大口径ライフルの劣化ウラン弾をくらって無事なのよ？　手加減すればあなたが死ぬわ」


    



    



    　岡おか崎ざきはその頃、九州にある、埃ほこり臭い倉庫の中にいた。


    　院長が急死して跡目争いの末に倒産した大病院の、その奥にある倉庫の中である。


    　新薬としてPARANO=ERパラノエルが世間に出回った最初のロットは僅わずか一二ケース。


    　最初のEXMODが確認され、厚生労働省がPARANO=ERの回収を始めた時点で世間に出回ったアンプルの数は国内で二〇○〇ケースを超えていた。


    　うち一〇代の少年少女に投与されたのが五五ケース、およそアンプル一五〇〇本分。


    　回収、廃棄されるはずだったPARANO=ERのケースが、保管廃棄分も含め、全て保管庫ごと焼失してから、これまで二回、大々的な追跡再調査が行われた。


    　この、跡目争いで国税局が乗り出してきて差し押さえられた病院ともう一軒、入院患者の煙草たばこの火の不始末が原因で全焼した博多の病院だけが、その追跡調査の対象から外されていた。


    　後者は「アンプルが熱に弱い」上に燃え切ったケースの残ざん骸がいが見つかったというまっとうな理由だが、こちらは「お役所仕事の魔法」で記録から漏れていた。


    　院長の急死により、遺産相続で揉もめに揉めたこの病院は一時廃業となり、その後、この地域の国税局はこの病院を各種税金の滞納と脱税などの理由で差し押さえをし、査定したが、それはあくまでも土地建物の評価額と、中に残された医療「機械」の話であって、全ての薬品類は「転売不可」な「資産価値のないガラクタ」として一緒くたに「監査不能」で処理が棚上げになっていた……数か月後には病院が再開するだろうという当時の担当者の判断である。


    　だが結局、病院は再開されないまま一年が過ぎ、こうして興味も知識もない役人にとって、貴重な薬品も埃ほこりを被かぶった機材も同じ「処理対象」に過ぎないことから起こった「お役所仕事の魔法」としか言えない仕組みの矛む盾じゆんによって、ここは過去二回の調査から隠されていたのだ。


    「黄昏たそがれ」がこの書類処理の放置に気づいのはようやくこの三回目……クラタが「どんな小さな矛盾も見逃のがすな」と厳命してからのことである。


    　岡おか崎ざきは遺産相続を巡る揉もめ事の中心にいた弁護士の持つ、立ち入り権利と鍵かぎを「見つからなかった役場の書類」を「見つけ出す」ことを交換条件に借りることができ、ここにいる。


    　岡崎は電気の止められた薄暗い薬品倉庫の中、手にした「価値のない資産」の一覧表に書かれた番号とアンプルの箱の番号、そして万が一中身が入れ替わっている可能性もあることから中身にある全てのアンプルの文字を照らし会わせてPARANO=ERパラノエルを探した。


    「副室長！」


    「黄昏」の職員が上ずった声を上げた。


    「この箱、ガムテに『パラノエル』って書いてあります！」


    　それは薬品倉庫のかなり下の段にある、郵便局用の段ボール箱だった。


    　部下の手元を、黙って岡崎は手にしたフラッシュライトで照らす。


    　部下が慎重な手つきで「卍まんじ」状に重ねた箱の蓋ふたを解いた。


    



    



    　先ほどのクラタの言葉通りに、ヘリが夜の空に飛び立つと二〇分もしないうちに彼女は連絡を受けて進路を決めた。


    「本当にその情報、正しいんですか？」


    「情報は全部正しい、そして私の判断も正しい」


    　真ま之の斗との言葉に、クラタは即答した。


    「ロマナ少佐のことは調べてる。こんなときにわざわざ回り道をするほど我々を恐れてくれる相手じゃない。国内なら真まっ直すぐ沖縄、そこから嘉か手で納な基地、あとは直行便で戻る気だ」


    　だとしたら羽はね田だ空港が一番いい、とクラタは断言した。


    「アメリカ領事館と大使館、そしてアメリカ空軍肝いりで四機もチャーター便が出てる羽田の滑走路を、全部使って降りてくる」


    「四機！」


    　思わず真之斗が声を上げた。


    「多分、一機は偽物で、残り三機に兵隊と機材、世せ衣い君を分散して乗せるつもりだろう」


    「じゃあどれにセイ姉ねえが乗るかは……」


    「わかる。なぜならうち一機だけが去年改修したばかりのグローブマスターⅡＣ　　　　─　　　　１　７だからだ」


    「？」


    「彼らはＤＡＲＰＡダーパとＮＳＡの合同チームだ、そして科学者は最新データを常に発信したがる……特に今回みたいな大事になった場合は、万が一を考えてリアルタイムで大容量データを送りたい。で、その願いを叶かなえられるのは同じＣ‐17でも、改修作業を終えた機体だけだ」


    「なるほど……」


    「どうやら、天気も我々に味方してくれるようだ、外を」


    　言われて真ま之の斗とと亜あ世ず砂さがヘリの窓の外を見た。


    「うわ……道理で寒いはずだ」


    　窓の外を、いつの間にか雪が舞っている。
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    　おうじさまとゆうきのおうじょさまは、ついに、れいこくなじょおうのおしろにつきました。「ちえのおうじょさまをかえせ！」


    　おうじさまとゆうきのおうじょさまはさけびました。


    　ところが、れいこくなじょおうが、うでをひとふりすると、そのマントのしたから、こおりのよろいをみにまとった、ちえのおうじょさまがあらわれました。


    「わたしはちえのきし。おまえたちをやっつけてやる」


    　ちえのおうじょさまは、べつじんのようなかおでいいました。


    　さあ、どうしましょう？


    　おうじさまとゆうきのおうじょさまは、かおをみあわせてしまいました。


    



    　　　　　★


    



    「黄昏たそがれ」機関が持つヘリのひとつ、ベル・ヒューイのイロコイＵＨ‐１の日本独自の改良型ＵＨ‐１Ｊは真まっ直すぐ進路を羽はね田だ空港に取った。


    「相手のほうが距離がある、何とか追いつくだろう」


    　というクラタの予言は、浜はま松まつ町ちよう駅の上空を過ぎ、大おお井い競馬場のあたりで現実となった。


    「やつらは西から来てる。穴あな守もり稲荷いなりのあたりで接近遭遇だ」


    　そう言ってタブレットＰＣを見せてくれた。


    　白い矢印が自分たちのヘリで、足立区方面から真っ直ぐ南下し、敵のヘリは二機、赤い光点として示されている。


    「相模さがみ原はらから？」


    「君らを襲ってからぐるっと円を描くように戻ってきて、そこから急行ということなんだろう」


    「でもなんで成なり田たじゃないんですか？」


    「成田は過密スケジュールだ。明日、明後日にはフランス首相とドイツの首相が連続して来日するから警備も厳重……それなら羽田から沖縄に飛んだほうが早い、臨時便も出しやすいしな」


    「さっきも聞きましたけど、どうして直接アメリカ本国に行かないんですか？」


    「直行で飛ぶには、おっかないと彼らは考えてる。恐らく嘉か手で納なかどこかで護衛用の戦闘機をつけてアメリカに向かうつもりだ、最悪の場合も考えてな」


    「最悪？　僕らのことは怖がってないんでしょう？」


    「日本のすぐ隣は中国だぞ？　それに北朝鮮が、あるいはロシアがちょっかいをかけてくるかもしれん──君たちは自分で思っている以上に大変な存在なんだぞ？」


    　そんな会話をしているうちに、三機のヘリはそれぞれの進路を進み、接触地点へと近づいていく。


    



    



    「厄やつ介かい者ものが来たわね」


    　ＣＨ‐53・シースタリオンの中、すでに黒いプロテクター付きの戦闘服に着替えて、マリー・Ｒがパイロットの報告をヘッドセットで聞いてにやりと笑った。


    　相手のレーダーにも当然、「黄昏」のヘリは映っている。


    　偶然同じ進路を取っている民間機であるはずはない。


    　なぜなら両者とも管制塔からの指示を無視して飛んでいるからだ。


    「ねえ、遊んできてもいい？」


    「危険よ、二対一になるわ」


    「奴らはやる気よ、戦うしかない」


    「……彼らを地上に引きずり下ろせる？」


    「ええ」


    「パイロット、引き返して地上部隊の近くまで移動」


    　ロマナの指示で、ヘリが大きく軌道を変え、「黄昏たそがれ」機関のヘリも後を追いかける。


    　どちらも最高時速は二四〇キロなので微妙な距離を保ったままの移動だ。


    「ねえ、これ、使ってもいい？」


    　シースタリオンの中を見回していたマリーが壁に固定されていた資材を見て言った。


    「なにをするの？」


    「第一次大戦の空戦ごっこ」


    



    



    　突然、恐ろしい勢いでクラタたちの乗るヘリのドアを棒状のものが貫いた。


    「な、なに？」


    　慌ててシートベルトを外し、床に伏せるクラタと真ま之の斗とたちの頭がさっきまであった所を棒状のものが次々と貫通する。


    「これ……テント設営用の鉄パイプか！」


    　真之斗が飛んできたものの正体を見抜いた。


    　飛行機が機銃を搭載していなかった第一次世界大戦の頃の空中戦においては、拳銃はもちろん、火炎瓶、ナイフや斧おの、場合によってはレンガまで飛んできたという。


    　貫通の衝撃でひしゃげ、窓の透明アクリル板が破壊されたドアの隙すき間まから遥はるか彼方かなたを睨にらみつけるようにして凝視すると、微かすかにEXMODエクスモツド能力者特有の「気配」があるのがわかる。


    「あいつか」


    　真之斗の脳裏に、世せ衣いを連れ去った真っ黒なプロテクターの姿が思い浮かぶ……以前胸を見てしまったことは頭に浮かばず、怒りが全てに優先している。


    「上を取ってください！」


    　真之斗は怒鳴った。このまま距離を置いても、敵の攻撃に晒さらされる以上、意味がない。


    　何よりも、あのヘリに世衣がいるかもしれない。


    　とにかく、今すぐ、あのヘリの中へ飛びこんで、世衣を救い出さなければならない。


    　その思いが少年を突き動かしていた。


    　脳裏に、臨終の際の母親の白い手、そして列車事故で救えなかった親子の手が明滅する。


    　世衣の手を掴つかまなければならない──掴んで、救い出さなくてはいけない。


    「いいから、上につけてください、頼みます！」


    「わかった！　すまないが君、やってくれ！」


    　真之斗の懇願に、理由も聞かずクラタは即断し、パイロットに指示する。


    　パイロットは命令に頷うなずいて操そう縦じゆう桿かんを思いっきり捻ひねり上げるように操作した。


    　ＵＨ‐１Ｊはその名の通り、日本で改良された中型ヘリコプターだ。


    　スーパースタリオンよりも輸送能力では劣るものの、小回りは上である。


    　だが、相手も熟練のパイロットらしく、二機のヘリは蛇へびの喧けん嘩かのように複雑に絡み合い、だが、最後には多た摩ま川がわの上で、ＵＨ‐１Ｊが上を取った。


    「取りました！　でももう機体と燃料が限界です！　あと五分で帰投しないと！」


    「アズ姉ねえはこっちに残って。もう一機のほうにセイ姉がいるかも知れないし」


    「待て、真ま之の斗とお前何考えてるんだよ！」


    「99problemsナインテイ・ナイン・プロブレムス！」


    　真之斗が両肩に手を当てて「魔法の発動」キーワードを呟つぶやくと、半壊したドアをこじ開けた。


    　そのまま飛び降りる。


    　スーパースタリオンのローターの真上に。


    「バカ、真之斗！」


    　叫ぶ亜あ世ず砂さの声を尻目に、細い真之斗の身体からだは小石のように素早く落下し、ヘリのローターの真上にくると、腰の後ろからナノカーボンファイバーでできた木刀もどきを引き抜いて、思いっきり振り下ろした。


    　ローターの真ん中に数十トン換算の衝撃が走り、ひしゃげた軸がプロペラごと外れて夜空へ飛んでいく。


    　それだけにとどまらず、スタリオンのターボプロップエンジンがフレームから外れ、外装を内側から突き破って飛び出し、さらに機体フレームそのものが真ん中からへし折れた。


    　低空飛行していたヘリは、そのまま川に落ちて大きな水しぶきを上げた。


    　ヘリが着水する寸前、巨大な棺ひつぎのような機械とベリーショートの女性を抱かかえて飛び出す黒いプロテクター姿を、真之斗は見み逃のがさない。


    　着水してぷかりと川かわ面もに浮かび上がったヘリの残ざん骸がいをさらにぶったたいて「飛ぶ」。


    　着地も腕から先で行った。


    　アスファルトの地面が陥没し、めくれ上がる。


    　亜世砂が脚なら自分は腕を使えばいい、この前の高速道路での戦闘からそう思い、図らずもショッピングセンターで実践したが、どうやら正解らしく、真之斗の腕は数百メートルの落下の衝撃を地面を殴りつけることで見事に吸収した。


    　反動で数メートル飛び上がり、着地すると同時に真之斗は走った。


    　亜世砂ほどではないが、EXMODエクスモツドの力はそのとき、何な故ぜか常人以上の速度を真之斗に与えた。


    「うぉおおおおお！」


    　着地し、振り向く相手の顔面目がけ、叫びながら拳を振りかざす。


    　もう前回のような失態は犯さない。


    　相手もまたEXMODだった。


    　振り向きざま拳で拳を迎え撃つ。


    　衝撃波が、周囲を駆け抜けた。


    　通りがかった大型自動車が大きく車輪を浮かせて横転しかけるほどに。


    　さらにもう一撃。これも相手が拳で受け止めた。


    　顔を完全に覆おおうタイプのヘルメットとバイザー越しに中東系のエキゾチックな目が見えたが、真ま之の斗との感情は怒りに塗り固められて動じない。


    　真之斗は躊ちゆう躇ちよせず、そのバイザー目がけて頭突きを放った。


    　相手はバックステップで避よけようとしたが、一瞬だけ真之斗が速い。


    　がつん、と真之斗の額が切れると同時にバイザーが砕け散った。


    　驚きよう愕がくに見開かれた中東系の整った顔、その上半分が露出する。


    　真之斗は更に踏み込んで拳を放った。


    　相手は掌てのひらを重ねるようにしてこれを辛かろうじて受けた。


    　重ねた上の掌……左の掌が砕け散る。義手らしい。


    　そして相手は遥はるか後ろにはじき飛ばされた。


    「セイ姉ねえ！」


    　相手が吹き飛ばされると同時に真之斗は棺のような機械に駆け寄った。


    　棺の蓋ふたにあたる部分に開いた小さな窓の中、寒そうな青い光に照らされて、酸素マスクをつけた世せ衣いの顔が見えた。すぐに破壊したい衝動を堪こらえてヘッドセットの通信装置をＯＮにする。


    「クラタさん、セイ姉を見つけました！　でも機械の中です、出してください！」


    『わかった、真之斗君。こちらのヘリは不時着した、亜あ世ず砂さ君は先に向かった、こっちも何とか車を捕まえてそちらへ向かう！　くれぐれも周辺の警戒を……』


    　それ以上クラタの声が届く前に、銃声が真之斗の頭からヘッドセットを吹き飛ばした。


    「化けものめ」


    　真之斗の着地でめくれ上がったアスファルトの陰に伏せていたロマナ・ギャリソン少佐が拳銃を構えて立ち上がる。


    「動くな、お前たちの能力の限界は知ってる、そろそろ何か食わねば維持できまい？」


    「英語で言われてもわからないよ」


    　ゆっくりと振り向いて、じろり、と真之斗はベリーショートの金髪女性を睨にらみつけた。


    「あなたたちが、セイ姉をこんな姿にしたのか」


    「止まれ」


    　日本語と英語、互いに通じない言語でふたりは会話のようなひとり芝居を続ける。


    「お前の姉は、お前が下へ手たに動かない限り無事だ」


    「黙れ、日本語で喋しやべれ」


    　言って真之斗はロマナに飛びかかろうとしたが、その細い身体からだに、遥か後方から助走をつけたタックルがぶちかまされる。


    「！」


    　真ま之の斗との薄い胸に回された腕の左手首はなくて、金属のメッシュチューブが赤い血のような特殊ポリマー液を吹き出している。


    「あんたは邪魔なのよ!!」


    　叫んでマリー・Ｒは倒れた真之斗の背中に馬乗りになろうとし、無事な右拳を叩たたき込もうとする。


    　その刹那、真之斗がぐるりと反転しながら横殴りの裏拳をマリーに撃ち込む。


    　マリーは右みぎ肘ひじでこれを受けたが身体からだごと横へ飛ばされた。


    　地面を二回ほど転がってそのまま立ち上がり、真之斗目がけて突っ走る。


    　迎え撃とうとする真之斗の背中で爆発が起こって、少年は吹っ飛んだ。


    　追いついた「アイヴァンホー」の陸上部隊がアサルトライフルの下に装着された擲弾筒グレネードランチヤーを使ったのだ。


    　EXMODエクスモツド能力が発動していなければ粉々になる破壊力だが、真之斗は平然と立ち上がった。


    「まだ、いるのか！」


    　振り向いた真之斗へさらに擲弾筒を装そう填てんして構えた「アイヴァンホー」の兵士たちが疾風のように突っ込んできた少女の跳び蹴げりで一斉に横へ飛ばされた。


    「あたしの弟に何しやがる！」


    　不時着する前にヘリから飛び降りた亜あ世ず砂さが、ようやく真之斗に追いついたのだ。


    　さらに数名を蹴り飛ばし、武器を蹴り折ると、胸のホルダーパウチからエネルギーバーを取りだして齧かじりながら真之斗のそばに来た。


    「バカ野郎、姉貴助ける前に死ぬ気か！」


    　怒鳴り声に、真之斗の目から凶相が一瞬消えて、いつもの少年に戻る。


    「ご、ごめん、アズ姉ねえ……」


    　その間に、マリーは「棺コフイン」の横にワイヤーで括くくりつけてあったジュラルミンケースを開け、同時にナイフで自分の戦闘服の左ひだり袖そでを斬り裂く。


    　プロテクターの隙すき間まからとはいえ防刃防弾の戦闘服を紙のように切り裂くことができるのはナイフ自体が高速震動刃ハイソニツクブレードだからだ。


    　そして、マリーは左腕を自ら引き抜き、ジュラルミンケースの中から黒く、禍まが々まがしい棘とげだらけの腕を取り出し、それを装着した。


    　激しい苦痛に呻うめく声に、亜世砂がそちらを見る。


    「あっちはあたし……じゃなかったオレが相手する、真之斗、お前は向こうの鉄砲部隊を頼む……あと、これ食え」


    　亜世砂はもう一本のエネルギーバーを真之斗に放ると、背中から上下二連の散弾銃を引き抜いて安全装置を解除して構えた。


    　さすがに顔が強こわ張ばる。


    「……わかった」


    　真ま之の斗とはそれを齧かじりながら頷うなずいた。


    　さらに遠くでトラックが停まり、分譲していた「アイヴァンホー」の部隊が次々と降りてくるのが見える。


    　亜あ世ず砂さの弾丸では足りない人数。


    　となれば攻撃力を保有している真之斗が「アイヴァンホー」の歩兵と戦うことになる。


    「あの野郎をとっちめて、かならず姉貴を取り戻す、いいな」


    「うん」


    　真之斗の返事と同時に亜世砂の姿がかき消えて、マリーの腕に火花が散った。


    　一瞬で距離を詰めた亜世砂がマリーを蹴けり倒そうとして防がれたのだ。


    　さらに亜世砂の脚がかき消え、マリーの腕もかき消える。


    　激しい蹴りと腕の防御の応酬が始まった。


    　真之斗は一瞬だけそのそばに置かれた世せ衣いの「棺コフイン」に目をやったが、意を決して集結し再編されつつある「アイヴァンホー」へ駆けた。


    　ゴムスタン弾ではなく、本物の銃弾が飛んでくるのへ、顎あごが地面を擦こするぐらい身体からだを低くして走りながら、アスファルトを引き剥はがして放り投げる。


    



    



    　亜世砂の攻撃は、単一能力のEXMODエクスモツド能力者である分だけ、複合型のマリーよりも上だが、マリーは戦闘訓練を受けた軍人であると同時に、両腕にもEXMOD能力がある。


    　しかも左腕は義手で、真之斗に掴つかまれて手首から先こそ破損しているが、構わずに彼女は破損部分を刃に見立てて亜世砂を襲った。


    　これを亜世砂は全て蹴り飛ばし、あるいは靴くつ底ぞこを使って受け流し、戦う。


    　亜世砂の動体視力と神経反応速度がEXMODで強化されていなければ、ものの二秒で彼女は切り刻まれるか、骨の砕ける致命傷を負って地面に伏していただろうが、超高速の攻防は続いた。


    　それが不意に途絶したのは、降下してくるヘリのローターが起こす強烈な風圧のせいだった。


    　風圧と舞い上がる土つち埃ぼこりを顔にくらって怯ひるんだ隙に、相手の蹴りが亜世砂の胸元を狙ねらう。


    　とっさに亜世砂は身体を捻ひねって曲げた右脚の太ふと腿ももでそれを受けた。


    　EXMODの力が拮きつ抗こうして、蹴られた側の亜世砂が後ろへ弾き飛ばされる。


    　三〇メートルほど飛ばされた亜世砂が、右太腿が痺れるのも構わず、空中で一回転して着地するが、それでもさら二〇メートルほど後退した。


    　ようやく停止した亜世砂が相手のほうを見ると、敵の頭上、空中にはヘリがいて、そこからワイヤーが数本下がっている。


    「しまった！」


    　金髪のベリーショートで、軍用コート姿の女性──ロマナ・ギャリソン少佐が、そのワイヤーを世せ衣いが入っているという「棺コフイン」のフックに次々と引っかける姿が見えた。


    「逃がすか！」


    　叫んで走ろうとする亜あ世ず砂さの前にマリーが立ちふさがる。


    「邪魔だ、どけええ！」


    「英語で言いなよっ！」


    　マリーの手足が亜世砂目がけて襲いかかる。


    　再びの攻防戦になった。


    　その間に、ロマナはフックを全てかけ、自分も「棺」のフックに掴つかまって「上昇しろ」と手で合図すると、ヘリは「棺」を持ち上げて上昇し始める。


    「くそ！」


    　亜世砂はついに、マリーの蹴けりを避よけて大きく飛び退のきながらそれまで使わなかった散弾銃を背中から引き抜いて構え、引き金を引いた。


    　前のトリガーと後ろのトリガーはほぼ同時に引いた。


    　どどん、という連続した銃声と反動が銃床を通して亜世砂の肩を蹴り飛ばす。


    「くっ！」


    　ばっ、と咄とつ嗟さに反転したマリーの背中で一斉に着弾の土つち埃ぼこりが舞い、よろけるのが見えた。


    「今だ！」


    　散弾銃を放り出し、亜あ世ず砂さは走った。
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    　そのまま跳躍し、さらにマリーの肩を踏みつけてヘリまで、それが下げた「棺コフイン」まで跳ぼうとする。


    　爪先がその肩に乗ったとき、亜世砂は自分の読みが外れたと知った。


    　足首をマリーに掴つかまれ、亜世砂は思い切り背中から地面に叩たたきつけられた。


    　一瞬、絶息するほどの衝撃。


    　呼吸ができずのたうち回る亜世砂へ、マリーが鋭い肘ひじ打ちをその喉のどに落とす寸前、フレーム自体が大きく歪ゆがんだ「アイヴァンホー」の擲弾筒グレネードランチヤーが、義手の肘に当たった。


    「させるか！」


    　鋭い声──「アイヴァンホー」を追い散らした真ま之の斗とが戻ってきたのだ。


    　マリーはその壊れた擲弾筒のせいで、大きく空中でバランスを崩し、亜世砂からかなり離れた場所へ無様に落下した。


    　すかさず反撃が、と思えたが、マリーはそのまま後ろも見ずに走り出す。


    「待て！」


    　すでにヘリは舞い上がり、真之斗の「腕」でも追いつかない高度にたどり着いている。


    「アズ姉ねえ！」


    　そのことを確認しつつ、慌てて真之斗は亜世砂に駆け寄った。


    　ようやく息を吸い込み、吐き出して、亜世砂は激しく咳せき込む。


    「く、クソあの野郎、絶対許さねえ！」


    『ふたりとも、無事か？　どうなった？』


    　亜世砂のヘッドセットからクラタの声が聞こえて来た。


    「逃げられた！　えーと、ターミナルのほうだ！　今から追う！」


    『情報だ。国内会社の通常便が急な本社からの命令で一機が国際線に変更された。最新鋭の機体で、南端のＤ滑走路に移動中。そっちのスマホに地図を送る』


    「了解……真之斗、聞こえたか？」


    「うん！」


    　真之斗が自分のスマホを操作しながら、先ほど放り棄すてた亜世砂の散弾銃を亜世砂に手渡す。


    　亜世砂はうろ覚えの操作でレバーを操作し、散弾銃をふたつに折ってまだ煙を上げている空から薬やく莢きようを排出すると、ベルトに差した残り八発のうち二発を装そう填てんし、背中のホルダーに納める。


    「急ぐぞ」


    　亜世砂は真之斗が嫌がる「お姫さまだっこ」でその細い身体からだを持ち上げたが、彼の口から文句は出なかった。


    　そのまま突っ走る。


    



    



    　墜落する空飛ぶヘリから玉川の上に飛び降りたジョン・ブローウィン博士は、二〇〇メートル以上の遠泳の後、這ほう々ほうの体ていで緩やかな傾斜のついた羽はね田だ空港側の陸地に上がった。


    　ヘリは真ま之の斗との「跳躍」の犠牲になって粉砕され、完全に川の中に沈んでしまっていた。


    　あと二秒、脱出が遅れていたらあの残ざん骸がいごとブローウィンは死んでいただろう。


    　雪が舞い散るコンクリートの岸辺で、同行していたＮＳＡ側の兵士たちはすでに火をおこしていた。


    「大丈夫ですか、博士」


    　アフリカ系の兵士が駆け寄ろうとするのを彼は片手で制し「大丈夫だから他の生存者を頼む」と言ってたき火に向かった。


    　近くの工事現場から勝手に調達してきたらしい木材を組み合わせてガンガンと火を燃やしながら、兵士たちはそれぞれの装備の点検に余念がない。


    「くそ……EXMODエクスモツドってのはやっぱり化けものだ」


    　白人の曹長が罵ののしりながらＭ４のフレーム接合ピンを抜いて機関部を開け、中に詰まった川の水を出した。


    「そうだ、EXMODは化け物だ」


    　同意しながら博士は白衣の中を手で探った。


    　ポケットの中に、まだ完全防水型のスマホが無事にあるのを見つけて安あん堵どする。


    　そして腕時計は最後にこれを操作してから四時間がたっていることを示している。


    （時は来た）


    　雪が舞い散っている中、たき火に当たらずに背を向けるのには気力がいったが、これからのアメリカの安全を思えばどうということはなかった。


    「失礼、他の職員が無事か、確かめねば」


    　ブローウィンはスマホの電源を入れ、じりじりと再起動を待つ。


    　画面が出るとかじかむ指先で、彼はふたつの行為を行った。


    　ひとつは「アイヴァンホー」のサーバーを経由した彼自身へのメールの発信。


    　もうひとつは、とあるカウントダウンシステムの作動だった。


    （ゼロ作動にしておけばよかった）


    　少々後悔したが、予定では彼が十分離れるまでの時間を稼ぐ必要があった。


    　システムは「棺コフイン」の管理プログラムの中にあるバグに擬装したウィルスプログラムの発動に繋つながっている。


    　やがてすぐに、小こ日向ひなた世せ衣いは血まみれの教室での悪夢から目覚め、そして彼女の理性が主導権を取り戻すまでその能力をフル活用して戦い続けるだろう。


    　あの量子破壊の可能な「声」は彼女の理性によって威力を抑えられている。


    　幼い頃自分を小児性愛者の愛人に売り渡した母への嫌悪とその理由、つまり肉欲と権威、権力への禁きん忌きがトリガーだ。


    　右手のみ、なんのEXMODエクスモツド能力をも発動していない理由も恐らく遠因はそこだろう。


    　小日向世衣は自分の能力全てを解放することを無意識で怖れている。


    　この二日から三日、彼は彼女の禁欲をマリーの身体からだを使って解放し、最後に全てが恐怖の世界であることを「教育」した。


    　洗脳は、世間で言われるほど強力ではなく、本人が望まない行為、理性、良心、利害に反することは強制できないが「仕方のない状況」だと当人が納得していれば話は別だ。


    　真ま之の斗とを裏切って別の存在マリー・Ｒと関係を結んだという「不義」がこれにあたる。


    　今の小日向世衣は薬物の効能もあり、目覚めてもしばらくは悪夢と現実の区別がつかない。


    　目覚めた瞬間、世衣はきっと悪夢の延長線のまま手加減なしに「声」を使うに違いない。


    　放射線もなにも出ない、圧倒的な破壊力が解放される……それをブローウィンは戦略級核弾頭一発分の威力だろうと予想していた。


    　本来は羽はね田だから離陸した輸送機の中で起こる予定だった。


    　標的であるロマナ少佐や、マリー・Ｒたちに加え、ＤＡＲＰＡダーパの科学者が数名犠牲になるだろうが、ブローウィン自身は気分が悪いとか理由をつけて別便に乗るつもりだった──アメリカの正しい発展には自分は必要だし、これは確実な方法のはずだった。


    　だが、今は予定を変更して小日向世衣を解放すべきときだ。


    　ブローウィンは冷静に、自分が送ったメールが密かに改造されたサーバーの中でロマナの電子署名の成された「要緊急」のメールに変換されるのを待った。


    　着信音が響く。メールの内容は彼だけ、別行動で成田へ向かうことを指示しているものだ。


    　成田の航空便を同時に押さえたことを確認する。


    　帰国しても、EXMOD研究の第一人者として、彼にはＤＡＲＰＡでの仕事がある。


    　未いまだに改良型PARANO=ERパラノエルと次世代EXMODを夢見ている愚か者たちもこれで失脚する。


    　あとは彼と、彼の仲間たちが世界を正しく導いていく。


    　薬で偶然でき上がった超人兵士ではなく、理性ときちんとした──つまり正しい科学と機械工学、そして「彼の知る聖書」によって生み出される神の軍隊。


    　それこそが正しいアメリカの未来なのだ。


    



    



    　新整備場駅を左手に見ながら、亜あ世ず砂さはヘリを追った。


    　真ま之の斗とを抱かかえたまま、思いっきりジャンプしてフェンスを跳び越え、東京モノレールの線路の下を走り抜け、さらにまたフェンスをジャンプ、新整備場駅を横目に、ＪＡＬメンテナンスセンターの前を駆け抜け、道を右に折れた。


    　旅客機のエンジンの爆音が響くなか、真まっ直すぐＤ滑走路へ向けて走る。


    「アズ姉ねえ、あれ！」


    　真之斗が指差す方向にはシースタリオンが滑走路の照明によって下から照らされて飛んでいくのが見える。


    「真之斗、食わせろ！」


    　両手の塞ふさがっている亜あ世ず砂さの声に応えて、真之斗は自分の防弾ベストの上に貼りつけた青いプラスティックパウチからエネルギーバーを一本取りだしてその口の中に押し込んだ。


    　さらに亜世砂が走る速度を上げた。


    



    



    　その頃クラタはタクシーを捕まえて空港の職員専用ゲートをくぐる進路を取りながら、空港警察に電話を入れていた。


    「厚生労働省・感染症機動部門のクラタです」


    　彼女は一般向けの身分を名乗った。


    「今Ｄ滑走路から飛び立とうとしているのはアメリカ軍に擬装したテロリストの一味です、強力な伝染病を国内の大学から盗み出しています……ええ、非常に危険です、特殊急襲部隊ＳＡＴを向かわせてください、決して離陸許可は出さないように、お願いします」


    「？　テロ？」


    　タクシーの運転手が顔色を変えた。


    「大丈夫、私たちを下ろしたら一目散に逃げればいいですよ」


    　クラタはスーツの懐ふところからＳＩＧ／Ｐ３２０自動拳銃を抜いて装そう填てんを確認した。


    　彼女の隣に座った操縦士は一緒に持ち込んだスーツケースの中から、Ｈ＆Ｋの切り詰めた自動小銃を取りだし、これも装填を確認する。


    「ひ！」


    「大丈夫、我々は政府関係者だから」


    　更に脅おびえる運転手にクラタはそう言ってぞわりとした笑みを浮かべ、慌てて口元を押さえた。


    「いかんいかん、民間人に対する配慮が欠けた」


    　という言葉が冗談か本気かはわからないが、その笑顔だけで運転手が前を向いて必死にハンドルを操り始めたのは事実だ。


    　異様な轟とどろきがタクシーの背後から聞こえる。


    「？」


    　振り向くと、「アイヴァンホー」の所有する四足歩行のドローンが数十台、まるで牛が暴走するような勢いでタクシーに追いつき、追い越していく。


    　ゲートを破壊し、警備の警官と撃ち合いが始まった。


    　タクシーが急停止する。


    「まだ予備のドローン部隊がいたのか！」


    　呆あきれ顔でクラタはその光景を見た。


    「撃ちますか？」


    　窓際の操縦士がＭＰ５Ｋを構えようとするのをクラタは肩を掴つかんで制した。


    「この数じゃこっちが嬲なぶり殺しにされる、とにかくこっちも数を揃そろえて急がないと」


    「分かりました」


    「すまんが運転手さん、引き返して空港側のもうひとつのゲートから中に入ってくれ」


    　拳銃を持ったままニッコリ微ほほ笑えむクラタに、タクシーの運転手はガクガクと頷うなずいた。


    「さて……このまま手ぶらで彼らと対決は避けたいが……」


    　クラタの普段の連絡用のスマホではなく、非常時用の折り畳み式携帯ガラホが鳴った。


    「さすが岡おか崎ざき君」


    　にやりと笑う。


    



    



    　Ｄ滑走路に到着したヘリが着陸し「棺コフイン」とロマナを降ろしていると、空港警察のパトカーが数台サイレン音も高く駆けつけ、タイヤを鳴らしながら一〇メートルほど離れて停車する。


    　即座に制服警官が飛び出し、教本通りに車を盾たてにして腰のＨ＆Ｋ・Ｐ２０００を構えた。


    「日本警察です、あなたたちに対してテロリストの疑いがある、降伏して……」


    　六人いる警官のひとりがハンドマイクを使い、英語で言い終える前に、「アイヴァンホー」たちは銃を構え、ロマナはひと言「撃てフアイア」と叫んだ。


    　瞬く間にゴムスタン弾を食らって警官たちが悶もん絶ぜつする。


    「少佐、ゴムスタン弾の在庫が切れました、銃弾の使用許可を」


    スーパースタリオンで移動してきた「アイヴァンホー」小隊の隊長が申請するのへ「許可する」と苦い顔でロマナは頷いた。


    　兵士たちはどこか嬉々とした顔でゴムスタン弾を発射する大型のライフルを放り出し、スーパースタリオンから降ろしたコンテナからＭ４やミニミ分隊支援機銃などを取り出す。


    「このナーフ（※アメリカ製のスポンジを撃ち出す玩がん具ぐ）モドキともようやくオサラバだ」


    「まったくだ、重いわでかいわで、相手に当たってもほとんど意味がねえ」


    　と口々に言い合う。


    「……マリー、腕のほうはどう？」


    　ロマナの問いに対して、


    「戦闘用は冷たくて嫌いだけど、文句言ってられないでしょう？」


    　答えながらマリーは右脚を外し、足首から先が鳥のそれに近い形状で鋭い爪を持つ義足につけ替えた。


    　もうひとつ予備の義手の左手首も取り出し、真ま之の斗とに潰つぶされたものと交換する。


    　最後に、真之斗の頭突きでバイザー部分の砕けたヘルメットを新しいものと取り替えた。


    「『メタルストーム』の使用許可、もらえる？」


    　義手の掌てのひらを開いたり握ったりして調子を見つつ、玩がん具ぐをねだる子供の目でマリーが尋ね、


    「この際、仕方ないわ……あのふたりは危険すぎる」


    　とロマナは頷うなずいた。


    「やった」


    　楽しげにマリーは義手と義足を撫なでた。


    「久々に使える！」


    「敵を発見！　一二時の方角！」


    　周囲の警戒をしていた「アイヴァンホー」のひとりが叫んだ。


    「ひとりか？」


    「いいえ、ふたり来ます！」


    「総員戦闘準備！　マリー、先に行ける？」


    「ええ」


    　プロテクターの内側にあるポケットから、超高カロリーのチョコレートバーを取りだして食べおえたマリーが口元を手の甲で拭ぬぐって微ほほ笑えんだ。


    「一〇分で始末する」


    



    



    　二〇〇メートルほど手前に停車していたタラップ車の陰で亜あ世ず砂さは停まった。


    「下りろ、真之斗。オレが先行する」


    　言って亜世砂は自分のプラスティックパウチからエネルギーバーを取り出して齧かじった。


    　胸のドリンクホルダーからの水で一気に三本流し込む。


    「そんな……」


    　何か言いかけた真之斗の口に、当人の胸のプラスティックパウチを開けて三本のエネルギーバーを取りだして、突っ込む。


    「～～～～！」


    　それでも何か言いかける真之斗に、今度はペットボトルを抜いて押しつける。


    「危ないから、それ食って飲んだら急いで来い。あたしが撹かく乱らんしてる間に姉貴を助け出せ。あの変な機械ごと引っ担いで逃げるんだ……こっから一〇分……いや五分間が勝負だぞ」


    「……わかった」


    　エネルギーバーを同じく水で流しこみ、無駄な押し問答をしている暇がないことは明らかで、真ま之の斗とはすぐに頷うなずいた。


    「死なないでよ、アズ姉ねえ」


    「あったり前だろ、マノ」


    　久々に亜あ世ず砂さは真之斗を昔の愛称で呼んで、その髪を掌てのひらでクシャクシャとかき回した。


    「もう！」


    「髪直したら追ってこい」


    　亜世砂の姿がかき消え、風が真之斗の髪の毛を揺らした。


    　そして、亜世砂の後を追って真之斗が走る。


    



    



    　走る亜世砂に、銃弾が撃ち込まれるが、彼女はジグザグに走ってこれを避よけ続けた。


    　跳躍はしない。空中にあるうちは、亜世砂の能力は一時停止されているのも同じだからだ。


    　だから停車しているタラップ車や牽けん引いん車しやの陰に隠れ、「急停止」を多用した。


    　亜世砂にとって能力発動中の時間は緩急を生じさせるもので、それをコントロールできるが、能力の根幹が一般人である「アイヴァンホー」の兵士たちにとって、時間は常に同じ速度で流れる。


    　故ゆえに亜世砂が高速移動しながら一瞬停止すると、目の前に不意に現れたように感じるのだ。


    　かき消えるように見えても実際には移動する亜世砂はその目に映っている。


    　相手の脳が認識するのが遅れているだけなのだが、理解はできても肉体は簡単に納得しない。


    　EXMODエクスモツド能力者と一般人の違いである──流れている時間そのものの質と方向が違うのだ。


    　弾薬を消費させながら、大きく亜世砂は相手の後ろへと回り込もうとしたが、その背中をいきなり見えない拳が殴りつけた。


    　予想だにしなかった方向から、しかも背中全体を巨大な拳で殴られるような衝撃に、亜世砂は脚をもつれさせ、無様に滑走路の上に転がった。


    　顔面を打たないように両手で受け身を取って再び立ち上がりながら、何が自分を襲ったのかを確認する。


    　あの四足歩行のドローンの集団だった──しかも、今はその上に首のように、太くて長い筒型の衝撃波砲が装備されている。


    　四〇体近い一群が真之斗と殴り合っているのが見えた。残り二〇体がそれを迂う回かいしながらこちらに向かっている。


    　砲塔の基部が一斉に動いて微調整し、どん、という音が一斉に響くと、亜世砂の身体からだは再び後方へ吹き飛ばされていた。


    　柔らかいトラックに激突されたような衝撃。


    「こ……のぉっ！」


    　亜あ世ず砂さは地面に激突寸前、根性で反転し、爪先から着地、ドローン目がけて突っ走る。


    　亜世砂は三体の胴体にまとめて跳び蹴げりを食らわせて吹っ飛ばすと、地面ギリギリに伏せるようにして走った。


    　背中の銃を抜く──相手は機械だから、遠慮しなくていい。


    　高飛びの要領で相手を飛び越えながら砲塔の基部に目がけて引き金を引く。


    　散弾銃の反動。至近距離からの二〇番ゲージ散弾を食らって、砲塔基部から火花が散った。


    　着地と同時に手近な一体の前脚のつけ根に銃口を押しつけて撃つ。


    　これで確実に行動不能にできることは、ショッピングセンターの初戦で死んだクラタの部下が、命と引き替えに四足歩行ドローンを破壊したことで明らかだった。


    　銃弾は貫通しないが、火薬の力で撃ち出された散弾は、ハンマーで局所をぶっ叩たたくのと同じ効果をもたらし、前足の回転関節部分のかみ合わせが破損し、作動不良を起こす。


    　亜世砂は装そう填てんしながら走り、さらに四体の砲塔部分を蹴り飛ばし、三体の前足を踏み折った。


    　群れることで亜世砂への攻撃の範囲を広げていることが完全に徒あだとなって、それから先は亜世砂に踏み潰つぶされ、蹴り折られ、蹴り飛ばされて、文字通りの蹂じゆう躙りんを受けた。


    　だが残り三体まで追い詰めたとき、マリー・Ｒが背後から襲いかかった。


    　鋭い爪がうなじを掠かすめ、数本の髪の毛を斬り飛ばした。


    「！」


    　亜世砂は足技で応戦するしかない。


    　そこへ「アイヴァンホー」の歩兵から銃弾まで撃ち込まれる。


    「こなくそっ！」


    　世せ衣いの居場所まであと二〇〇メートル、今の亜世砂にとっては二秒もかからない。


    　それが無限に遠い距離に思えた。


    　背後で真ま之の斗とが吠ほえ、一斉に四足歩行ドローン部隊が滑走路を火花を上げながら滑り、あるいは放り投げられてバラバラになりながら転がっていく。


    　そのうち何体かが破片となって、「アイヴァンホー」の兵士たちのところへも降り注ぐ。


    　さらにそこへサイレンを鳴らしながら装甲車が到着した。


    　空港警備の切り札、ハイジャック対策などのために配備された特殊急襲部隊ＳＡＴが装甲車の背後にあるハッチから飛び出してきて「アイヴァンホー」と、彼らに対応すべく向かってくる四足歩行ドローンに銃撃を仕掛ける。


    　クラタが手を回してくれたのは間違いない。


    　だが「アイヴァンホー」のほうが重武装だった。


    　擲てき弾だん筒とうから放たれた擲弾が装甲車を破壊し、炎が上がる。


    　滑走路上の飛行機が避難を始め、ジェットエンジンの咆ほう哮こうと吹きつけてくるエンジンからの気流が吹きすさぶ突風のようになる中、銃撃は続く。


    　亜あ世ず砂さはその風に飛ばされそうになりながら、マリーの手足の鋭い爪を避よけ続けた。


    　加速能力という限定で言えば亜世砂のほうが上だった──が、マリーの攻撃する手数の多さに、亜世砂は相手を攻めあぐねた。


    　背中の散弾銃に手をかける暇さえ与えてくれない。


    　そして、「くら」と視界が揺れた。


    「しまった……」


    　亜世砂の身体からだは先ほど摂取したカロリーを全て使い尽くしたのだ。


    　低血糖症状ハンガーノツクが彼女の身体を襲い、勝利の笑みを浮かべたマリーの左の爪先が亜世砂のみぞおちを蹴けり上げた。


    



    



    　亜世砂は動きの速さから「面」で攻撃できる音波衝撃砲が使われたが、真ま之の斗とに向かってきた四足歩行ドローンは塔タワー状のレールガンを向けて撃ってきた。


    　真之斗はそれを滑走路を殴りつけて舞い上げた一般道路よりも固くて柔軟性もあるアスファルトの破片で防いだ。


    　世せ衣いを奪われた怒りがEXMODエクスモツド能力を強化したのか、少年の身体にレールガンの弾頭が炸さく裂れつしても、服こそ派手に破れ、打撲の痛みはあるものの、身体自体は無傷ですんだ。


    　世衣を取り戻す。


    　自分が攻撃を受けても無事であることへの驚きよう愕がくはなく、この言葉だけがずっと頭の中にある。


    　世衣を取り戻すためなら、何でもする。たとえ人殺しでも。


    　決意だった。


    　真之斗はそのまま突き進むと、手当たり次第に四足歩行ドローンを掴つかんでは振り回し、叩たたきつけ、殴り飛ばした。


    　神経パルス混乱用のフラッシュライトが顔に向けられるが、滑走路の照明の波長がそれを打ち消すためか、真之斗にはただ眩まぶしいだけだった。


    　すぐに敵はそれに気づいて通常のライフル弾による射撃に戻ったが、その銃撃は長く続かない──真之斗の斜め後ろから銃声が轟とどろき、彼らの周囲に炸裂したからだ。


    「一二時の方角、７７７トリプルセブンの陰だ！　撃て！」


    　自分の後ろで発砲音が響き、ＳＡＴが援護してくれていることもわかる。


    　だからアスファルトをはぎ取って盾たてにして突進した──四足歩行ドローンの衝撃波砲に何度も盾は砕け散ったがそのたびごとに新しく盾を作り、真之斗は前に進む。


    　あと二〇〇メートルが半分になり、九〇メートルになり、八〇メートルになり、七〇になり──そこで着陸したばかりの輸送機からもわらわらと武装した「アイヴァンホー」が降りてきた。


    　真ま之の斗とは自分を狙ねらう巨大な対物狙そ撃げき銃の気配を感じ、両の手を固く握りしめ地面に振り下ろした。


    　爆発めいた土柱が上がり、深い亀き裂れつが真之斗から「アイヴァンホー」たちへと走る。


    　怯ひるんだ彼らを一気に突き崩すべく、真之斗は走った。


    　慌てて体勢を立て直そうとする「アイヴァンホー」たちのど真ん中に少年は躍り込むと、次々と彼らの胸ぐらを、襟えり首くびを、持っている銃を掴つかんではぶん投げる。


    　後から合流した人数も含め、二個小隊の兵士たちはものの数秒で滑走路の上を舞い、あるいはその上を長い距離にわたって転がる羽目になった。


    　追加の四足歩行ドローンは据えつけられたミニミ機銃を使う暇もなく真之斗の拳に叩たたきのめされ、咄とつ嗟さにロマナが銃を構えるが、構わず手首を取って投げた。


    　彼女はプロテクターを装備しているようには見えなかったので、すこしだけ手加減する。


    　そして、「棺コフイン」と彼らが呼んでいる機械に真之斗はたどり着いた。


    　世せ衣いの顔が小さな窓の中に見える。


    　それだけで、思わず膝ひざから崩れそうになるぐらい、真之斗は安あん堵どした。


    「セイ姉ねえ！」


    　叫んで手をかけた真之斗の肩に、義手の肘ひじから飛びだした鋭い刃が撃ち込まれた。


    　EXMODエクスモツド能力で強化された義手は、戦闘服は勿もち論ろん、真之斗の肩の皮膚と肉を容易たやすく貫いた。


    　激痛に耐えながら真之斗が振り向きざまに横殴りの裏拳を撃ち込むと相手はそれを余裕で避よけ、さらに真之斗のこめかみに鋭いナイフのような刃の爪先が撃ち込まれる。


    　真之斗はこれを身をよじって何とか避けたが、こめかみから額にかけてすっと赤い線が走り、相手が遥はるか彼方かなたに飛び退のいたあと、ぱっくりと傷口が開いて血が流れ出した。


    「あんたにセイは渡さない」


    　英語でマリーは言った──彼女の息も上がってる。限界が近いのだ。


    　かざした義手とアスファルトを踏みしめる義足の周囲に高速振動の音とぼやけた輪郭。


    　高周波ブレードと呼ばれる高速震動する刃を装備している。


    　通常、触れれば鋼鉄さえ寸断するものだが、真之斗にはわからない。


    　EXMODの能力がフル稼働しているのか、傷口が閉じていくのを感じる。


    　こいつを倒さなければ、世衣は取り戻せない。


    　拳を握りしめた。


    「殺してやるわ、あんたなんか」


    　何を言われているか、真之斗にはわからない。


    　だが、相手が自分を憎悪していることだけは伝わってきた。


    「消してやるよ、男女レデイボーイ！」


    　この言葉は知っていた。小学校の頃一度からかい半分に、英会話教室に通っていたクラスメイトに言われたからだ。


    　そのクラスメイトを叱しかり、二度とその単語を口にしないようにしてくれたのは世せ衣いだった。


    　今度は、自分の手で、相手に二度とそんなことを言わせないようにするしかない。


    「五月蠅うるさい！」


    　叫んで真ま之の斗とはマリーに殴りかかった。


    　女だからと手加減する気はなかった──同じ失敗はしない。


    　相手を殺してでも、手足を引きちぎってでも、世衣を取り戻す。


    　ふたりの拳が再び打ち合った。


    



    



    　世衣は目覚めつつあった。


    　外が騒がしい。


    　ジェット機のエンジン音のような爆音が聞こえる。


    　そしてあまり感じたくないもの……EXMODエクスモツド能力者同士が戦うときに「聞こえる」音。


    　ブローウィンの「説得」と「教育」によって世衣の深層心理はすっかり脅おびえきり、無意識のうちにEXMOD能力を発動させていた。


    （なに……が……？）


    　世衣が目を開ける。


    　ひとりの少年と、ひとりの少女が激しく戦っていた。


    　ひとりは真之斗、そしてもうひとりも……


    「まの……と？」


    　薬物による記憶の混こん濁だくと、これまでの執しつ拗ような暗示が世衣の脳に認識の混乱を招いている。


    　確かに少年と少女で、片方が真之斗のはずなのに今の世衣には真之斗同士が殺し合ってるようにしか見えなかった。


    



    



    　どちらも低血糖症状ハンガーノツク手前、ギリギリの戦いだった。


    　真之斗はここへたどり着くまでに大量の四足歩行ドローンと「アイヴァンホー」の兵士たちと戦っていて、マリーは亜あ世ず砂さと戦っている。


    　だがやはり、マリーの能力はそれぞれで見れば真之斗よりも低かった。


    　亜世砂との足技の応酬で痛んでいたマリーの脚は、真之斗の拳で活火山の麓ふもとのように掘り返された滑走路の上を思ったように移動できず、やがて真ま之の斗とは彼女の右手を掴つかまえた。


    　掴つかまれたマリーが、何な故ぜか勝利の笑みを浮かべた。


    「『ファイナリィ』作動オン」


    　次の瞬間、左腕の高周波ブレードの震動が停止し、義手の手首から肘ひじまで全ての装甲がはじけ飛び、中に仕込まれていた一万発の弾丸が一斉に真之斗目がけてゼロ距離射撃された。


    　ショットガンのような一斉射撃ではない。


    　直径五ミリの紡ぼう錘すい状の銃弾がマシンガンのように連続射撃されたのだ。


    　僅わずか一秒の間に一万発という発射速度である。


    　本来なら特殊部隊がテロリストのアジトを守る鋼鉄のドアを一瞬で粉砕して突入するための、あるいは仕掛け地雷の一種として使用することを想定された、「メタルストーム」と呼ばれる武器が、この義手に仕込まれていた。


    　真之斗の顔面を含めた、上半身全体を狙ねらって発射されたはずの一万発の銃弾は、何故か全て少年の左掌てのひらに集中した。


    　数十発はその掌の皮膚を破ったが、真之斗の上半身を包む金色の光は、それ以上の被害を与えずほとんどが跳ね返る。


    　真之斗はさらに数千発の弾丸がぱらぱらと落ちる左の掌を拳の形に握りしめると、遠慮なくマリーのフルフェイスマスクの顔面を殴りつけた。


    　吹っ飛ぶ前に、真之斗の右手がマリーの手首を握って離さない。


    　そのまま、馬乗りになって殴打した。


    　握りしめた左の拳から、握力でつぶれた銃弾がぽろぽろと落ちる──それでも殴り続けた。


    　プロテクターのバイザー部分が、やがてマスク部分全体が粉砕され、反撃しようと殴りかかるマリーの左の腕を捕まえ、真之斗は思いっきり捻ひねり上げた。


    　電気収縮型の人工筋肉とそれを支える金属フレームがひしゃげて破損し、断裂する音の中、真之斗はマリーの機械の腕をぐるりと捻り上げつつ火花を散らしながら引き抜いた。


    　マリーの口が大きく開いて絶叫が飛び出し、冬の滑走路の空気を切り裂いて響く。


    　涙と涎よだれを垂れ流しながら、マリーは四文字言葉を絶叫して真之斗を罵ののしった。


    　一瞬のあと、刃物のようになったマリーの爪先が真之斗の首のつけ根、盆の窪くぼと呼ばれる急所を狙うが、僅かにそれて、肩けん甲こう骨こつ下に浅く突き刺さる。


    　真之斗は顔色を変えず、その義足の足首を後ろ手に掴んだ。


    　怒りが過ぎて、異様な冷静さが真之斗の中にある。


    　立ち上がりながらぐるりと、マリーの足首を中心に回ると、右足首と膝ひざに手をかけ、力を込める。


    　本来曲がらないはずの方向に膝関節が曲がり、金属フレームがへし折れるみちみちという音がして、左腕同様にねじ切る要領でマリーの身体からだから引き剥はがされ、滑走路に投げ捨てられた。


    　その激痛に今度こそマリーは白目を剥むき、のけぞったまま動かなくなった。


    　義手義足とはいえ、EXMODエクスモツド能力で補強され、さらに電気信号的にも「繋つながっている」彼女にとっては生身の手足をそのまま引き抜かれるのと同じ苦痛だ。


    　だが、真ま之の斗とも無傷ではない。


    　肩甲骨の傷、殴られた顔面は腫はれ上がり、先ほどのメタルストームの直撃は避よけられたが、こめかみから額、細い顎あごまでに空いた銃創と刃物傷から血が流れる。


    　片目はその血と、膨ふくれあがった瞼まぶたのために見えない──それでも立ち上がった。


    　よろよろと、世せ衣いの入っている「棺コフイン」に近づく。


    　その表面に手を触れようとした途端、扉が微かすかに身じろぎするように震ふるえた。


    　扉が、開く。


    「セイ姉ねえ……」


    　真之斗の唇くちびるから喜びと安あん堵どの声が漏れ、扉が開ききる。


    　次の瞬間、真之斗は「声」によって吹き飛ばされた。


    



    



    　亜あ世ず砂さは、マリーの蹴けりによって転がったまま、ほとんど気力だけで腰のパウチからエネルギーバーを取り出し口の中に入れ、噛かみきった分を丸のみにした。


    　一〇秒もしないうちに意識がはっきりしてくる。


    　そして、残りを貪むさぼり、最後の水も飲みきって何とか立ち上がった。


    　体力はともかく、疲労と打撲の痛みがきつい。


    　見れば、真之斗はマリーの義手義足を引きちぎり、世衣の閉じ込められている装置に手をかけようとした……その途端、「声」がして真之斗が吹き飛んだのだ。


    　亜世砂は慌てて走り、飛ばされた真之斗を受け止め地面を転がる。


    　少年の首に触れて脈を取る……生きていた。


    「姉貴！」


    　振り向いた亜世砂の前に、滑走路の照明を背に、世衣の姿が美しく夜に浮かぶのが見えた。


    　下着のみの姿になった世衣は尋常ではない目つきで、ゆっくりと棺型の装置から歩み出る。


    「あなたも真之斗なのね」


    　静かに、世衣は言った。


    「でも、どんなに真之斗に化けてもダメよ、私、もう迷わない」


    「姉貴、何言ってるんだよ？」


    「声は……亜世砂のなのね」


    　そう言うと、世衣は大きく息を吸い込んだ。


    　小さく開いた世衣の口の中に、これまで見たことのない「光」のようなものを見いだして、亜あ世ず砂さは真ま之の斗とを抱かかえて走ったが一瞬早くその「光」が肩を貫いた。


    「！」


    　激痛と衝撃に、亜世砂の足がもつれ、真之斗を抱えたまま転がる。


    「そんな……嘘うそだろ、姉貴？」


    　声が震ふるえた。


    　ひょっとしたら世せ衣いは昨日の夜のことを知っているのではないか、という恐怖が亜世砂の心臓を掴つかんだ。


    　生まれて初めて「姉のものを盗んだ」罪悪感が一気に亜世砂の手足を縛る。


    　その間にも世衣はゆっくりと、悶もん絶ぜつするマリーの腰から、超振動波のナイフを引き抜いた。


    　刃自体が震動する高周波が、亜世砂の耳にも聞こえる。


    「いい音……少し高すぎるけど」


    　うっとり世衣は呟つぶやいて、瞳どう孔こうが開いたままの目を細めた。


    　ゆっくりと近づいてくる。


    　ナイフを何に使うかはもう明白だった。


    「殺さなくちゃ……真之斗を殺す真之斗を殺さなくちゃ……真之斗に会うために」


    　明らかに姉は「壊れて」いる。


    「姉貴、やめてくれよ！」


    　雪の降る滑走路の上、亜世砂はどうしていいのかわからずに叫んだ。


    　世衣がナイフをタクトのように握って息を吸い込む。


    　唇くちびるの中にまた閃せん光こうが見えた。


    　亜世砂は、再び真之斗を抱えたまま走る。


    　高圧縮された「声」が周囲の光を歪ゆがめ、閃光と化してその後を追いかけ、滑走路を裂いた。


    



    



    　世衣が立ち去ったあとの「棺コフイン」の前に倒れたまま悶絶しているマリーを、這はい寄ってきたロマナが抱きしめて、涙を流した。


    「何をした……あの卵頭エツグヘツドめ」


    　風に乗って生き残ったほかの部下の呻うめき声が聞こえてくる。


    　こんな無残な敗北は初めてだった。


    　相手が想定外の存在であるとはいえ、小こ日向ひなた世衣が勝手に目覚めることなどありえない。


    　間違いなく遠隔操作で「棺」の蓋ふたは開き、小日向世衣は覚醒させられたのだ。


    「だが、このままでは終わらせられない」


    　決意とともに彼女はヘッドセットのスイッチを入れた。


    「ライフルを持ってこい、狙そ撃げき用、大口径だ。暴走したEXMODエクスモツドを処分する」


    　それがねじ曲がった意い趣しゆ返がえしの感情だと理解していても、ロマナは部下のために、マリー・Ｒのために小こ日向ひなた世せ衣いを、あるいは霧きり山やま真ま之の斗と、小日向亜あ世ず砂さを殺す必要があった。


    



    



    　空港ビル内を突っ切って滑走路に出たクラタは、空港ビル近く、ターミナル分駐所のあたりから無理矢理滑走路にＳＵＶで出てきた岡おか崎ざきと合流した。


    「見つかったか？」


    「はい、なんとか」


    　そう言って岡崎は助手席をクラタに譲りながら小さな段ボール箱を押しつけた。


    「何本入ってる？」


    「三本です、あと五本ありましたが、そっちは封が甘くて変質してました」


    「よし、これで交渉できる！」


    　クラタは笑みを一瞬だけ浮かべてシートベルトを締めた。


    「急げ！　今ならまだ間に合うかもしれん！」


    　非常警報が出されて動くもののない、雪が舞い散る滑走路の上を、黒塗りのＳＵＶが矢のように疾駆する。


    



    



    　亜世砂はもつれる脚で、それでもＤ滑走路から数百メートルを後退して、これまでの騒動で放棄されたと思おぼしい牽けん引いん車しやの陰に隠れた。


    「真之斗、おい、真之斗、しっかりしろ」


    　ボロボロになった真之斗の頬ほおを叩たたくが、少年は答えないが、手足がひくつくところを見ると、意識はまだ完全に失われたわけではないらしい。


    「食べろ」


    　とエネルギーバーを口元に持っていくが、食べない。


    「……ごめん、姉貴」


    　亜世砂は意を決してエネルギーバーを半分自分の口の中に入れてかみ砕き、唾だ液えきと混ぜて咀そ嚼しやくしたものを含むと、そのまま真之斗の唇くちびるに重ねた。


    　前歯を舌でこじ開けるようにして流し込む。


    　やがて真之斗の細い首が嚥えん下げし、瞼まぶたがひくついた。


    　目が開いて、瞳どう孔こうが収縮する。


    「あれ……？」


    「真之斗、しっかりしろ、姉貴がおかしくなった。奴らに何かされたんだ。オレたち全員敵だと思ってる、お前を殺してお前に会いに行くとか言い出してる」


    「あ……ど、どうしよう？」


    　狼狽うろたえる真ま之の斗とに、どうすればいいのか、亜あ世ず砂さもわからなかった。


    「そりゃこっちが……」


    　身じろぎした亜世砂と、牽けん引いん車しやの車体がぶつかって、背中の散弾銃が固い音を立てた。


    「……」


    　一瞬、恐ろしい考えが亜世砂の頭の中をよぎり、彼女は頭を振ってその考えを追い出した。


    （何考えてるんだオレは！　姉貴だぞ!?）


    「でも、決まってるよね」


    　真之斗の力強い、静かな声が亜世砂を現実に引き戻した。


    「セイ姉ねえは、何が何でも連れて帰る」


    　少年の顔は引き締まり、輝いていた。


    「……ああ」


    　その輝きを眩まばゆく思いつつ、亜世砂は頷うなずくしかなかった。


    



    



    　雪の降る滑走路を、素足で下着だけの姿で世せ衣いは歩く。


    　先ほど自分の前から消えたふたりの真之斗がこの先にいる。


    　会話が聞こえるが、今ひとつよくわからない。


    　何かがおかしい、と頭の奥底で誰かが叫んでいるが、何がおかしいのかがわからない。


    　ただ、この悪夢を終わらせる必要がある。


    　真之斗の所に帰る。


    　彼女たちがこのEXMODエクスモツドの力に目覚め、戦うきっかけになった「Ｆ」こと山やま崎ざき四し郎ろうの気持ちがよくわかった。


    　帰りたい。


    　何が何でも真之斗の──本物の真之斗の元へ。


    　だんだんと、身体からだが冷えてくるのを自覚する。


    　真之斗と一緒のベッドに入って温まりたい。


    　亜世砂と真之斗と一緒に食事がしたい──あの、懐かしい、温かな我が家で。


    　何を作ろうか。シチューか、それとも鍋物か。


    　世衣の胸の中に柔らかいものが満ちるが、今は駄目だと別の心が修正をかける。


    　今は悪夢の中。あのふたりを殺さねば帰れない。


    　本当に？


    　本当に。


    　世衣はゆっくりと、「声」の効果範囲にふたりの「真之斗」が隠れる牽引車が入る位置まで歩いていく。


    



    



    　音もなく現れた世せ衣いが、「声」を放ったのを回避できたのは、ほとんど亜あ世ず砂さの直感だった。


    　光を歪ゆがめるほどに圧縮された亜世砂の「声」は眼前の牽引車を豆腐のごとく切断し、さらに逃げる亜世砂の足下、爪先を下ろそうとした地面そのものを抉えぐった。


    「！」


    　バランスを崩した亜世砂が転倒した。


    　そのままパイロットが逃げ出して放置された、無人の旅客機の着陸脚にぶつかる。


    「セイ姉ねえ！　僕だよ！」


    　真ま之の斗とが声を上げるのを聞いて、亜世砂は一瞬の失神から醒さめた。


    「真之斗だよ！　あっちにいるのはアズ姉だよ！　やめてよ！」


    　いつの間にか、真之斗が立ち上がってこちらに背を向けて両手を広げている。


    　自分も立ち上がろうとして亜世砂は痛みに顔をしかめた。


    　足首をくじいている。


    　それだけではない──ふくらはぎから血が出ていた。


    　横転する電車の中、冷たい金属の棒。薄い暗くら闇やみの中、白く骨が突き出た自分の脚。


    　一瞬、亜世砂の頭の中に電車事故の朝の風景がフラッシュバックする。


    　殺意──亜世砂は咄とつ嗟さに背負った散弾銃の銃床に触れ、その冷たさに正気に戻った。


    （あたし……今、何しようと……？）


    　EXMODエクスモツド能力者は本来精神が不安定だという。世衣を奪われ、そしておかしくなった彼女を見て自分の精神もバランスを欠き始めているのかも、と亜世砂は自己診断した。


    　それは、真之斗も同じだ。


    　もしも、世衣が真之斗を殺そうとしたら……いや、真之斗は世衣に殺されるほうを選ぶ。


    （させるものか）


    　亜世砂は立ち上がった。


    　脚の傷は表面的なもので、深くないことは冷静になればすぐわかる。


    （くそ、オレこんなにメンタル弱いのかよ？）


    　たかが、以前と同じ所から出血しただけだ。


    　そんなことより、姉は正気を失い、真之斗が死んでもいいとその前に立ちふさがってる。


    　そっちが何よりも優先させるべき問題だ。


    （お姉ちゃん……正気に戻ってよ）


    　口の中でそんな弱気が溢あふれたが、奥歯でかみ殺し、亜世砂は唇くちびるの外に出さなかった。


    「姉貴」


    　亜あ世ず砂さは真ま之の斗との横に並んで微ほほ笑えんだ。


    「家に帰ろう、ここは寒いぜ？」


    　なんとか笑みを浮かべた亜世砂の目に、滑走路の彼方かなたであのベリーショートの金髪女が大型ライフルを構えて世せ衣いを狙ねらう姿が見えた。


    



    



    　いきなり風景が横に流れ、さっきまで自分が立っていたところに銃弾が炸さく裂れつするのを世衣は「聞いた」。


    　亜世砂によく似た真之斗が自分を抱かかえて横に飛んだ。


    　抱き合ったままゴロゴロと転がり、先ほど自分が真っぷたつにした牽けん引いん車しやの残ざん骸がいの陰に隠れると、亜世砂によく似た真之斗は微笑んだ。


    「大丈夫か、姉貴？」


    　違う、この子は真之斗じゃない。真之斗じゃないのなら、誰？


    　背中が冷たい。腕が冷たい。


    　でも、この子が掴つかんでいる部分は温かい。


    　くらっと、亜世砂によく似た真之斗はよろめいた。


    「栄養補給……」


    　そう言って震ふるえる指で胸のプラスティックパウチから棒状のエネルギーバーを取り出す。


    　別の真之斗は、彼女たちの遥はるか前で拳を振るって次々に飛んでくる銃弾を防いでいる。


    　その真之斗はやがて最後に地面を殴りつけ、舞い上がるアスファルトで銃弾を防ぎながら自分のそばに転がり込んでくる。


    　だが、銃弾が牽引車ごとぶち抜いて地面に穴を開けた。


    　この真之斗そっくりな真之斗は自分を抱きかかえてさらに転がった。


    　銃弾は世衣たちを追いかけ、亜世砂そっくりな真之斗は放置される。


    「大丈夫、セイ姉ねえ？」


    　この真之斗は真之斗。


    「ここは僕が守る！　アズ姉、セイ姉をお願い！」


    　叫んで少年は仁王立ちになった。


    　身体からだ中を金色の煙のような光が覆おおう。


    　あれ？


    　真之斗？　違う、違う、ここは夢、悪い夢の中。


    　でも、なんでこんなに寒いの？


    　雪が降ってるから？


    　ちがう、ちがう、ちがう、何かが違う。でも、帰らなくちゃ、あの家に、おうちに、あたたかいおうちに。


    　まのとが、あずさがまってる。だから、かえらなくちゃ。こいつらをやっつけて。


    　世せ衣いは、装具を填はめた右手でナイフを握りしめた。


    



    



    　真ま之の斗とは、世衣がナイフを握りしめるのを視界の隅に見ていた。


    　だが、対物狙そ撃げき銃の弾丸は次々に撃ち込まれる。


    　一瞬でも気を抜くことはできない。


    　世衣はナイフを構えてゆっくりと自分に向かってくるように見えた。


    　銃弾を撃ち落とすことに集中しているため、意識が通常の時間の流れではなく、異様にゆっくり流れているように感じているのだと頭の片隅で理解する。


    　世衣に殺される──恐怖は、不思議なことになかった。


    　むしろ、温かいものが胸の中に満ちていた。


    　銃弾を拳で撃ち落とす強烈な振動を感じながら、真之斗は微ほほ笑えんでいた。


    　この世界で最も自分を愛してくれる人に、その人を守っている最中に殺されるなら、それは幸せの絶頂ではないか。


    　その代わり、自分は世衣を守り抜く。


    　やがて、あの女軍人が撃つライフルも弾切れを起こす、それまでは防ぐ。


    　あとは亜あ世ず砂さが、クラタたちが何とかしてくれる。


    　真之斗は、自分の心が、本当は酷ひどく疲れていることにようやく気づいた。


    　怖かったのだ。


    　世衣と結ばれ、叶かなえられなかった母の手を取る、ということへの贖しよく罪ざいができるという幸せ、超人的な能力を持って、ヒーローとして人を救い続ける日々は充実していた。


    　だが、いつまで続く？　続けられる？　そして、いつまで続ければいい？


    　これで、ここで「終わる」なら完璧じゃないのか。


    　銃弾が途切れ、真之斗は世衣へと振り向いて両手を広げる。


    　戦いの中、最も愛してくれた人に殺される──たとえ正気を失っていてもそれは死に甲斐があるというものではないか──ほんの一瞬、霧きり山やま真之斗は、本気でそう考えた。


    　小こ日向ひなた世衣は身体からだごとぶつかり、手にした刃はするりと防弾防刃ベストの上からさらに少年の皮膚を肉を、肋ろつ骨こつを切り裂いて、その奥にある心臓を貫いていた。


    



    



    　亜世砂がエネルギーバーを咀そ嚼しやくして飲み込み、意識がはっきりした瞬間、ロマナのライフルの銃弾が途切れ、かちん、という小さな音が凍りつく風の中に響いた。


    「真ま之の斗と……？」


    　世せ衣いが首を傾かしげ、きょとんとした表情で言った声を耳にして、亜あ世ず砂さは姉が正気に返ったと思い込んだ。


    「姉貴！」


    　亜世砂が顔を上げると、すでに真之斗は世衣に覆おおい被かぶさるようにして抱きしめていた。


    「え……？」


    　開きっぱなしだった世衣の瞳どう孔こうがゆっくりと収縮した。


    　ぽたぽたという音が、亜世砂の耳にもはっきり聞こえる。


    「まの……と？」


    　これまで虚うつろだった世衣の声が震ふるえた。


    「真之斗……？」


    「よかった」


    　手をついて世衣の上から身体からだを持ち上げながら真之斗が笑った。


    　ふたりの間を、真之斗の身体から流れ出るものが滴したたって赤く、赤く広がる。
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    「なんで……わたし……こんな……」


    「いつものセイ姉ねえだ」


    　真之斗は世衣の頬ほおを両手で包むと背のびして口づけをし、そのまま彼女の隣へ仰向けに倒れた。


    「真ま之の斗と、真之斗っ！」


    　世せ衣いは跳ね起きて少年の身体からだにすがる──防弾防刃ベストで包まれた胸の中央には、それを無効化する高周波ナイフが刺さっていた。


    「わ、わたし、なんで、どうして……真之斗、真之斗っ！」


    　呆ぼう然ぜんと世衣は中天を見つめ、叫び声を放った。


    　滑走路に積もった雪が一斉に沸き立ち、牽けん引いん車しやの残ざん骸がいの窓ガラスが、放棄された旅客機のすべての窓ガラスが粉々に粉砕される


    　慌てて亜あ世ず砂さも真之斗のそばに駆け寄った。


    　首の脈を診る。弱々しいがまだあった。


    　だが少年の細い身体の下に広がる血の染みは滑走路の雪の上、どんどん広がっていく。


    　間違いなくナイフが心臓を傷つけている。


    　即死ではないだけだ……一気に亜世砂の頭から血の気が引いた。


    「亜世砂！　どうして、わたし、わたし……」


    「姉貴はアメリカ軍に変なことされて正気をなくしてたんだ、姉貴は悪くない！」


    　断言して、亜世砂は両手を血で染めて泣きじゃくる世衣の両肩を掴つかんで揺さぶった。


    　異様なぐらい頭が冴えている、冷静でいることを感じる。だがそれはショックが大きすぎるからだ。長く持たない冷静さだ。


    「いいか姉貴、真之斗の身体を動かすな、そのまま話しかけ続けろ　オレ、救急車を……」


    　と立ち上がろうとして足首の激痛に呻うめいた亜世砂の耳に、車のエンジン音が響いた。


    　大型のＳＵＶ車両がこっちに向かってやってくる、そのヘッドライトの明かりも見えた。


    『亜世砂君、真之斗君、無事か？』


    　クラタの声だった。


    「クラタさん、真之斗が、真之斗が！」


    　亜世砂は叫んだ。


    　ＳＵＶが停車し、クラタが何かを抱かかえて飛び降りるようにして走ってきた。


    　助手席と後部座席、運手席からは岡おか崎ざきと紹介された禿とく頭とうに髭ひげ面づらの四〇代の巨漢も降りてくる。


    「どういうことだ、これは？」


    「死なないで真之斗、あなたが死んだら私も死ぬ！」


    　世衣は子供のように泣き叫び、亜世砂はクラタに対し、簡潔に事実だけを告げた。


    「真之斗が死にかけてるんだ！」


    「確かにそうだな」


    　とクラタは口をへの字に曲げると小脇に抱えた小さな箱をアスファルトの地面に置き、中身を取り出した。


    「偶然という神がいたら感謝したいところだ」


    　そう言って取り出したのは以前亜あ世ず砂さたちが使ったことのあるペン型注射器だ。


    　ただし、亜世砂たちの使っていたものとは形状が少し違う。


    　何よりも書かれている文字に見覚えがあった。


    「ぱ……PARANO=ERパラノエル？」


    「ああ、そうだ……ようやく見つけた日本国内最後の三本のうちの一本だ、こういうところで使う羽目になるとはな」


    　そう言ってクラタは先端のカバーを外した。


    　意外に太く長い注射針が、背後からのＳＵＶのヘッドライトに煌きらめく。


    「な、何するつもりですか？」


    「このままでは真ま之の斗と君は一分もしないうちに死ぬ」


    　クラタは冷静にいい。真之斗の上にかがみ込んだ。


    「PARNO=ERは失われた身体機能を補う効能がある、君たちは身をもって知ってるだろう？　それはときに肉体全体を別に再構築する……心臓ぐらいは何とかなるだろう」


    「！」


    　驚いて顔を見合わせる亜世砂と世せ衣いに、


    「いいか、亜世砂君は右手、世衣君は左手、岡おか崎ざき君たちは脚を押さえる。私が馬乗りになったら真之斗君をとにかく押さえつけろ、上手くいけば酷く暴れる」


    　クラタはテキパキと命じつつ、上着を脱ぎ捨て、袖そでをまくる。


    　右腕の外側に、手首から肘ひじまで一直線の、長い刃物傷があるのが見えた。


    「ナイフの隙すき間まからPARANO=ERを打ち込む、ちょっとした早業だな」


    　皮肉に笑うと、クラタは右手に握りしめたPARANO=ERの注射器を真之斗の薄い胸、ナイフのそばに打ち込んだ。


    　真之斗の手足が痙けい攣れんし、亜世砂は思わず目を閉じた。


    　血の噴き出すぴゅうぴゅうという音が、不意に途切れる。


    （真之斗……まさか、死んじまったのか？）


    　おそるおそる目を開こうとした亜世砂は突然、猛烈な力で自分の身体からだが放り出されそうになって、慌てて真之斗の腕を強く押さえ込んだ。


    　少年の喉のどから野獣の咆ほう哮こうが吐き出された。


    　この細い身体に、EXMODエクスモツドの能力によって怪力が備わっているのは理解しているが、それとは違う、恐ろしい力が五人がかりで押さえつけてもなお、真之斗を突き動かす。


    　ややもすれば五人全員が放り出される勢いで真之斗は暴れた。


    　どれくらいそうしていたのか。


    　それが、不意にやむ。


    　からん、という金属の音はその後に響いた。


    　胸に突き立っていた高周波ナイフが真ま之の斗との胸から押し出されたのだ。


    「……真之斗？」


    　気がつくと真之斗の髪は真っ白になっていた。


    　首の脈を確かめる。


    　はっきりと動いていた。


    「……生きてる」


    　亜あ世ず砂さの言葉に、世せ衣いが大きな溜ため息いきをついて、真之斗の首にすがりついて泣き出した。


    　そして、反対側からヘッドライトが照らされる。


    　部下たちがそのヘッドライトへ向けて銃を構えようとするのを、クラタは手を上げて制した。


    　クラタが袖そでを元に戻し、上着を拾って着直す頃には、米軍のハンビーが数メートル手前で雪を蹴け散ちらしながら停車するところだった。


    「さて、ここの三人にもわかるように私が日本語で喋しやべるのを英語に翻訳してくれるか、岡おか崎ざき君」


    「はい、室長」


    　岡崎が軽く頷うなずく。


    　ハンビーからベリーショートの女軍人が降りてきた。


    　コートはところどころほころび、顔には真新しい絆ばん創そう膏こうや包帯が巻かれている。


    「やあ、ロマナ・ギャリソン少佐」


    　両手を広げ、クラタは皮肉な笑みを浮かべた。


    「取引をしないか？　我々にとってこの三人は宝だ。だが君たちも手ぶらでは帰れまい。そこでこういう宝物を用意した」


    　クラタは背後に置いていた例の小さな箱を取り上げ、中身を見せた。


    「九州という地方の廃病院の中で文字通りデッドストックになっていたPARANO=ERパラノエルだ。三本あったが一本使ってしまって二本しかない」


    「これで手を打て、というのかしら？」


    　クラタに負けぬ冷徹な目でロマナは訊きいた。


    「我が国に、君たちに逆らう根性も気力もないのはすでに知っているだろう？　我々は同盟国だ。喧けん嘩かはよそう」


    　白々しい笑顔でクラタは続けた。


    「この二本を元に、ゼロから調べ直すことだ──それと彼らの血液データ他は我々が管理し、我々が責任を持ってあなたたちに全て開示する」


    「我々の部下を傷つけ、殺した相手を赦ゆるせ、と？」


    「先に喧嘩を売ってきたのはそっちだ」


    　クラタは突き放す。


    「それにもう小こ日向ひなた姉妹も霧きり山やま真ま之の斗と君も、君たちを完全に憎むべき敵だと認識している。ケネディ国際空港やダレスをこの滑走路みたいにしたくはあるまい？　あるいはワシントンＤＣやニューヨーク、ラングレーを」


    「……」


    　ロマナは沈黙し、雪の舞い散る滑走路でふたりの特務機関の長は睨にらみ合ったが、


    「いいでしょう」


    　と手を差し出した。


    「取引成立だな」


    　クラタはその手に箱を押しつけた。


    　受け取ると、ロマナはにやりと笑って言った。


    「貴重な最後の一本、確かに頂いたわ……何か質問は？」


    　一瞬、クラタは片かた眉まゆを上げたがすぐに肩をすくめた。


    「私もさっき勝手に一本使った。君が一本使っても気にしないさ」


    



    



    　ロマナがクラタから荷物を受け取り、輸送機へと去っていくエンジン音が小さくなる中、ＳＵＶのハッチバックに、高カロリー点滴を繋つないで寝かされていた真之斗の目が開く。


    「真之斗！」


    　世せ衣いと亜あ世ず砂さは揃そろって声を上げた。


    「……ふたりとも無事でよかった」


    　ひび割れた声で、真之斗は言った。


    　世衣と亜世砂は泣きながら真之斗にしがみついた。


    「よかった……真之斗……」


    　戦闘服の上から着用するいつものコートを下着の上から羽は織おった世衣が真之斗に頬ほおずりし、


    「バカ……心配させるなよ」


    　とこちらは岡おか崎ざきの私物らしいフライトジャケットを着た亜世砂が真之斗の髪の毛をくしゃくしゃとかき回した。


    「うん、うん……」


    　少年は優しくふたりの姉代わりの少女たちを抱きしめる。


    「奴らは？」


    「クラタさんが交渉して、帰っていったわ」


    「それは、ダメだよ」


    　静かに真之斗は言葉を紡つむいだ──いつもと変わらない優しい声で。


    「あいつらは、殺さないと……セイ姉ねえをあんな目に遭わせて、アズ姉も、僕も死にかけたのに」


    「真ま之の斗と、気持ちはわかるけど、わたしはもういいの」


    「オレも……帰ろうぜ、な？」


    「ダメだよ」


    　真之斗は左右のふたりそれぞれの顔を覗のぞき込んで微ほほ笑えんだ。


    　瞳どう孔こうの開ききった目で。


    「敵は、みんな殺してしまわないと」


    「ま……真之斗！」


    　ふたりの手をすり抜けると、真之斗は点滴の針を引き抜き、荷台から降りた。


    「待て、真之斗、何言ってンだお前ッ！」


    　亜あ世ず砂さが追いかけようとしたが、足首の激痛に顔をしかめた瞬間、真之斗は前にいて、騒ぎに振り向いたクラタを「邪魔だよ」と言い捨てて突き飛ばした。


    　そして、しゃがみ込みながら思いっきり地面を叩たたいて、飛んだ。
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    　ちえのおうじょさまがきさせられた、こおりのよろいを、おうじさまとゆうきのおうじょさまは、なんとかうちくだきました。


    　でも、こおりのよろいのはへんが、おうじさまのなかにはいってしまいました。


    　おうじさまのこころはこおりつき、みんなをてきだとおもってしまいました。


    「みんな、みんなやっつけてやる！」


    　ちえのおうじょさまと、ゆうきのおうじょさまはなきだしてしまいそうでした。


    　ふたりは、おうじさまをたすけるために、おうじさまと、たたかわなければなりません。


    



    　　　　　★


    



    　もうたくさんだ。


    　真之斗は心の底からそう思っていた。


    　世せ衣いが誘ゆう拐かいされただけじゃなく、精神をおかしくされ、亜あ世ず砂さも怪け我がをし、寂しい思いをさせられ、自分も心臓を刺されて死にかけた。


    　死んでも構わない、という安あん堵どは本当の「死」に心臓を貫かれた瞬間、甘い考えだったと思い知らされた。


    　永遠のＯＦＦスイッチ。二度と目覚めない眠り。それがどれだけ恐ろしく、寂しいことか。


    　ぶつっと全ての音が、光が途絶え、後悔して、泣き叫んだ。


    　一〇年以上前、母親が何な故ぜあんなに苦しみながらも生きようとしたのかをようやく理解した。


    　死にたくないからだ。


    　死が恐ろしいものだからだ。


    　どんなに魂で深く結びついた人がいても、死ぬときはひとりぼっちになるからだ。


    　そして逃のがれることができないからだ。


    　だから、そこから引き戻されたとき、真ま之の斗とは歓喜とともに、自分をこの状態に追いやった全ての者を滅ぼす必要があると認識した。


    　二度と、世衣にも、自分にも、亜世砂にも、手を出させない。


    　そのためには二度と奴らが手を出せない所に、送り込む。


    　送り込む先は「死」。


    　奴ら──アイヴァンホーたちを送り込んで安心できる唯一の場所。


    　だから、真之斗は肌を切り裂くほどの冷たい風の中を跳んだ。


    　そして、落ちる。彼らの前に。


    　自分たちを不幸にする「闇やみ」の中心へ。


    　それを全て粉砕し、死の世界に送り込まなければならない。


    



    



    「アイヴァンホー」は装備を全て爆破廃棄し、負傷した兵士たちをトレーラーに回収した。


    　そしてＤ滑走路で待つ沖縄・嘉か手で納な基地への輸送機へ向かおうとエンジンを始動させようとしたところへ、霧きり山やま真之斗の形をした怪物が落ちてきた。


    　怪物は地面を殴って着地の衝撃を打ち消し、同時に亀き裂れつの走った滑走路のアスファルトが輸送機を傾けた。


    「霧山真之斗、何をしに来た！　話はついたはずだぞ！」


    　振り向いてロマナが言うが、ゆっくりと立ち上がった上半身裸の少年は、少し首を傾けたまま、虚うつろな目でこちらを見る。


    「敵は、全部潰つぶさなくちゃ、二度とこんなことができないように」


    　その全身から、ロマナがこれまで肉眼では見たことのない、「金色の光」が立ち上っている。


    「これは………EXMODエクスモツド能力者が目にするという例の光か……だが何な故ぜ我々にも見える……？」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、ロマナは我に返ってまだ戦闘が可能な部下たちに「構えろ！」と命じた。


    「四足歩行ドローンハウンドフツドを全部出せ！　武器は全面開放！　殺してもかまわん」


    「無駄だよ」


    　怪物の目で、少年は呟いた。


    「僕が君たちを殺すから……二度と僕にも、セイ姉ねえにも、アズ姉にも、手出しさせない」


    　身体からだが前のめりになり、真ま之の斗とは右みぎ掌てのひらを突き出した。


    「撃て！」


    　補充されたグレネードランチャーが次々に発射され、アサルトライフルが火を噴く。


    　さらに四足歩行ドローンの上に露出したレールガンが閃せん光こうとともに発射された。


    　全て右掌に吸い込まれるようにして炸さく裂れつし爆発する。


    「やった……か？」


    「アイヴァンホー」の兵士のひとりが呟いた。


    　だが、その煙の中から、少年が全く無傷で現れたとき、それは絶望の悲鳴に変わった。


    「怯ひるむな、撃て、撃て！」


    　ロマナの命令だけを頼りに彼らはまた攻撃を開始した。
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    　真ま之の斗とを追って岡おか崎ざきの運転するＳＵＶが雪の滑走路を駆ける。


    「真之斗が……真之斗が変わってしまったんです！」


    「わかってる！」


    　すっかり動転して同じ言葉を繰り返す世せ衣いに、クラタは助手席で怒鳴り、それから鎖骨を押さえて呻うめいた。


    「折れたな、これは……足首も捻ひねってるか……真之斗君が人が変わったようになっているのはわかる、こんなことをする子じゃない」


    　ＳＵＶの背後にはＳＡＴの増援部隊を乗せた装甲車が追いついてきている。


    　クラタが先ほど事情を説明し、引き続き自分たちの指揮下に入ることを了承させた。


    「最悪、また『アイヴァンホー』と戦争になるが、この際仕方がない」


    「なんでああなっちまったんだ？　姉貴は洗脳でああなったんだろ？　真之斗にそんな暇はなかったのに？」


    　亜あ世ず砂さの悲鳴にも似た声に、苦しそうな声でクラタはそっけなく、


    「世衣君の洗脳と、自分自身の臨死体験、心優しい人間であればあるだけ、耐えがたい精神的ダメージだと思わないか？」


    「まさか、真之斗はもうあのまま……」


    　後部座席で世衣と並んで座り青ざめる亜世砂に、


    「だったら君たちが無事である理由がつかない。私なんか今頃滑走路の染みのはずだ──つまり、まだ望みはある」


    　やがて銃声と絶叫が近づいてきた。


    「愛の力だ、なんていう気はないが、彼を止められるのは君たちふたりだけだ」


    　流れ弾がＳＵＶのフロントガラスに貼ったフィルム状装甲に弾かれる。


    「EXMODエクスモツドの能力に彼を殺させるな」


    「はい」


    「わかった」


    　世衣と亜世砂が頷うなずく。


    「とにかく急げ──このままじゃ彼は極端な飢き餓が状態に陥って死ぬぞ」


    



    



    　真之斗の能力は異様な方向に「拡張」されていた。


    　掌てのひらに全ての攻撃が吸い寄せられる。


    　ロケットランチャーのミサイルは勿もち論ろん、衝撃波砲のソニックブーム、神経撹かく乱らんフラッシュライトの光まで。


    　真之斗はゆっくりと歩いてきた。


    「化けものだ！」


    　誰かが叫んでも咎とがめる者はいない。


    「散開しろ！　固まってるとやられる！」


    「予備の四足歩行ドローンハウンドフツドを出せ！」


    　滑走路の雪を蹴け立たてて、輸送機に残されていた四足歩行ドローン三五体が襲いかかる。


    　だがそれを真ま之の斗とは腕のひと振りでなぎ倒した。


    　奇怪なのはただ吹き飛ばしたのではなく、四足歩行ドローン全てが鋭利な刃物で切ったように真っぷたつになって真之斗の背後に着地してからバラバラになったことだ。


    　さらに真之斗が手を振ると、停車していたトレーラーまでが真っぷたつになった。


    　運転席にいた兵士が悲鳴を上げて逃げ出す。


    「衝撃波ソニツクブームでも使うのか……撃て！　輸送機まで撤退しろ！」


    　言いながらロマナは寝袋に包まれて点滴を受けていたマリー・Ｒを背負った。


    「ロマナ……」


    　背後で、掠かすれた声でマリーが囁ささやいた。


    「私をおいて、逃げて……彼は私を殺したら満足するかも……」


    　真之斗に無理矢理義手義足を破壊され、脳に直接激痛を送り込まれた彼女は、すっかり憔しよう悴すいしていた。


    「喋しやべるな、マリー、お前は絶対に生き延びる、私もだ」


    　ロマナは彼女のほうを向こうともせず、背負ったままＭ４アサルトライフルの銃身下に装着したグレネードランチャーを真之斗目がけて撃った。


    「私とお前は生涯ひとつだ、主が私たちを分けようとも抗あらがう。それが、海兵隊員の誓いだ」


    「……ありがとう」


    　マリーの声は涙で湿っていたが、ロマナはあえてそれを無視した。


    　地獄のような状況で、悪魔が目の前にいるのだから、涙を流すのは生き延びてから、あるいは天に召されてからでいい。


    　上半身裸の小柄な悪魔はゆっくりと近づいてくる。


    



    



    「真之斗！」


    　絶望的な撤退戦を始めた「アイヴァンホー」を追って歩みを止めない真之斗の後ろに急停止したＳＵＶから降りると、緑のコートの裾すそを翻ひるがえしながら、白く雪が降り積もる滑走路で裸足のまま、世せ衣いは真之斗に声をかけた。


    「もうやめて、終わったの！　全部終わったの」


    　雪の中、振り向いた真之斗の目は、世衣を映していながらも、見てはいなかった。


    「そこにもいるのか、卑ひ怯きよう者ものめ」


    　大きく腕を振りかぶる。


    「姉貴！」


    　叫んで亜あ世ず砂さが世せ衣いを抱かかえて飛び、一瞬遅れて滑走路が切り裂かれた。


    　二〇〇メートルほど先に着地した瞬間、亜世砂は顔をしかめてその場に倒れた。


    「亜世砂！」


    　起き上がって世衣が亜世砂の足首を診る。


    「やっぱり捻ねん挫ざしてる……無茶よ！」


    「しなきゃ姉貴が死んじまうだろ」


    　口答えしながら、亜世砂は笑った。


    「……でもよかった、やっぱり姉貴だ、元通りだ」


    「……ごめんね」


    「いいんだよ、それよりも今の真ま之の斗とはさっきまでの姉貴と一緒だ、正気じゃない、正攻法は無理だ」


    「それでもわたし……説得してみる」


    「無茶だ姉貴！　殺されちまうぞ！」


    「いいわ、真之斗だもの、全部あげるって決めたんだもの、命だって」


    　微ほほ笑えむ世衣の顔は、これまでにない美しさで、亜世砂は様々な意味で声を失った。


    「……わかったよ」


    　亜世砂はほろ苦い笑みを浮かべた。


    「オレにとっても真之斗は弟だもの、姉貴が命を懸けるのに、兄貴代わりがそうしないわけには、いかないよな？」


    「亜世砂……」


    　世衣は亜世砂を抱きしめた。


    「ありがとう」


    「じゃあ、行くぜ」


    　己の中にある姉への罪悪感と、自己嫌悪を押し殺し、亜世砂は再び自分の痛めた足首に「無茶」を命じた。


    　一瞬で亜世砂は真之斗の前に回り込んだ。


    「真之斗！」


    　叫んで停止した瞬間、足首に脳天まで突き抜けるような激痛が走ったが、亜世砂は辛かろうじて世衣をそっと地面に降ろし、その場に倒れた。


    　もう三度目の無茶はできない。世衣が失敗すれば、ふたりとも死ぬ。


    　だが、不思議に怖くはなかった。


    「真ま之の斗と……」


    　少年が反応を起こす前に、世せ衣いはコートの裾すそを翻ひるがえして近づいた。


    　真之斗の拳が世衣に向けて振りかぶられる。


    　その後のことはほんとうに、ほんの一瞬にも満たない時間に起こった。


    　世衣の、装具の外れぬままの右手がそっと真之斗の拳に差し出された。


    　真之斗の拳が世衣の装具に包まれた指先に触れる。


    　装具が真之斗の纏まとう金色の光に触れて、はじけ飛んだ。指先から手首に至るまで。


    　金属の部品が周囲に散らばる中、そのまま世衣は一歩前に出た。


    　装具なしではろくに動かせぬはずの指先が優しく、そっと真之斗の拳を包む。


    　右手に添えるように左手が差し出され真之斗の拳全体を包んだ。


    　本来ならそのまま世衣は殴り殺されていたはずだ。


    　亜あ世ず砂さは地面に這はいつくばったまま「見た」。


    　世衣の右手を彼女自身の金色の光が包み、真之斗の身体からだ全体を覆おおっている荒々しい金色の光にまとわりつき、やがて融合していくのを。


    



    　それは、ふたりの心の融合だった。


    



    



    　世衣は指先から真之斗の中に「流れ込んだ」。


    　この少年の匂においも、肌のぬくもりも、全てを知っている。


    　細胞のひとつひとつ、心の襞ひだも……殺されるなら、この少年の手で殺されることを望んだ。


    　何もかも少年に捧げると誓ったことは嘘うそでも見栄でも思い込みでもなかった。


    　本気でそう思っていた。


    　だから、少年の拳に触れることは怖くなかった。


    　装具が砕け散っても怯ひるまず、世衣はさらに一歩、踏み込んだ。


    



    



    　真之斗は、暗くら闇やみを恐れて拳を振るっていた。


    「アイヴァンホー」は全て闇だった。


    　いや、世界は全て闇だった。


    　死の淵ふちから蘇よみがえったという感慨はなく、まだ死の闇の中に自分がいるといつの間にか思い込んでいた。


    　自分を、世衣を、亜世砂を、大事な人たちを、ものを、全て「死」へ運び去っていく闇の塊。


    　何もかも全て、やつらの元いた「死の世界」へ送り返す──これが死から蘇った少年の中に巣くった闇やみそのものの命じることだった。


    　その闇が、全て拳に触れた指先によって拭ぬぐい去られていくかのように消えていく。


    　ひとりぼっちではなかった。


    　拳に触れていた指先が開かれて、拳を包み込んだ。


    　柔らかく、温かい。


    　闇の中にいて、何も見えなくなっていた真ま之の斗とは、ようやくその指先の主が誰かを知った。


    「世せ衣い……ねえ……」


    　声が震ふるえる。


    　声が出せるということは、自分はまだ生きている。


    　全ての悔恨が、哀しみが、怒りが心臓の奥から噴き出した。


    　温かい指先の主の中からも悔恨と怒りと哀しみが溢あふれ出す。


    　すれ違い続けた思い、コンプレックス、思い込み。


    　プラスの感情もマイナスの感情も、全てが流れ出す。


    　混じり合う。


    　年下の少年に寄せた愛情。


    　年上の少女に寄せた憧れ。


    　そんな純粋なものにまとわりつく負の感情、嫉しつ妬と、羨せん望ぼう、自分自身への蔑さげすみ、怒り……何もかもが爆発するように噴き出して、何もかもが渾こん然ぜん一いつ体たいとなる。


    　霧きり山やま真之斗はその一瞬で小こ日向ひなた世衣の人生を全て駆け抜けた。


    　小日向世衣は、霧山真之斗の人生を全て体験した。


    　やがて、過去は未来に、未来は過去になり、ふたりは現在という時間軸に戻ってくる。


    



    



    　目の前で起こっていることが、魂の融合なのだ、と亜あ世ず砂さは即座に理解した。


    　姉を壊され、自分自身も殺されかけた少年が抑え込み続けていた凶気と、その少年を心から愛している少女のひたすらな純粋さの。


    　互いの気持ちを確かめ合い、愛し合った者だからこその、融合を。


    　亜世砂は「見て」いるだけだった。


    　EXMODエクスモツドの能力がない者にはほんの数千分の一秒の輝き。


    　だが、亜世砂にはそれが、ふたりが生まれ巡り合い、そして結ばれて今に至るまでの全ての時間であり、まだ訪れない未来へ続く時間だった。


    　余りにも膨大すぎて、亜世砂には全てを理解することはできなかった。


    　ただ、これだけはわかる。


    　このふたりは、魂で結ばれているのだ。


    　涙が溢あふれる。


    　自分はあの光の中には入れない。そのことへの羨せん望ぼうと、絶望。


    　光は唐突に消えた。


    　はだけたコートの下、白い胸が少年の傷ついて冷たく、強こわ張ばった頬ほおを包む。


    　そっと、世せ衣いは真ま之の斗との頭を撫なでた。


    　真之斗が身じろぎして、世衣の顔を見上げた。


    「お帰り、セイ姉ねえ」


    　ぽつんと言うその瞳は、いつもの霧きり山やま真之斗だった。


    「ただいま、真之斗」


    　そう言って、世衣は真之斗にキスをした。


    



    



    　その輝きを認識した者はもうひとり、いる。


    「私……間違っていたわ」


    　輝きが消えた後、なおも銃を構えるロマナの背中で、マリー・Ｒはぽつんと呟つぶやいた。


    「あの子たちを引き離しちゃ、いけなかったのよ」


    　だがロマナにとってその光は、「敵」の脅威的な力の消失に外ほかならない。


    「よし、今だ！」


    　再攻撃を命じようとしたが、真之斗たちと「アイヴァンホー」部隊の間に、装甲車が割って入った。


    　さらに滑走路にはいつの間にか、伏せ撃ちの体勢でＳＡＴの増援が中短距離照準器ドツトサイトと、伏せ撃ちに適した二脚を装着したＨ＆Ｋ４１６を構えている。


    『ロマナ少佐、うちの若いのが暴走してしまった、申し訳ない』


    　岡おか崎ざきの通訳ではなく、見事なイギリス英語でクラタの声がスピーカーから流れてきた。


    『ですがこれは、あなたたちに原因のあることです──見たところ死者は出ていないし、このままお引き揚げください。彼らはあなたたちにこれ以上危害は加えない、攻撃しない限りは』


    「我々にこのまま尻しつ尾ぽを巻いて帰れというのか？」


    　ロマナが声を張り上げると、


    『我々が好んで宗主国に牙を向けるとお思いで？　今回のこともあなたたちが勝手に人の家の中で誘ゆう拐かいなんかやらかそうとしたから起こったことです、私はちゃんと外交ルートで正式に話をつけようとしていた、急いだあなたたちが悪い』


    「このままですむと思うのか？」


    『彼らのうち、誰が欠けても、同じことがアメリカ国内で起こるでしょう。あなたの報告を受けてもなお、考えを変えず、というのであればまた来られるといい。ですが、我が国もそうそう『よい弟』の顔はできませんよ？』


    　装甲車の陰からハンドマイクを持ったクラタが現れた。


    　そしてＤ滑走路の西側に灯る建物の明かりを見やって続ける。


    『それに、これだけ派手に暴れ回ったので、多分、赤いふたつの国が知ってしまった』


    「貴様は彼らに機密を売る気か？」


    『独占はしません。我々は小国ですので……ですが最初に売る相手は知り合いがいい』


    　暫しばらくふたりは睨にらみ合ったが、すぐにロマナが折れた。


    「よかろう。この十数分のことはなかったことにする」


    『賢明なご判断、感謝します』


    　そして雪の降り続ける滑走路の彼方かなた、タキシングを始めた輸送機へとロマナたちは去っていった。


    「──めんどくさい事件だった」


    　呟つぶやいて、クラタはハンドマイクを放り出して仰向けに倒れたが、心得た岡おか崎ざきがその身体からだを受け止めた。


    「すまんね、岡崎君、もう痛みが限界なのでそろそろ気絶するよ」


    「後の処理はお任せを」


    「うん」


    　そう言ってクラタはかくん、と頭を横に倒した。


    



    　二時間後、羽はね田だ空港は季節外れの積雪のため、国内線国際線ともに丸一日の欠航となった。
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    　けっしのかくごで、ちえのおうじょさまと、ゆうきのおうじょさまは、おうじさまにすがりつきました。


    　ふたりのこころのあたたかさが、やがて、おうじさまのなかにはいりこんだ、こおりのよろいのはへんをとかします。


    　われにかえったおうじさまは、ふたりをみつけてだきしめ、なきました。


    　もとから、こころのやさしい、なきむしのおうじさまなのです。


    



    　　　　　★


    



    　都内某所にある大学病院に朝が来た。


    「世せ衣いの帰りが遅いんで、北海道まで迎えに行ったら三人とも食中毒で入院した、ということにしておいた」


    　車椅い子すのクラタはそう言って世衣に医者の診断書の入った封筒を押しつけた。


    「ありがとうございます」


    　ぺこりと世衣が頭を下げる。


    「本当に、すみません」


    　真ま之の斗とは今にも土下座しそうな顔だったが、クラタはからりと笑った。


    「まあいいさ。私が君たちを巻き込んだ、こうなるのも覚悟のうちに入ってるよ」


    「これって礼を言うべきなのか、それとも怒るべきなのかさっぱりわかんねえなぁ……助けてもらってはいるけど、クラタのオバハンの都合でオレたちこういう目に遭った、とも言えるし」


    　この病室の中でひとりだけ制服姿の世衣が苦笑する。


    



    



    　真之斗と世衣はそのまま空港で気絶するように眠ってしまい、目覚めたのは翌日で、まだ一一月末だというのに、都内は滅多にない大雪に見舞われていた。


    　意識が戻ったものの、ふたりの身体からだは衰弱が激しく、結局一週間の入院を余儀なくされた。


    　亜あ世ず砂さがそういう意味では一番消耗は軽かったのだが、雪の降り続ける寒さの中、滑走路を走りまわったせいなのか、風邪を引いて高熱を出し、結局こちらも大事を取って同じ病院に入院、ただし一足先に今日から学校である。


    　昨日からカレンダーは一二月に切り替わっていた。


    「結局、PARANO=ERパラノエルは僕に投与したのが国内最後のストック、ってことですか？」


    　肉付きが元に戻ってきた顔で真ま之の斗とが尋ねる。


    「まあ、恐らくこれ以上探しても出てこないだろうね」


    　クラタは車椅い子すの上で肩をすくめ、痛みに顔をしかめる。


    　彼女は鎖骨骨折、捻ねん挫ざだと思っていた足首のほうも同じく骨折していて暫しばらく車椅子生活だ。


    　もっとも彼女が病室でじっとしているはずはなく、二日もしないうちに真之斗たちの病室の上にある個室にＰＣやらなにやらを持ち込んで「黄昏たそがれ」の支部と化している。


    「まあ、国際政治的な事情から今後も我々『黄昏』機関が正式に君たちの体調を管理し、反社会的言動がないかどうかを監視し、監督するということに決定した」


    「なんかすっごく嘘うそくさく聞こえるぜー」


    「まあ、建前だからな。早い話、これまで通り、ということだね。ただ月に一回取っている君たちの生体データはアメリカにも送られる」


    「それだけで本当にいいんですか？」


    　世せ衣いの問いに、


    「滑走路でのでき事は全部記録されてる。あの国は全てにおいてワガママで大おお雑ざつ把ぱだが、諜ちよう報ほう活動における引け時だけは心得てる……多分な」


    「心配になる話だねまったく」


    　亜あ世ず砂さが冷やかすが、


    「まあ、来たら来た、で考えればいい。人生長生きするコツは『今を楽しむ』ことだ」


    「いーかげんな大人だなあ」


    「まあ、この怪け我がだって、真之斗君に負わせた責任の代償だと思えば安いし、変わった環境で衣食住フルオートで出てくる上に健康管理までしてくれる場所に移ったと思えばちょっとしたＶＩＰ気分で得をした、ということだ」


    「本当にすみません……」


    　今にも土下座して地面の中に吸い込まれそうな真之斗の肩を、亜世砂はぽんと叩たたいて囁ささやいた。


    「気にするな、って言ってんだよ、クラタのオバハン」


    「でも……」


    「では亜世砂君、学校についての報告を聞きたいから、屋上で滅多にできない一二月頭の雪見コーヒーとしゃれ込まないかね」


    　なおも気にする真之斗をあえて無視するようにクラタは声を張り上げた。


    「では世衣君、真之斗君のアフターケアを頼む」


    「はい」


    　にっこりと世衣は微ほほ笑えんだ。


    「ようやく私に笑ってくれるようになったな」


    　とクラタはにやりと笑い、亜あ世ず砂さに車椅い子すを押させて病室を出た。


    「セイ姉ねえ……」


    「クラタさんはあれで気を遣ってくれているのよ」


    　世せ衣いは自分のベッドを降りて、真ま之の斗とのベッドに腰掛けた。


    「うん……わかるけど」


    「早いとこふっきりなさい。これからあの人とはきっと長い付き合いになるわ。そうなったら互いに何度迷惑をかけたり、かけられたりするかわからなくなるわよ、絶対」


    　くすっと世衣は微ほほ笑えむ。


    「第一、わたしなんか、あなたのここに」


    　と世衣の指先が真之斗の病院着に包まれた薄い胸板に触れた。


    「ナイフを刺したのよ？」


    「で、でも、僕は生きてるし、心臓も……元に戻ってるし」


    　今回も三人の怪け我がを見たのは例の三枝さえぐさ医師だが、真之斗の心臓にナイフが刺さったと言っても最初は信じなかったぐらい、傷跡ひとつなく、血液の数値も変動していないらしい。


    「僕……本当にまだ人間なのかな？」


    「人間でも、悪魔でもいいわ…………だって、私の真之斗だもの」


    　世衣は、真之斗を抱きしめ、ふたりの唇くちびるが重なった。


    



    



    　ジョン・ブローウィンはほろ酔いで深夜のアカプルコにあるホテルの部屋に帰ってきた。


    　市内最高額のロイヤルスイート。完全な警護、プライバシーの保護。


    　羽はね田だでの騒動を尻目に、ブローウィンは一目散に成田に逃げ、そこからファーストクラスでアメリカに戻り、このアカプルコに来た。


    　とにかくもう寒い場所は暫しばらくこりごりだった。


    「アイヴァンホー」は壊滅、ロマナ少佐は重傷を負い、マリー・Ｒは徹底的に日本のEXMODエクスモツド、霧きり山やま真之斗に「破壊」されて再起不能だという。


    　EXMODの根絶にならなかったのは残念だが、いずれ我が国の政府は「自分の持てない兵器が存在する」ことに我慢ができなくなって、今度は外交ルートから攻めるだろう。


    　今後もEXMOD関連に関しては、やはり彼が第一人者として選ばれる。


    　彼の予想では三年以内に、完全にEXMODそのものを根絶やしにすることができるだろう。


    「今日はその新たなる始まりの第一日だ」


    　思わずブローウィンはひとりごちた。


    「そう？」


    　明かりのついた部屋の奥、寝室の暗がりから声がした。


    　ピンク色の髪をすっかり黒く染め直したらしい中東系の顔をした少女が現れる。


    「ま、マリー・Ｒ！」


    「お久しぶりね、博士」


    「き、君は手足を引き抜かれて脳が焼き切れたと……」


    「幸運にもPARANO=ERパラノエルが二本余っていたんだよ」


    　振り向くと、頭に包帯を巻いたロマナ・ギャリソンが片手にＳＩＧＰ３２０を握って立っていた。


    「そのうちの一本を投与して、彼女の損傷した脳の部位などを治した……日本の『黄タソ昏ガレ』のクラタには感謝してるわ。でもあなたは違う」


    「ま、待て、私は、私は……私は愛国者なんだ！」


    　どっと冷や汗がブローウィンの顔を濡ぬらした。


    　ロマナは微ほほ笑えんだ。


    「白い部屋を赤レツドで汚すのは従業員が大変だから、お風呂場でお話を聞くわね」


    　宣告するロマナとは別に、


    「ロマナ、ここ、ジャグジーよ！」


    　と銃を片手に各部屋の安全を確認していたマリーがはしゃいだ声をあげた。


    「それはいいわねマリー、『片付け後』のお風呂が楽しみ♪」


    「ま、まて、待て！　き、君らは何を……」


    　上ずったブローウィンの声は、完全に恋人同士ふたりに無視された。


    「さあ、行って」


    　銃口に促うながされ、博士は青くなりながら両手を上げ、彼女たちに従った。


    「わ、私は優秀な科学者だ、ＤＡＲＰＡダーパでは唯一に等しいPARANO=ERの専門家なんだぞ？　私に手をかければ、PARANO=ERとEXMODエクスモツドの研究は、いやそれ以前に超人血清ハイパーソルジヤーワクチンの……」


    「博士、学問と同じで、情報は常に更新されるものよ。私たちの消息や、私の頭の中にもう感情抑制チップが入ってない、ってことと同じで」


    　マリー・Ｒの声とともに、風呂場の扉が閉められた。


    　翌日、Ｊ・ブローウィンによく似た身元不明の死体が、ニューヨークの裏路地で見つかったが、誰も引き取り手もなく、身分証すらない死体はそのまま番号だけを与えられた「名なしの男ジヨン・ドウー」として共同墓地に埋葬された。


    



    



    「……というわけで、クラタさんの擬装を疑う人はだーれもいませんでした、まる」


    　と屋上から都内が一望できるテラスの中で亜あ世ず砂さは学校での報告を終えた。


    「……ありがとね、クラタさん」


    「オバハン抜きか。これからもそう呼んでほしいね」


    「それはいやだな。ありがたみがなくなるから」


    「世せ衣い君と真ま之の斗と君は今頃仲良くしてるだろう」


    「まー、恋人同士ですから」


    　と亜あ世ず砂さはクラタの横に立って大きくノビをした。


    「──つらいな、君も」


    　ふとクラタが言った。


    「え？」


    　思わず亜世砂はクラタを見、その目を覗のぞき込んだ。


    　今のはただの戯たわむれの言葉ではない、と眼鏡の奥の切れ長の目が語っていた。


    「……どこまで知ってんだ、あんた？」


    　クラタは黙って病院着の上に羽は織おったカーディガンのポケットからスマホを取り出して、ある文章を打ち込んで見せた。


    　打ち込む時間からして、長い文章だとわかる。


    「世衣君がEXMODエクスモツドの能力を使って今、我々の会話を聞いているとは思わないが」


    　と表示をクラタはスクロールさせ、しばらくの空白の後、


    「君と真之斗君があの夜どうなったかは知ってる」


    　とスマホの画面に文字が出た。


    「──！」


    　愕がく然ぜんとする亜世砂の前で、更に文章がスクロールする。


    「これは、我々だけの秘密だ。私以外は誰も知らないし、証拠は全て消去した」


    　とあった。


    「……ありがとう、ございます」


    　数秒固まって、思わず亜世砂は頭を下げた──考えてみれば当然だった。


    　ふたりっきりにする、といってもクラタのことだ、何らかの形で敵の侵入を阻止するか、監視する手はずを整えていたに違いない。


    「そんな殊勝になるな。私の傷に障さわる」


    　小さく笑うクラタは、不思議に優しく見えた。


    「で、このままでいくのかね？」


    　亜世砂は頷うなずいた。


    「オレは真之斗の兄貴分で、姉貴の妹ですから」


    　そう言って亜世砂は微ほほ笑えんだ。


    　不思議に世衣によく似た笑顔だったが、それを当人は理解していない。


    「それが、オレの役まわりなんです」


    「そうか」


    　クラタは頷うなずいて窓の外にまた目をやった。


    　窓の外に広がる雪景色の街は、青空の下、素知らぬ顔で年末を迎えようとしている。


    



    



    　……というわけで。


    　へいわがきて、ちえのおうじょさまと、おうじさまはなかよくまたいっしょにあそぶようになりました。


    　ゆうきのおうじょさまも、いっしょにあそぶことはかわりません。


    　でも、ときどき、ゆうきのおうじょさまは、「きょうはいいよ」というようになりました。


    　ゆうきのおうじょさまは、ちえのおうじょさまと、おうじさまが、ふたりっきりになれるように、とかんがえたのです。


    　そうすることで、よいことをした、とおもうのですけれども、どうしてもさびしいことにかわりはありません。


    　ひとりぼっちは、さびしいですものね。


    「でも、それでいいんだ」


    　ゆうきのおうじょさまは、そうじぶんにいいきかせ、むねをはるのでした。


    　ちょっぴり、なみだがでそうになるのをがまんして。


    



    
      終

    

  


  
    　　　あとがき


    



    



    　お疲れ様です、神かみ野のオキナです。


    　ガガガ文庫で無事二度目のお目もじとなりました。


    「ＥＸＭＯＤエクスモツド２ 黒ノ追撃者」いかがだったでしょうか。


    　前回とは打って変わったアクション物といいますか、海外ドラマで第二シーズンが始まったら、それまでリアルで地味な証拠固めをメインにした刑事ものだったのが、いきなり冒頭から空港で麻薬の売人と銃撃戦を繰り広げるぐらいガラリと様相が変わるといいますか（笑）。


    　とはいえ、そのような突拍子もない変更ではなく、あの事件の後なら起こりうるであろう変化を描いております。


    　ですので、ここまで読まれた方は、真ま之の斗とがいきなりパワードスーツを着けたり、古代から蘇ったEXMODの王と戦ったり、古代EXMOD文明から助けが来たりはしないことを保証しますのでご安心を。


    　あくまでも、前作を踏まえた上での「ありうる未来」としての変更です。


    　その中でも、もっとも変化したのは真之斗たち三人の関係性でしょう。


    　前作のラストで真之斗と世せ衣いは互いの心を確かめ合い、今作ではふたりはすでにラブラブ、亜あ世ず砂さはそんなふたりを少し遠くから寂しく眺めています。


    　相変わらずなのはクラタさんで、今回もヒョイヒョイと真之斗たちを上う手まく使っていますが、さて……というのが今回のお話。


    　あとがきからご覧になる方はここから先は本文をどうぞ。


    　さて、恒例の御礼を。


    　まず挿絵と表紙絵を描いて頂いている「こぞう」さん。前回同様に今回も厳しいスケジュールの中、ありがとうございました。


    　担当の濱はま田ださんとガガガ文庫編集部の皆様。今回もありがとうございました。


    



    　何よりもこれをお買い上げ下さった読者の皆様、本当にありがとございます。


    



    　それではまた、次の本でお会いしましょう。
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